




は　し　が　きは　し　が　きは　し　が　きは　し　が　きは　し　が　き

　アジア大会の開催を契機として広島の街は面目を一新しつつあります。新交通システムアストラ

ムラインの建設，市営中央駐車場及び同庭球場の建設，そして現在も続いている地下街の建設，と

近年広島の中心街からは槌音の絶える暇がありません。

　こうした大規模な建設工事のラッシュの陰で当財団の前身である財団法人広島市歴史科学教育事

業団によって広島城関連の発掘調査が営々と行われてきました。建設現場での，また交通量の多い

市街地での調査であるためやむを得ないこととはいえ，夜間調査や覆工板下での調査は厳しいもの

でした。しかしこうした調査の積み重ねは新たな広島城の姿を間違いなく我々の眼前に示してくれ

ようとしています。

　こうした中で今回広島市立基町高等学校の改築に伴って同校のグラウンド部分の一部を調査する

こととなりました。この地は近世には武家屋敷地であり近代以降は軍の施設があったとされていま

す。これまでの発掘調査が堀の調査が中心であったのに対して初めての本格的な居住地の調査とな

り，また違った広島城の姿を浮かび上がらせる大きな成果を挙げることができました。

　この報告書が少しでも多くの方々に活用され，市民の皆様が郷土の歴史や文化について理解を深

められる一助となれば幸いに存じます。最後になりましたが，調査にあたりご指導・ご助言いただ

きました諸先生方，諸機関各位ならびに発掘調査にご協力いただきました関係機関・調査補助員の

方々に厚くお礼申し上げます。

　　平成11年３月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課



例　　　言

１．本書は，広島市中区西白島町25番62号において，広島市立基町高等学校改築工事に伴い平成９

　年度に実施した広島城関連遺跡及び近代の軍関連遺跡の発掘調査報告である。

２．発掘調査は広島市教育委員会施設部建設課から委託を受けて，財団法人広島市歴史科学教育事

   業団文化財課が実施した。整理作業は広島市教育委員会建設課から委託を受けて，財団法人広島

   市文化財団文化科学部文化財課（平成10年４月１日付で，財団法人広島市歴史科学教育事業団と

   財団法人広島市文化振興事業団の統合により，財団法人広島市文化財団が発足）が実施した。

３．現地調査は平成９年９月１日から平成９年11月 15日まで行った。

４．本書は福原茂樹が執筆・編集を行った。

５．遺物の実測・トレース・写真撮影は福原が行った。拓本は福原・住川香代子が行った。

６．本報告書の挿図等に使用した遺構表示記号は以下のとおりである。

　　ＳＫ：土坑　　ＳＤ：溝状遺構　　ＳＢ：建物跡　　ＳＥ：井戸　　ＳＸ：その他の遺構

７．本文中の遺物数は，接合を行ったのちの同一個体ではないと思われる破片数である。

８．遺構の写真測量・図面作成は株式会社パスコに委託して行った。

９．遺物の科学分析については株式会社パリノ・サーヴェイに委託して行った。

10．航空写真の撮影は，スタジオ・ユニに委託して行った。

11．第１図及び第２図は，広島市都市整備局都市計画課発行の地形図を複製した。

12．本調査で得られた資料は，広島市教育委員会から委託を受けて，財団法人広島市文化財団文化

    財課において保管している。
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Ｉ　は　じ　め　にＩ　は　じ　め　にＩ　は　じ　め　にＩ　は　じ　め　にＩ　は　じ　め　に

　平成９年，基町高等学校の改築工事に伴い，建設の主体となる広島市教育委員会施設部建設課か

ら教育委員会生涯学習部文化課に対して建設予定地内における文化財の有無について照会があっ

た。これを受けて文化課は試掘調査を実施し数カ所で溝状遺構等の埋蔵文化財の存在を確認した。

再三の協議の結果，計画の変更は困難であり，記録保存も止むなしとの結論に達した。

　その結果，平成９年５月に広島市教育委員会施設部建設課から財団法人広島市歴史科学教育事業

団へ発掘調査の依頼があり，これを受けて平成９年９月１日から11月15日まで発掘調査を実施した。

また，平成10年度に整理作業及び報告書の執筆を行った。

　調査の関係者は次のとおりである。

　調査委託者　　広島市教育委員会施設部建設課

　調査主体　　　財団法人広島市歴史科学教育事業団

　　　　　　　　財団法人広島市文化財団

　調査担当課　　財団法人広島市歴史科学教育事業団文化財課（平成９年度）

　　　　　　　　財団法人広島市文化財団文化科学部文化財課（平成10年度）

　調査関係者　　平成９年度

　　　　　　　　中原　照雄　常務理事（現　広島市佐伯区長）

　　　　　　　　佐川　　清　文化財課長

　　　　　　　　宮田　浩二　文化財課事業係長

　　　　　　　　平成10年度

　　　　　　　　竹本　輝男　常務理事

　　　　　　　　堂官　正昭　文化科学部長

　　　　　　　　佐川　　清　文化財課長

　　　　　　　　宮田　浩二　文化財課主任

　調　査　者　　若島　一則　広島市教育委員会生涯学習部文化課文化財係主査（現　同係長）

　　　　　　　　福原　茂樹　文化財課指導主事

　調査補助員（順不同）

　　岡本利也　沖田健太郎　沖田温　梶谷ミエコ　片島三奈子　加藤垣子　木村武勲　久保陸郎

　　住川義治　住田益子　谷口敏枝　中島新三　久永昌司　藤岡真弓　藤本朋子　舛田愛子

　　間瀬未明　宮崎義照　八木康子　山崎瞳　山田逸二　住川香代子　橋本礼子　菅原彰子

　　酒本由理部

　なお，広島市教育委員会建設課，広島市立基町高等学校，同校教職員及び生徒の皆様には調査を

円滑に進めるにあたり多大なご配慮とご協力をいただいた。さらに調査にあたっては埋蔵文化財発

掘調査指導委員会の広島大学名誉教授　潮見浩氏，同教授　川越哲志氏，同教授　河瀬正利氏，同

助教授　古瀬清秀氏に，また報告書の作成にあたっては，次の諸機関，諸氏から広範なご教示をい



ただいた。陶磁器全般については佐賀県教育庁大橋康二氏，財団法人東京都教育文化財団東京都埋

蔵文化財センター小林博範氏，財団法人広島県埋蔵文化財調査センター大島裕氏，焼き締め陶器に

ついて堺市立埋蔵文化財センター嶋谷和彦氏，岡山市教育委員会乗岡実氏，土師質瓦質土器につい

て小平市教育委員会小川望氏，レンガについて橋本秀夫氏，遺構について東京大学埋蔵文化財調査

室成瀬晃司氏，堀内秀樹氏，東京都教育庁古泉弘氏，財団法人東京都教育文化財団東京都埋蔵文化

財センター比田井民子氏（順不同）である。ここに記して謝意を表したい。







Ⅱ　位置と歴史的環境Ⅱ　位置と歴史的環境Ⅱ　位置と歴史的環境Ⅱ　位置と歴史的環境Ⅱ　位置と歴史的環境
　中国山地から流れ出る太田川は広島湾頭に三角州を形成して終息する。広島城はこうした三角州

域のうちの，その中央部にある最も大きな「島」に築城された典型的な平城である。この「島」は

太田川と京橋川の分流地点を北端とし，その南側に紡錘状に広がり，西側の太田川，東側の京橋川

にはさまれる。

　本遺跡はかつて「方八丁」と呼ばれた広大な城域の北部，天守閣の北東150ｍに位置し，洪水に悩

まされ続けた広島城にあっても特にその備えを余儀なくされた場所にある。

　広島城遺跡基町高校グランド地点の沿革についてはおおよそ別表のとおりである。絵図・文献史

料で知られる限り本地点に人の居住が本格的に始まったのは浅野期に入ってからのようである。『寛

永年間広島城下図』等で同地点には屋敷割りがみられる。『芸備事跡考』に1712（正徳２）年に同地

に「射的場」があったような記述がなされているが，これについては他の史料がなく正確な位置な

ど詳細は不明である。また，1725（享保10）年には「稽古屋敷」が外堀沿いにつくられたことが知

られる。こうしてしぱらくは武家屋敷地として使用されたいったようである。ところが1729（享保

14）年７月13日の火災を契機として火災の城内に及ぶことを防ぐため当地のいくらかの武家屋敷が

撤去され避災地が設けられたのである。『家中屋敷割図』『天明年間の広島城下絵図』でもこうした

空き地がみられ，この空き地は「後松原明地」「北之明地」と呼ばれて，のちには「馬場」になって

いる。この「馬場」は幕末の動乱の中で「演武場」となり，1864（元治元）年９月25日練兵場とし

ての「松原講武所」となる。この「松原講武所」についてはいつ廃止になったのかは明確でないが，

明治に入ってからもしぱらくは外国人教師を招いての西洋式軍事教練が行われていたようで，

1871（明治４）年９月22日には天長節にあたって祝砲を打った記録があるため，この時期までは存

続していたことは間違いなかろう。その後，1875（明治８）年９月には「広島城内に練兵場を設け

る」との記事がみられ，1878（明治11）年には「広島鎮台所轄旧北練兵場内へ射的場ヲ設ケ頃日射

的相始メ候付テハ」との記述がみられることからこの頃には「松原講武所」は廃されて練兵場の射

的場が設けられていたことが知られる。その後1936（昭和11）年には陸軍幼年学校がこの地につく

られたことが知られるものの，正確な位置等を示す史料はない。近代から戦前にかけては当該地の

いくらかの写真資料も残っているものの(1)いずれの資料でも被写体の性格は明確でない。ただ，周

辺には建物が見られるものの，調査地点にはいずれの資料でも建物は見られない。グラウンドのよ

うな場所であったようである。戦後，1947（昭和22）年，基町高校の前身である市立中学校がこの

地に移転し，1949（昭和24）年４月には基町高校が設立されて現在に至っている。

注）注）注）注）注）

　(1)　広島市『図説広島市史』，1989



「口羽伯耆守」「粟屋又右衛門」「御茶屋」等の名がみえる。（『芸州広島城町割

之図』）

「松原」と記し、松の木を描く。（『知新集』所収「毛利氏時代城郭内の図」）

毛利時代（1590年代）

記　　　　　事時　　期

「野田九良右エ門」の名とともに松の木を描く。（『知新集』所収「福島氏時代

城郭内の図」）
福島時代

内掘沿いに道が描かれるとともに、この道の東西両端から北側へ外掘まで直

線的に伸び、さらに北側の外掘の沿ってM字状になる道を描く。この中に11の

屋敷割を描き、うち10に記名がある。（『寛永年間広島城下図』）

『寛永年間広島城下図』とは若干形状が異なるものの、ほぼ同様の道が描かれ

る。道に囲まれた部分には「侍町」とだけ記す。（『安芸国広島城所（絵図）』）

『安芸国広島城所（絵図）』と似た形状の道が描かれ、それぞれの道に長さ等が

書き込まれている。しかし、道に囲まれた部分には書き込みがない。（『広島絵

図（元和五年御入国之砌御城下絵図』）

「松原屋敷（牙城北）ノ射的場ヲ廃シ御花畠（牙城ノ西北）ノ北ニ移ス」（『芸

備事跡考』）

「稽古屋敷を白島におこし、藩士およびその子弟に武術を受講させる。（芸藩志

拾遺物一六）」

「広島一本木鼻出火、松原・白島延焼（中略）、この火事の後、火災の城内に及

ぶことを防ぐため城濠側の歩行多門の撤去、後松原の侍屋敷の移転を行い、

馬場兼避災地を設ける（知新集三・七）」

「白島稽古屋敷を講学館と改称する（芸藩志拾遺物一六）」

「藩府白島にある講学館を廃し、月次講釈をしばらく中止する（事蹟緒鑑四六）」

『寛永年間広島城下図』と同様の道が描かれ内掘沿いの道には「表松原」と記

す。『寛永年間広島城下図』とは若干屋敷割が異なっており、特に中央部分の3

軒から4軒分が空き地とされている。「御花畠」の北に「射的場」は描かない。

（『家中屋敷割図』）

『寛永年間広島城下図』と同様の道とともにM字型の地割の中央部に新たに南

北方向の道が見られる。M字型の地割の西側の大部分は草色に彩色され「空地」

薮地」となっている。また、新たにつくられた南北の道と内掘沿いには同じ

く朱色で「稽古屋敷」を描く。「御花畠」の北に「射的場」は描かない。（天明

年間の広島城下絵図』）

「藩府後松原に火災予防のため不寝番の番所を設ける（事蹟緒鑑二七）」

「一　後松原備押場学問所北ノ明地へ所替之事」（『事蹟緒鑑広島本・江戸本』）

「一　後松原明地、山田屋江御預地、馬場ニ相成候事」（『事蹟緒鑑広島本・江

戸本』）

「一　右馬場仕様之事」（『事蹟緒鑑広島本・江戸本』）

「一　後松原明地を北之明地と唱候様被仰出候事」（事蹟緒鑑広島本・江戸本』）

「　於御国北之明地、以来松原明地与相唱并於場所弓馬稽古之義触達有之と

の事」（『事蹟緒鑑広島本・江戸本』）

『天明年間の広島城下絵図』と同様の形状の道を描く。また、内掘沿いの道の

北に「松原」と記す。「花畑」の北に「射場屋敷」を描く。（『広島城城郭内全域

図』）

表－１　遺跡関連記事年表

1625（寛永2）年～

　　　　1632（寛永9）年

1646（正保3）年

～1663（寛文3）年

1712（正徳2）年

1725（享保10）年7月13日

1729（享保14）年3月2日

1734（享保19）年12月

1743（寛保3）年10月30日

1743（寛保3）～

　　　　1754（宝暦4）年

1785（天明5）年ころ

1786（天明6）年正月24日

1789（寛政元）年8月28日

1796（寛政8）年4月10日

　　　　　　同年10月9日

1797（寛政 9）年 8月 3日

　　　　　　同年9月25日

1800（寛政12）年ころ



　「一　松原明地西之方并東之方喰違之処、大手共先頃之大風ニ吹倒候付、下地

植附有之候杉江植足し、直ニ杉垣ニ」相成、東之方も少々葭垣有之候付、葭垣仕

足置、追々ニ者杉垣根ニ可相成との事、一東之方玉土手根者葭垣ニ而者、北御門

辺より見込見苦敷ニ付、二・三間ほと者杉植付之方ニ申談との事」（『事蹟緒鑑

広島本・江戸本』）

「松原調馬場を演武場とする（芸藩志一七）」

「城北に練兵場を新設し松原講武所と称す（芸藩志三七）」

『天明年間の広島城下絵図』『広島城城郭内全域図』では屈曲するように描かれ

ていたM字形の地割りの中央を南北に通っていた道が直線的になり、道の西に

「松原講武所」、東には10の屋敷割が見える。また、外掘沿いの道が描かれない。

（『御家中屋敷絵図重宝記』）

「……松原講武所に於いて軍隊諸職員及び兵卒に英式教練を伝習せしめか之か入学

諸規則を定む……」（『芸藩志』）

「……英教師は専ら練兵に従事せしむる事と為り、依て其居所も松原講武所内

なる矢倉を修繕して其居室と為し之れに移住せしむ」（『芸藩志』）

『御家中屋敷絵図重宝記』と同様に、M字形の地割りの中に「松原講武所」と

10の屋敷割を描く。また、外掘沿いの道が描かれない。（『家中屋敷割図』）

「軍備（各職員を附したる正式編制の軍隊）は松原講武所に於いて又普通藩士の

練兵及び剣槍術の修行は東講武所に於いて執行する事に改め……」（『芸藩志』）

「天長節に当たるので、午前八時松原講武所天軍艦豊安号において祝砲を発する

（広島市史四）」

「第一小区内地名改正之事……後松原同（北町・・筆者注）二番丁内白島同三

番丁……」（『広島新聞』第二号）

「広島城内に練兵場を設ける」（『新修広島市史』年表）

「……広島鎮台所轄旧北練兵場内へ射的場ヲ設ケ頃日射的相始メ候付テハ

……」（「県甲第百七十五号」『広島新聞』第一七七号）

「白島町工兵兵営が完成し、工兵第五大隊が移転する」（新修広島市史』年表）

「基町の広島陸軍地方幼年学校が開校する（植木新之助日記）」

「基町の砲兵第三方面広島署を廃止し、そのあとに広島陸軍兵器支厰をおく

（植木新之助日記）」

「基町に広島陸軍幼年学校が復活開校する」（『新修広島市史』年表）

「市立中学校が基町陸軍幼年学校跡に校舎を新築して移転」（『新修広島市史』

年表）

「基町……高等学校創立」（『新修広島市史』年表）

1804（文化元）年10月24日

1862（文久2）年9月
1864（元治元）年9月25日
1864（元治元）年ころ

1868（明治2）年10月10日

1869（明治2）年ころ

1870（明治3）年1月10日

1871（明治4）年9月22日

1872（明治5）年4月

1875（明治8）年6月
1878（明治11）年12月13日

1889（明治22）年3月

1897（明治30）年9月1日

　　　　　　同年9月15日

1936（昭和11）年4月1日

1947（昭和22）年9月

1949（昭和24）年4月1日

注）注）注）注）注）絵図等については広島市立中央図書館編の『広島城下町絵図集成』1990，『新修広島市史』の付図を参照している。史料
　については特に記述がないものはいずれも広島市教育委員会『史跡広島城跡史料集成』第１巻，1989，あるいは『新修広
　島市史』の年表から引用している。



Ⅲ　遺Ⅲ　遺Ⅲ　遺Ⅲ　遺Ⅲ　遺     構構構構構     ととととと     遺遺遺遺遺     物物物物物
１．１．１．１．１．遺跡の概要遺跡の概要遺跡の概要遺跡の概要遺跡の概要

　本遺跡は広島城のいわゆる搦手，本丸とは内堀を隔てた北側，通称北の廓に位置する。本遺跡の

さらに北側には外堀があり，ちょうど内堀と外堀にはさまれた地点になる。搦手とはいえ広島城天

守閣は本丸の一番奥まった北西隅に建てられているため本遺跡と天守閣はわずか１５０ｍしか離れて

いない。調査時には本遺跡は広島市立基町高等学校のグラウンド内にあたり，日々高校生たちが活

動していた正にその足元であった。今回，校舎の改築に伴い東西48ｍ，南北25ｍの約1,200㎡の範囲

の発掘調査を行った。

　調査にあたっては，まずグランドの整地層約１ｍを重機によって剥いだ。その後，調査区の南端

と東端に重機によって深さ約３０㎝～１ｍのトレンチを掘った。そのため，調査区の南端・東端では

遺構が検出できていない。こうして土層を確認した後，大きく２層に分けて埋土を下げていった。

　戦後すぐに学校のグランドになったということもあって地下埋設物等による撹乱も少なく，遺構

の遺存状況は概ね良好であった。しかし，多い所で３つの遺構が上下層に重なっており，後につく

られた遺構が下層の遺構を破壊しているものも多かった。しかしながら，広島の市街にもこれほど

しっかりと近世・近代の遺構が残っていることを明らかにするには十分であったと思われる。

　遺構は土坑56基，溝状遺構13本，建物跡4軒，井戸3基，その他の遺構11が確認された。遺構番

号は基本的に東側から順につけており，時期の前後などは考慮していない。また，調査時の呼称を

そのまま使用しているため，その性格に若干の混乱がある。遺物は陶磁器・土器・瓦類を中心に金

属製品，石製品，銭貨などが出土している。遺物は各遺構ごとに述べている。

２．２．２．２．２．遺構と遺物遺構と遺物遺構と遺物遺構と遺物遺構と遺物

（（（（（11111）））））土坑土坑土坑土坑土坑
・・・・・ＳＫ１ＳＫ１ＳＫ１ＳＫ１ＳＫ１（（（（（第第第第第４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南東隅部に位置する。西側でＳＤ３と切り合っている。切り合い関係から本土

坑が後につくられた。本土はさらに調査区南へ続いているが，確認部分の形状及び規模は上端が南

北辺610㎝，東西辺190㎝の長方形で，底部も南北辺550ｃｍ，東西辺150ｃｍの長方形である。底部は平

らで深さは全体的に155㎝である。

　本土坑の埋土上東端には５か所の集石部が約120ｃｍ間隔で一列に並んでみられた。集石は一部ばら

けていたもののそれぞれに一部重なり合いながら掘り方が確認された。すなわち，一旦布掘り状に

掘り方を掘ったのち土を埋めもどし，さらに土坑の東端一列に5か所の壷掘りをし，そこに石を埋

めていったものと考えられる。その性格については明確でないが，５か所の集石は柱を支える基礎

とも考えられ，このように近い間隔で一列に柱が並ぶ構造物としては塀や柵のようなものが想定で



きる。ＳＤ２と12㎝と近接しており，なおかつこれと平行していることから溝と敷地の境界のこう

した施設の基礎であった可能性があるが，類例の確認ができなかったため本報告書では土坑のひと

つとして扱った。

　本土坑内からは200点ほどの陶磁器，焼締めと土師質瓦質土器60点ほど，瓦十数点が出土した。基

礎工事の土坑の埋めもどしの際に混入したものと思われる。出土陶磁器は明末の景徳鎮の青花から

幕末の瀬戸・美濃の端反碗まであるが，明治以降の遺物は含んでおらず本土坑は幕末から明治初め

頃に埋め戻された可能性が高い。

・・・・・ＳＫ２ＳＫ２ＳＫ２ＳＫ２ＳＫ２（（（（（第第第第第５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北東部に位置する。北側でＳＫ３，ＳＫ４と，南側でＳＸ３－Ｐ３と切り合っ

ている。切り合い関係よりＳＫ４→ＳＫ３→ＳＫ２の順である。また，ＳＸ３－Ｐ３とは本土坑が

先行する。

　本土坑の形状及び規模は南側でＳＸ３－Ｐ３と切り合っているため明確でないが，元々は上端は

径80㎝の円形，底部も径70㎝の円形であったと思われる。深さは6㎝ほどである。本土坑のみなら

ずＳＸ３－Ｐ３からも多くの遺物が出土したが，これは本土坑の遺物が再投棄されたものと考えら

れる。そこで両者の遺物はすべて本土坑の遺物として扱う。本土坑内からは磁器31点，陶器36点，

焼締め２点，土師質瓦質土器四十数点，瓦４点が出土した。小土坑であるが遺物はぴっしりとつま

っておりゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄されたものである可能性が高い。生産年代のわかる出

土陶磁器のうち最も新しいものは1820年～60年の端反碗である。したがって本土坑もその頃のもの

である可能性がある。

・・・・・ＳＫ３ＳＫ３ＳＫ３ＳＫ３ＳＫ３（（（（（第第第第第５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北東部に位置する。西側でＳＫ２，ＳＫ４と切り合っている。本土坑の形状及

び規模は上端が長径110㎝，短径75㎝の長円形，底部も長径95ｃｍ，短径60ｃｍの長円形で，底部は平ら

で深さは10㎝ほどである。

　本土坑内からは磁器１点，陶器１点，土師質瓦質土器１点の計３点しか出土しておらず，その性

格も明確でないが，ゴミ穴の可能性がある。

．．．．．ＳＫ４ＳＫ４ＳＫ４ＳＫ４ＳＫ４（（（（（第第第第第５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北東部に位置する。南側でＳＫ２，ＳＫ３と切り合っている。形状及び規模は

上端は隅丸長方形で南北辺280ｃｍ，東西辺100ｃｍ，底部も南北辺250㎝，東西辺80ｃｍの隅丸長方形であ

る。底部は全体的に平らで深さは30㎝である。本土坑は形状が明瞭であり，形状を意識して掘り込

まれたようにも思われる。規模，形状はＳＫ39，ＳＫ41等に類似している。ゴミ穴としては出土遺

物の数も少なく他の何らかの施設であった可能性も考えられる。

　本土坑からは磁器5点，陶器4点，土師質瓦質土器7点，瓦3点が出土したのみである。陶磁器



は1点を除いて細片ぱかりであり，磁器のうち最も新しいものは18世紀代のものである。土師質瓦

質土器は1点が皿なのを除いて残りはおそらくすべて同一個体の内耳土器であると思われる。口縁

部が強く外反するタイプである。遺物の量が少ないため明確ではないが，18世紀代の遺構である可

能性がある。

・・・・・ＳＫ５ＳＫ５ＳＫ５ＳＫ５ＳＫ５（（（（（第第第第第６６６６６図図図図図）））））

　本土坑は調査区のほぼ中央部に位置する。形状及び規模は上端が長径140㎝，短径95㎝の不整形な

卵形，底部も長径125㎝，短径75㎝の不整形な卵形である。深さは中央部でもっとも深く38㎝である。

　本土坑内からは磁器2点，陶器4点，土師質瓦質土器3点，瓦8点が出土した。規模も小さく形

状もあまり明瞭でなく遺物の出土もたいへん少なかったためその性格についてははっきりしない。

なお生産年代のわかる出土陶磁器は表11のとおりである。

・・・・・ＳＫ６ＳＫ６ＳＫ６ＳＫ６ＳＫ６（（（（（第第第第第３３３３３１１１１１図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや東よりに位置する。南側でＳＤ6と切り合っており，ＳＤ7，ＳＤ

8の上層にある。切り合い関係より本土坑はＳＤ6よりも後につくられた。形状及び規模は上端は

南西角のない不整形な隅丸方形で，底部は北辺90㎝，南辺60ｃｍの台形である。深さは中央部でもっ

とも深く78㎝である。

　土坑内の埋め土の上部には，拳大から人頭大の割り石が詰まっており，ほぼ中央部にそれらの石

に抑えられるように径10㎝程度の木が立てられていた。さらにその下には丸釘や木片等を含んだ撹

乱土が詰まっており，底部付近にはほぼ中央部に南北方向に向いて幅10ｃｍほどの材木が埋められて

いた。材木の腐食が著しくその形状や規模は明確にしえず，したがってこれらの性格についてもよ

くわからなかった。何らかの施設であった可能性も残るが，ゴミ穴に投棄されたものと判断した。

　本土坑内からは陶磁器，土師質瓦質土器類が100点余り出土した。そのうち最も新しいものは近代

の型紙刷りの磁器であった。しかし，本土坑に先行するＳＤ6からは銅版印刷の遺物が出土してお

り，瀬戸では銅版印刷が始まるのが1888（明治20）年とされている。ことから，本土坑もこの頃埋

め戻された可能性がある。なお，本土坑は明らかにＳＤ6の埋め土を切っており，ＳＤ6の遺物が

混入している可能性がある。

・・・・・ＳＫ７ＳＫ７ＳＫ７ＳＫ７ＳＫ７（（（（（第第第第第６６６６６図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや東よりに位置する。南側でＳＤ8と切り合っており，切り合い関係

より本土坑はＳＤ8よりも後につくられた。ＳＤ8と切り合っているためもともとの形状及び規模

は明確でないが，現状では上端は一辺が140㎝ほどの菱形で底部は長辺80ｃｍ，短辺60㎝の平行四辺形

である。深さは南部でもっとも深く70ｃｍである。

　本土坑内からは磁器6点，陶器7点，焼締め3点，土師質瓦質土器2点，鉄製品10点余り，青銅

製品1点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は表12のと

（1）



おりであるが，ＳＤ8と本土坑は同じレベルの地表面から掘り込まれているため，本土坑の掘り方

は確実にＳＤ9の埋土を掘り込んでいる。そのため本土坑の遺物中に本来ＳＤ9に含まれていたも

のが混入している可能性もある。いずれにせよ先行するＳＤ8が幕末までの遺物を含んでいること

から，それより後の遺構であることは確実である。焼締め3点のうち1点は堺又は中国地方の播鉢

である。土師質瓦質土器の中には焼塩壷を1点含む。また，鉄製品は大部分は錆が著しくその品種

は明らかでないが，丸釘が含まれている。青銅製品（ＳＫ7-12）はキセルの吸い口で，古泉分類

のＶ期（１８世紀後半）である。

・・・・・ＳＫ８ＳＫ８ＳＫ８ＳＫ８ＳＫ８（（（（（第第第第第７７７７７図図図図図）））））

　本土坑は調査区のほぼ中央部に位置する。砂地に掘られていたため形状の特定が不確かであった

が，上端は径360ｃｍの円形，底部は長径310ｃｍ，短径265㎝の不整形な長円形であると思われる。深さ

は南部でやや深く80㎝である。

　本土坑内からは磁器174点，陶器151点，焼締め34点，土師質瓦質土器89点，瓦9点が出土した。

大量の遺物が出土したものの土坑の規模や出土状況からゴミ穴とは考えにくい。何らかの施設が廃

絶した後埋め戻されたものと思われるが，その性格については明らかにしえなかった。生産年代の

わかる出土陶磁器は表13のとおりである。ＳＫ8-99～103は近代のものであるが，100を除いてい

ずれも型紙刷りや銅版印刷等ではなく工業用コバルトで文様を手描きしたものであり比較的初期の

ものと言える。あとは幕末までにおさまる。したがって本土坑も明治初期に埋め戻された可能性が

高い。陶磁器については合計で325点もの出土があったが，その生産年代は近世全般にわたっている。

磁器は生産年代のわかる103点のうち輸入物は16世紀末から17世紀初めの景徳鎮窯の2点及び18世

紀後半から19世紀初めの徳化窯のものが1点である。特にＳＫ8-64は広島城では初めての徳化窯

の遺物であり，近世中頃の青花の出土としても珍しい。103点のうちの器種が特定できる近世の遺物

は95点であるが，このうち碗は40点，碗蓋が3点，皿が16点（手塩皿を除く），小坏が4点，鉢が5

点，瓶が13点である。瓶の割合が他の遺構に比べて多いのが目だつ。陶器は18世紀以降の関西系の

遺物が目立ち，近世前半に大部分を占める肥前産では刷毛目装飾を施したものが目立っている。焼

締めについては，34点のうち擂鉢が13点あり，その内訳は備前4点，堺7点，明石1点，中国地方

又は備前が1点である。備前はいずれも17世紀のものであり，堺は18・19世紀のものであることか

ら，18世紀になって備前擂鉢の流入が減少していることは明白である。ただし，擂鉢以外の備前系

の遺物は壷等を中心に8点見られ，備前が18世紀以降擂鉢の生産を減らし，他の器種の生産へ移行

していったことが考えられる。

・・・・・ＳＫ９ＳＫ９ＳＫ９ＳＫ９ＳＫ９（（（（（第第第第第９９９９９図図図図図）））））

　本土坑は調査区のほぼ中央部の北よりに位置する。南側でＳＸ４と切り合っている。切り合い関

係から本土坑が先行している。上端は長径95ｃｍ，短径70㎝の長円形，底部も長径80㎝，短径40㎝の

長円形である。底部は全体に平らで深さは25㎝である。

(2)



　本土坑内からは磁器31点，陶器32点，焼締め4点，土師質瓦質土器21点，瓦2点が出土した。出

土状況からゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄されたものである可能性が高い。生産年代のわかる

出土陶磁器は表14のとおりである。近代以降の遺物は含まれておらず幕末の端反碗までであり，し

たがって本土坑もその頃の遺構である可能性が高い。

　磁器については17世紀後半に生産されたものから幕末のものまで幅広いが，陶器についてはすべ

て近世後期の遺物であり，しかもＳＫ9-30以外はすべて関西系の土瓶・小碗である。ＳＫ9-46

は堺擂鉢，ＳＫ9-4ては土師質の焙烙鍋である。また，土師質瓦質土器には煽炉が2点見られ，細

片のため図示しえなかったが一方には①の刻印が見られる。瓦は2点のうち1点は赤瓦である。

・・・・・ＳＫ１０ＳＫ１０ＳＫ１０ＳＫ１０ＳＫ１０（（（（（第第第第第９９９９９図図図図図）））））

　本土坑は調査区北端の中央に位置する。形状及び規模は上端は長辺が55㎝，短辺が40ｃｍの台形状，

底部も長辺が40ｃｍ，短辺が30㎝の台形状で，深さは中央部で最大で10ｃｍである。南東隅部に20ｃｍ角

はどの石があり，上部が水平で据え置かれたようにも見えるが，その性格は明確でない。

　本土坑に伴う遺物は出土しなかった。

・・・・・ＳＫ１１ＳＫ１１ＳＫ１１ＳＫ１１ＳＫ１１（（（（（第第第第第９９９９９図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部の北端に位置する。形状及び規模は上端は不整形な長円形で長径が95㎝，

短径が80㎝，底部も長径が50㎝，短径が30㎝の不整形な長円形である。底部は全体に平らで深さは

22㎝である。

　本土坑内からは陶磁器11点，土師質瓦質土器3点，瓦2点が出土した。出土状況からゴミ穴と考

えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は妻15のとおりである。出土陶磁器の量が少ないため明確

でないが，近代の遺物は含まれておらず，したがって本土坑も19世紀から幕末頃のものである可能

性がある。

・・・・・ＳＫ１２ＳＫ１２ＳＫ１２ＳＫ１２ＳＫ１２（（（（（第第第第第９９９９９図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部の北端に位置する。形状及び規模は上端は長径145㎝，短径70ｃｍの長円形

で，底部も長径110㎝，短径40㎝の長円形である。底部は全体に平らで深さは35ｃｍである。

　本土坑内からは磁器45点，陶器30点，焼締め2点，土師質瓦質土器20点，瓦3点が出土した。全

体に遺物が密につまっており，ゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄されたものである可能性が高い。

生産年代のわかる出土陶磁器は表16のとおりである。ＳＫ12-32だけが近代のものであるが，型紙

刷りや銅版印刷ではなく工業用コバルトで文様を手描きしたものであり比較的初期のものと言え

る。あとは幕末までにおさまる。したがって本土坑も幕末から明治初期にかけてのものである可能

性が高い。磁器については器種のわかるもの25点のうち碗及び碗蓋が16点，圷及び小坏が4点と多

くを占めているのが目立つ。逆に皿が1点（紅皿は除く）と少ない。陶器は関西系が目立っており，

幕末における全体的な傾向と合致している。ＳＫ12-46は内耳土器で体部が内湾した後口縁部が外



反するタイプものである。

・・・・・ＳＫ１３ＳＫ１３ＳＫ１３ＳＫ１３ＳＫ１３（（（（（第第第第第８８８８８図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部の北端に位置する。西側でＳＢ4と切り合っており，切り合い関係から

本土坑が先行する。西側の一部がＳＢ4と切り合っており検出できなかったが，現状では形状及び

規模は上端で長径150ｃｍ，短径75㎝の不整形の長円形，底部も長径120㎝，短径60㎝の長円形である。

深さは西部でもっとも深く55ｃｍである。

　本土坑内からは磁器9点，陶器9点，土師質瓦質土器4点が出土した。出土状況からゴミ穴と考

えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は表17のとおりである。出土陶磁器の量が少ないため明確

でないが，18世紀代までのものといえる。したがって本土坑もその頃のものである可能性がある。

ＳＫ13-16は内耳土器で口縁部は外反せず丸くおさめる。

・・・・・ＳＫ１４ＳＫ１４ＳＫ１４ＳＫ１４ＳＫ１４（（（（（第第第第第１１１１１０００００図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりの北端に位置する。遺構全体がＳＢ4と重複しており，共伴

する遺物より本土坑の方が先行している。本土坑の形状及び規模は上端で長径180ｃｍ，短径115㎝の

長円形で，底部も長径165ｃｍ，短径100㎝の長円形である。深さは西南部でもっとも深く18㎝である。

埋め土は炭混じりであった。形状が不明瞭で，深さも近接する他の土坑群よりも浅く，規模も異な

っているため土坑にならない可能性もあるが，周辺にのみ炭があったこと，出土陶磁器が少量では

あるが生産年代が近接していることから土坑として扱った。性格については明確でない。

　本土坑内からは磁器4点，陶器3点，焼締め1点，土師質瓦質土器3点，瓦1点，石製品1点が

出土した。生産年代のわかる出土陶磁器は表18のとおりである。出土陶磁器の量が少ないため明確

でないが，17世紀の第4四半期から18世紀の初めのものといえる。したがって本土坑もその頃のも

のである可能性がある。石製品は水晶と思われ火打ち石の可能性があるが，類例が確認できなかっ

た。

・・・・・ＳＫ１５ＳＫ１５ＳＫ１５ＳＫ１５ＳＫ１５（（（（（第第第第第１１１１１０００００図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりの北端に位置する土坑群のひとつである。遺構全体がＳＢ4

と重複しており，共伴する遺物より本土坑の方が先行している。本土坑は調査区の北端にかかって

いたため完掘できていない。確認できた形状及び規模は上端で径115㎝の半円形で，底部も径100㎝

の半円形である。深さは南西部でもっとも深く42㎝である。

　本土坑内から大量の石と磁器9点，陶器18点，焼締め9点，土師質瓦質土器12点及び50点以上の

瓦が出土した。全体に石と遺物がびっしりとつまっていたことからゴミ穴と考えられ，遺物も一括

廃棄されたものである可能性が高い。生産年代のわかる出土陶磁器は表19のとおりであり，広東碗・

端反碗を含まず，1780年前後に廃棄されたものであろう。したがって本土坑もその頃のものであ乱

　出土遺物のうち磁器はすべて肥前であり，瀬戸・美濃等で磁器の生産が始まる前の様相を示して



いる。また，陶器では肥前が目立つが18世紀になると関西系も見える。二彩手（ＳＫ15-14），刷毛

目装飾（ＳＫ15-17）の皿や鉢が目立つ。また肥前の擂鉢が３個体出土している。広島城では県庁

前地点で報告されている　が，あまり出土例はない。焼締めのうち擂鉢は出土全個体数を見ると，

堺が6点，堺か中国地方と思われるものが3点であるのに対し備前は出土していない。また，その

他の焼締めでも中国地方と思われるものが5点出土しているのが目立っている。また，内耳土器の

口縁部が３点あり，いずれも強く外反するタイプのものである。

・・・・・ＳＫ１６ＳＫ１６ＳＫ１６ＳＫ１６ＳＫ１６（（（（（第第第第第１１１１１０００００図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりの北端に位置する土坑群のひとつである。遺構全体がＳＢ4

と重複しており，共伴する遺物より本土坑の方が先行している。本土坑の形状及び規模は上端は長

辺110㎝，短辺85㎝の隅丸長方形で，底部は長径80ｃｍ，短径50ｃｍの長円形である。深さは中央部でも

っとも深く60㎝である。

　本土坑内から大量の石と磁器58点，陶器63点，焼締め23点，土師質瓦質土器33点，石製品1点及

び50点以上の瓦が出土した。全体に石と遺物がびっしりとつまっておりゴミ穴と考えられ，遺物も

一括廃棄されたものである可能性が高い。生産年代のわかる出土陶磁器は表20のとおりであり，1800

年前後に廃棄されたものであろう。したがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうちＳＫ16-1は青花であるが，それ以外の磁器はすべて肥前であり，瀬戸・美濃等

で磁器の生産が始まる前の様相を示している。また，陶器では肥前が目立つが18世紀になると関西

系のものが目立つ。三彩手や刷毛目装飾の皿や鉢が多く，磁器がつくられるようになると碗等の飲

食器類は減ってくるようである。また，擂鉢の出土状況をみるとＳＫ16-54～57が堺，ＳＫ16-58

が備前である。出土した全個体数をみると堺が7点，備前が7点と拮抗している。

・・・・・ＳＫ１７ＳＫ１７ＳＫ１７ＳＫ１７ＳＫ１７（（（（（第第第第第１１１１１１１１１１図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりの北端に位置する土坑群のひとつである。遺構全体がＳＢ4

と重複しており，共伴する遺物より本土坑の方が先行している。本土坑の形状及び規模は上端は長

径170ｃｍ，短径120㎝の長円形で，底部も長径120㎝，短径90ｃｍの長円形である。深さは中央部でもっ

とも深く45ｃｍである。

　本土坑内から大量の石と磁器55点，陶器53点，焼締め23点，土師質瓦質土器22点及び70点以上の

瓦が出土した。全体に石と遺物がびっしりとつまっておりゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄され

たものである可能性が高い。生産年代のわかる出土陶磁器は妻21のとおりであり，広東碗・端反碗

を含まず，1780年前後に廃棄されたものであろう。したがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうちＳ　Ｋ17-1，2は青花であるが，それ以外の磁器はすべて肥前であり，瀬戸・美

濃等で磁器の生産が始まる前の様相を示している。また，陶器では肥前が目立つが18世紀になると

関西系のものが目立つ。三彩手や刷毛目装飾のものが多く，17世紀後半から18世紀前半にかけての

陶器の生産地での状況が反映されているように思われる。また，播鉢の出土状況をみるとＳ　Ｋ17-

(3)



79が堺，ＳＫ17-78が備前，ＳＫ17-76，77が中国地方である。出土した全破片数をみると堺が10

点，備前が6点，中国地方が2点，丹波が1点と，堺が半分を占めている。

・・・・・ＳＫ１８ＳＫ１８ＳＫ１８ＳＫ１８ＳＫ１８（（（（（第第第第第１１１１１１１１１１図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりの北端に位置する土坑群のひとつである。遺構全体がＳＢ4

と重複しており，共伴する遺物より本土坑の方が先行している。本土坑の形状及び規模は上端は長

辺100㎝，短辺70㎝の隅丸長方形，底部も長辺85ｃｍ，短辺55㎝の隅丸長方形である。深さは南西部で

もっとも深く36㎝である。

　本土坑内から拳大から人頭大の大量の石と磁器23点，陶器20点，焼締め11点，土師質瓦質土器12

点，瓦4点以上及び石製品1点が出土した。全体に石と遺物がびっしりとつまっていたことからゴ

ミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄されたものである可能性が高い。生産年代のわかる出土陶磁器は

表22のとおりであり，広東碗・端反碗を含まず，1780年前後に廃棄されたものであろう。したがっ

て本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうち磁器はすべて肥前であり，瀬戸・美濃等で磁器の生産が始まる前の様相を示して

いる。ＳＫ18-24は土灰箱の袋物で，肥前か朝鮮である。朝鮮であれば15～16世紀のものの可能性

カミある。また，焼締め10点のうち播鉢が7点あり，備前が2点，堺が2点，備前から中国地方と思

われるものが3点ある。ただし備前はいずれも16世紀末から17世紀前半につくられたものである。

石製品は砥石の破片である。

・・・・・ＳＫ１９ＳＫ１９ＳＫ１９ＳＫ１９ＳＫ１９（（（（（第第第第第１１１１１１１１１１図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりの北端に位置する土坑群のひとつである。遺構全体がＳＢ4

と重複しており，共伴する遺物より本土坑の方が先行している。また，西側でＳＫ20と切り合って

おり，切り合い関係より本土坑が後からつくられている。なお，本土坑は調査区の北端にかかって

いたため完掘できていない。確認できた形状及び規模は上端で長辺125㎝，短辺120㎝の隅丸長方形，

底部は一辺95㎝の隅丸方形である。深さは北部でもっとも深く48㎝である。

　本土坑内から拳大から人頭大の大量の石と磁器73点，陶器57点，焼締め25点，土師質瓦質土器35

点，銭貨1点，硯1点及び100点以上の瓦が出土した。全体に石と遺物がびっしりとつまっていたこ

とからゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄されたものである可能性が高い。生産年代のわかる出土

陶磁器は表23のとおりである。ＳＫ19-73が唯一19世紀代の生産であるが，19世紀になって生産の

始まったと考えられる瀬戸・美濃系，関西系の磁器が全くみられないことから，19世紀初め頃に廃

棄されたものである可能性が高い。したがって，本土坑もこの頃のものである。

　出土遺物のうち磁器は前述のようにＳ　Ｋ19-1が潭州窯の色絵火皿であるが，それ以外の磁器は

すべて肥前であり，瀬戸・美濃等で磁器の生産が始まる前の様相を示している。特に18世紀代のも

のに遺物が集中しているのが目立つ。また，陶器は１８世紀になると関西系がシェアを伸ばしてくる

という点では他の同時期の遺構と変わりないが，生産地が比較的バラエティーに富んでいる。ＳＫ



19-74の貝目積み痕の残る灰箱の皿は山口辺りで生産された可能性もある。近世初頭には珍しい。

また，瀬戸・美濃系がＳＫ19-89の腰錆碗他7点，中国地方系5点と目立っている。さらにその他

の産地として信楽系が4点含まれている。広島城遺跡では信楽については17世紀の前半頃焼締めが

若干混じる程度で陶器の出土はまれである。また，肥前の壷・親類も多く出土しており，これも注

目される。焼締めの擂鉢については堺が2点，中国地方が6点，そのいずれかと思われるものがＳ

Ｋ19-110を含め２点で中国地方系が多い。備前については表面に赤泥を塗ったものが3点，焼締め

が7点出土しているものの，いずれも播鉢ではない。土師質瓦質土器については内耳土器が7点で

そのうち5点が口縁部で，大きく外反するもの3点，短く外反するもの，外反しないものがそれぞ

れ1点すっであった。短く外反するもの以外は内耳が確認できないが，短く外反するものについて

はきれいに穿孔されている。銭貨は寛永通宝である。（ＳＫ19-111）

・・・・・ＳＫ２０ＳＫ２０ＳＫ２０ＳＫ２０ＳＫ２０（（（（（第第第第第１１１１１１１１１１図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりの北端に位置する土坑群のひとつである。遺構全体がＳＢ4

と重複しており，共伴する遺物より本土坑の方が先行している。また，東側でＳＫ19と切り合って

おり，切り合い関係より本土坑が先行している。ＳＫ19と東側で切り合っているため西側部分しか

遺存していないが，遺存部分の形状及び規模は上端は一辺50ｃｍほどの隅丸方形，底部は長辺30ｃｍ，

短辺20㎝の隅丸長方形である。深さは東部でもっとも深く10㎝である。

　本土坑内からは磁器5点，陶器1点，焼締め1点，土師質瓦質土器2点，瓦1点が出土した。出

土状況からゴミ穴と考えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は表24のとおりである。遺物の数が

少ないので明確にしがたいが，一応18世紀の前半までにおさまる遺物のみであり，本土坑もその頃

のものである可能性が大きい。また切り合い関係から本土坑よりもあとにつくられたと思われるＳ

Ｋ19から出土した遺物が前述のように19世紀初頭までのものであるから，遺物からみても前後関係

は間違いなかろう。土師質瓦質土器のうち内耳土器の口縁部が1点あり，強く外反するタイプのも

のである。

・・・・・ＳＫ２１ＳＫ２１ＳＫ２１ＳＫ２１ＳＫ２１（（（（（第第第第第１１１１１２２２２２図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりに位置する小土坑である。形状及び規模は上端が径30㎝の不

整形な円形，底部は長径12ｃｍ，短径6㎝の長円形である。深さは南部でもっとも深く約10ｃｍである日

　本土坑内からは磁器9点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄されたも

のである可能性が高い。9点のうち8点は近代以降の遺物でうち7点は型紙刷りである。したがっ

て本土坑も明治以降の遺構である。ＳＫ21-2は型紙刷りの皿で，同種のものが他に3点ある。Ｓ

Ｋ21-3，4もいずれも型紙刷りの碗であるが，外面の文様が異なっている。

・・・・・ＳＫ２２ＳＫ２２ＳＫ２２ＳＫ２２ＳＫ２２（（（（（第第第第第１１１１１２２２２２図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部西よりに位置する。南側でＳＤ10と切り合っている。切り合い関係から



本土坑が先行する。南側でＳＤ10と切り合っているが，現状では上端は隅丸二等辺三角形で長さ340

㎝，幅120㎝，底部は長径35㎝，短径20㎝の長円形である。深さは中央部でもっとも深く90㎝である。

幅に対して深さが他の土坑に比べて深く，本遺跡の中でも特異な形状といってよい。

　本土坑内からは磁器39点，陶器41点，焼締め6点，土師質瓦質土器64点，瓦1点，土人形4点が

出土した。出土状況からゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄された串のである可能性が高い。生産

年代のわかる出土陶磁器は表25のとおりであり，1800年頃までにおさまる可能性が大きい。したが

って本土坑もその頃のものであろう。

　出土遺物のうち磁器はすべて伊万里であり，瀬戸・美濃等で磁器が生産される以前の様相を示し

ている。また，陶器では関西系が圧倒的に多く碗・鍋・土瓶が目立つ。焼締めのうち５点が播鉢で

うち4点が備前である。ＳＫ22-70のみが堺であるが備前はいずれも17世紀代のものであり，必ず

しも廃棄当時の流通を反映してはいまい。土師質瓦質土器のうち皿は23点あるが，うち図示しえた

10点を含めて次項で詳述する。内耳土器は29点あったがその肉そのまま立ち上がり丸くおさめるタ

イプの口縁部がＳＫ22-81，82の2点をはじめ計6点，口縁部が強く外反するタイプののものは7

点あった。ＳＫ22-82には内耳部分に花状の刻印が見られる。前者は色調が白っばく胎土が粗く瓦

質的で，後者は色調が黒っばく胎土は比較的細かく土師質的である。また，チリトリの柄状のもの

が1点あったがこれは胎土は前者と同じでＳＫ22-82と類似した刻印がみられた。その他の土師質

瓦質土器は煽炉が9点，不明が2点ある。焜炉についてはおそらく3個体分ある。

・・・・・ＳＫ２３ＳＫ２３ＳＫ２３ＳＫ２３ＳＫ２３（（（（（第第第第第１１１１１３３３３３図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北西隅部に位置する。西側でＳＤ10と切り合っており，切り合い関係より本土

坑が先行している。西側はＳＤ10と切り合っているため遺存していないが，もともとの形状及び規

模は上端が長径155㎝，短径110㎝程度の長円形，底部も長径145㎝，短径100ｃｍ程度の長円形であっ

たと思われ，底部は全体に平らで深さは25㎝である。

　本土坑内からは磁器9点，陶器4点，焼締め1点，土師質瓦質土器17点，瓦7点，青銅製品2点，

銭貨2点，碁石1点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えらる。遺物の数が少ないので明確にし

がたいが生産年代のわかる出土陶磁器は表26のとおりであり，19世紀前半から幕末の頃に廃棄され

たものであろう。したがって本土坑もその頃のものであろう。

　遺物の数は少ないものの青銅製品や銭貨，碁石などが出土している。ＳＫ23-13は轡で径1.5㎜の

青銅製で一方に耳掻き状のヘラが付き，もう一方は二股に分かれる。分かれる部分には径1.1㎝，厚

さ2ｍのドーナツ状の円盤が付く。ＳＫ23-14は同じく青銅製で径1.1㎝，厚さ0.5㎜ほどの頭があ

り，本体は六角形に成形されている。鋲のようなものと思われる。ＳＫ23-15，16はいずれも寛永

通費であり，いわゆる新寛永の３期の銅一文銭で1677～1747年父は1756～1781年に鋳造されたもの

である　。偶然入り込んだものか，廃棄されたものか，意図的に埋められたものか明確でない。Ｓ

Ｋ２３－１７は黒の碁石である。

（4）



・・・・・ＳＫ２４ＳＫ２４ＳＫ２４ＳＫ２４ＳＫ２４（（（（（第第第第第１１１１１４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西部に位置する。東側はＳＤ10と切り合っており，切り合い関係より本土坑

が先行している。東側はＳＤ10と切り合っているため遺存していないが，現状の形状と規模は上端

が北辺45㎝，南辺85㎝の台形，底部は北辺45㎝，南辺60㎝の台形である。深さは東部でもっとも深

く25ｃｍである。

　本土坑内からは磁器6点，陶器5点，土師質瓦質土器2点が出土した。出土状況からゴミ穴と考

えられる。遺物の数が少ないので明確にしがたいが生産年代のわかる出土陶磁器は表27のとおりで

あり，18世紀後半に廃棄されたものであろう。したがって本土坑もその頃のものであろう。

・・・・・ＳＫ２５ＳＫ２５ＳＫ２５ＳＫ２５ＳＫ２５（（（（（第第第第第２２２２２２２２２２図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西端中央部に位置する。北側でＳＫ47と，南側でＳＫ46とそれぞれ切り合って

おり，ＳＫ44，ＳＸ10の下層にある。切り合い関係は明瞭でなかったが，出土遺物より本土坑がＳ

Ｋ46，ＳＫ47より先行する。形状及び規模は上端は北辺70㎝，南辺140ｃｍの不整形な台形で，底部は

不整形である。底部は全体に平らで深さは30ｃｍほどである。

　本土坑内からは磁器86点，陶器57点，焼締め14点，土師質瓦質土器百点余り，瓦10点，土人形4

点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄されたものである可能性が高い。

磁器のうち最も新しいものでも18世紀代に入る明確なものがなく，17世紀末頃までにおさまると思

われる。したがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物の磁器のうちＳＫ25-1は有田・南川原地区で焼成された上質の鉢である。陶器では兵器

手を含んだ京焼風の碗が9点ある。土師質瓦質土器123点のうち皿は58点で，そのうち図示しえた14

点については次項で詳述する。内耳土器の口縁部は14点あり，強く外反するものが11点，短く外反

するものが2点，外反しないものが2点あった。

・・・・・ＳＫ２６ＳＫ２６ＳＫ２６ＳＫ２６ＳＫ２６（（（（（第第第第第１１１１１５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部西よりに位置する。東側でＳＤ10と，西側でＳＫ28と切り

合っており，

ＳＫ27の下層にある。切り合い関係からＳＫ28→ＳＫ26→ＳＫ27→ＳＤ10の順である。本土坑はい

くつものゴミ穴が重複して形成されたものであり，それぞれの形状の特定が困難であったためＳＫ

26として一括した。そのため全体としての形状は不整形であり，１つの遺構を示しているものでは

ないが，全体としては長さ490㎝，最大幅310㎝で，底部は北部で一段深くなっており，深さは90㎝

である。

　本土坑内からは数百点にのぼる大量の陶磁器・土器類が出土した。前述のように出土状況からい

くつものゴミ穴が重複しているものと考えられる。遺物のうち最も新しいものでも幕末までにおさ

まることからその頃まではゴミ穴として繰り返し掘り返されたものであろう。



・・・・・ＳＫ２７ＳＫ２７ＳＫ２７ＳＫ２７ＳＫ２７（（（（（第第第第第１１１１１５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりに位置する。ＳＫ26，ＳＫ28の上層に位置し，したがって本

土坑がＳＫ26，ＳＫ28の後につくられている。形状及び規模は上端は径115ｃｍの円形，底部は長径105

㎝，短径85ｃｍの不整形な長円形である。底部は不規則な凹凸があり，最も深いところで25㎝である。

　本土坑内からは磁器5点，土師質瓦質土器5点，瓦1点が出土した。出土状況からゴミ穴と考え

られる。遺物の量がすくないため明確にしがたいが，生産年代のわかる出土陶磁器は表28のとおり

である。しかし，先行しているＳＫ26から幕末の遺物も出土しており，本土坑もその頃のものであ

る可能性がある。

・・・・・ＳＫ２８ＳＫ２８ＳＫ２８ＳＫ２８ＳＫ２８（（（（（第第第第第１１１１１５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部やや面よりに位置する。東側でＳＫ26と切り合っており，ＳＫ27の下層

にある。切り合い関係は明瞭でなかったが，出土遺物よりＳＫ26より本土坑が先行すると思われる。

本土坑の形状及び規模は上端は不整形なＬ字形で，東西が190㎝，南北で150㎝である。底部は東西

が180㎝，南北で150㎝である。深さは最大で40㎝である。

　本土坑内からは磁器8点，陶器1点，焼締め1点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられる。

遺物の量がすくないため明確にしがたいが，生産年代のわかる出土陶磁器は表29のとおりであり，

18世紀前半におさまっていることからこの頃投棄された可能性があり，本土坑もその頃のものであ

る可能性がある。

・・・・・ＳＫ２９ＳＫ２９ＳＫ２９ＳＫ２９ＳＫ２９（（（（（第第第第第１１１１１４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西部に位置する。形状及び規模は上端は西辺が70ｃｍ，東辺が140㎝の不整形な

台形で，底部も西辺が55㎝，東辺が125㎝の不整形な台形である。深さは南部で最大13㎝である。遺

物の量も少なく，形も不整形で何らかの施設とは考えにくいことからゴミ穴と思われる。

　本土坑内からは磁器3点，陶器4点，土師質瓦質土器4点が出土した。遺物の数は少ないが，生

産年代のわかる出土陶磁器は表30のとおりであり，18世紀の前半までに埋められたものと思われる。

したがって本土坑もその頃のものと思われる。

・・・・・ＳＫ３０ＳＫ３０ＳＫ３０ＳＫ３０ＳＫ３０（（（（（第第第第第１１１１１４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西部に位置する。形状及び規模は上端は径62㎝，底部は径54㎝の円形である。

深さは全体に22㎝である。周辺は粘土質であったがこれを給麗な円柱形にくり抜いたような形状で

あり，本遺跡から出土した50以上の土坑の中でも極めて特異な形状であった。

　本土坑内からは磁器6点，陶器9点，焼締め1点，土師質瓦質土器19点が出土した。遺物の数は

少ないが，生産年代のわかる出土陶磁器は表31のとおりであり，18世紀初めおそくとも前半に埋め

られたものと思われる。

　出土土師質瓦質土器19点のうち18点は土師質の皿である。残りの1点はＳＫ30-15の内耳土器で



ある。内耳には焼成前の上から下へのしっかりとした穿孔がある。18点の土師質の皿のうち図示し

えた13点については次項で詳述する。

・・・・・ＳＫ３１ＳＫ３１ＳＫ３１ＳＫ３１ＳＫ３１（（（（（第第第第第１１１１１４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西部に位置する。形状及び規模は上端は1辺27㎝の不整形な正方形，底部も

一辺20㎝の不整形な正方形である。深さは中央部でもっとも深く16㎝である。底部中央に1辺が12

㎝ほど石があるが，置かれたものかどうかは明確でない。

　本土坑内に伴う遺物は出土しなかった。

・・・・・ＳＫ３２ＳＫ３２ＳＫ３２ＳＫ３２ＳＫ３２（（（（（第第第第第１１１１１４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西部に位置する。ＳＸ10の下層にある。漆喰土坑であり上辺は遺存していな

いが，現状での形状及び規模は上端は径58㎝の円形，底部も径50㎝の円形である。底部は平らで深

さは30㎝が遺存する。ＳＫ33も漆喰土坑であり，位置的にも隣接していることから本土坑とセット

であると思われる。便檜のようなものとも想像されたため埋土の寄生虫卵分析及び珪藻分析を行っ

たが，鞭虫卵が1個検出されたのみで，好清水性種の珪藻が検出された。そのため貯水のための施

設等の可能性もある。

　本土坑内からは遺物は出土しなかった。

・・・・・ＳＫ３３ＳＫ３３ＳＫ３３ＳＫ３３ＳＫ３３（（（（（第第第第第１１１１１４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西部に位置する。ＳＸ10の下層にある。漆喰土坑であり上辺は遺存していな

いが，現状での形状及び規模は上端が一辺が70ｃｍの正方形である。底部も一辺が60㎝の正方形であ

る。底部は平らで深さは35㎝が遺存する。

　本土坑内からは磁器2点，瓦1点が出土した。出土遺物が少ないため埋め戻された時期について

は明確でない。

・・・・・ＳＫ３４ＳＫ３４ＳＫ３４ＳＫ３４ＳＫ３４（（（（（第第第第第１１１１１６６６６６図図図図図）））））

　本土坑は調査区の面よりに位置する。南西側でＳＸ8と切り合っており，ＳＸ10の下層にある。

切り合い関係から本遺構がＳＸ8より後につくられている。周囲に長さ20ｃｍ程度の石を縦長に9個

配し，全体はわからなかったが底部にも石を置いている。ＳＸ8と切り合っている部分にも同様に

石が配されていたことから，もともとの形状及び規模は上端は径100㎝の円形，底部も径70ｃｍの円形

であったと思われる。底部はほぼ平らで深さは20～25㎝である。

　本土坑内からは磁器10点，陶器4点，焼締め5点，土師質瓦質土器11点，瓦10点が出土した。遺

構の状況から何らかの施設であったと思われるが性格については明らかでない。生産年代のわかる

出土陶磁器は表32のとおりである。遺物の数が少ないので明確にしがたいが，18世紀末から19世紀

のものと思われるＳＫ34-14の土癌の蓋が最も新しい遺物で，この頃に埋め戻された可能性が高い。



ＳＫ34-15の擂鉢は，見込み部分の擂り目を中央部を丸く残すように外へ向かって引いており，そ

の特徴から明石である。他の３点の擂鉢はいずれも中国地方のものである。

・・・・・ＳＫ３５ＳＫ３５ＳＫ３５ＳＫ３５ＳＫ３５（（（（（第第第第第１１１１１７７７７７図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西部に位置する。北側でＳＥ２と切り合っており，ＳＸ10の下層にある。切り

合い関係より本土坑がＳＥ2に先行する。遺存部分の形状及び規模は上端は長径120㎝，短径60㎝の

半長円形，底部も長径90ｃｍ，短径40ｃｍの長円形である。底部は全体的に平らで深さは15㎝

である。

　本土坑内からは磁器1点，陶器5点，焼締め2点，土師質瓦質土器1点，瓦2点が出土した。出

土状況からゴミ穴と考えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は表33のとおりである。出土遺物の

数が少ないため明確でないが，18世紀後半までにおさまっており，本土坑もその頃のものである可

能性がある。

・・・・・ＳＫ３６ＳＫ３６ＳＫ３６ＳＫ３６ＳＫ３６（（（（（第第第第第１１１１１７７７７７図図図図図）））））

　本土坑は調査区の中央部西よりに位置する。東側でＳＥ2と，北側でＳＫ37と切り合っており，

ＳＸ10の下層にある。ＳＥ2とは切り合い関係から本土坑が先行する。またＳＫ37との切り合い関

係は明瞭でなかったが出土遺物より本土坑が先行している。東側がＳＥ2と切りあっており遺存し

ていないが，もともとの形状及び規模は上端は長円形で長径225ｃｍ，短径135㎝，底部も長径150㎝，

短径60ｃｍの長円形であったと思われる。深さは中央部でもっとも深く95㎝である。

　本土坑内からは磁器24点，陶器17点，焼締め6点，土師質瓦質土器65点，砥石1点及び瓦1点が

出土した。出土状況からゴミ穴と考えられ，遺物も一括廃棄されたものである可能性が高い。生産

年代のわかる出土陶磁器は表34のとおりであり，およそ18世紀の前半におさまるものと思われる。

したがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうちＳＫ36-1は　州窯の色絵鉢である。ＳＫ36-6は青磁の瓶で体部上半に胴部最

大径がくるものと思われ，体部全体には縦横に陰刻文がある。ＳＫ36-11の鬢盥は体部外面の上半

は雨降り文の染め付けを施し，下半は鉄漿を塗る。ＳＫ36-24は岸岳の可能性がある。ＳＫ36-34

は関西系の低火度釉の蓋物である。焼締め6点のうち3点が擂鉢でいずれも中国地方のものと思わ

れる。土師質瓦質土器65点のうち，皿が50点，内耳土器が14点，焼塩壷の蓋が1点である。皿につ

いては図示しえた13点を含めて次項で詳述する。内耳土器の14点のうち口縁部は6点でＳＫ36-50，

51を含めていずれも強く外反するタイプのものであった。

・・・・・ＳＫ３７ＳＫ３７ＳＫ３７ＳＫ３７ＳＫ３７（（（（（第第第第第１１１１１７７７７７図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西部に位置する。南側でＳＫ36と切り合っており，ＳＸ10の下層にある。切り

合い関係は明確でなかったが，出土遺物より本土坑がＳＫ36より後からつくられている。本土坑の

形状及び規模は上端は東西方向に長軸をとる長方形で長辺70㎝，短辺55㎝，底部は南北方向に長軸

をとる長辺55㎝，短辺35㎝の長方形である。深さは南部でもっとも深く55ｃｍである。



　本土坑内からは磁器3点，陶器4点，土師質瓦質土器5点が出土した。出土状況からゴミ穴と考

えられ私生産年代のわかる出土陶磁器は表35のとおりである。出土遺物の数が少ないため明確で

ないが，18世紀後半までにおさまっている。そのため本土坑もその頃のものであろう。

・・・・・ＳＫ３８ＳＫ３８ＳＫ３８ＳＫ３８ＳＫ３８（（（（（第第第第第１１１１１８８８８８図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西隅部に位置する。本土坑の形状及び規模は上端は不整形な長円形で長径125

㎝，短径80ｃｍ，底部も長径110㎝，短径60㎝の不整形な長円形である。深さは中央部でもっとも深く

38㎝である。

　本土坑に伴う遺物は出土しなかった。

・・・・・ＳＫ３９ＳＫ３９ＳＫ３９ＳＫ３９ＳＫ３９（（（（（第第第第第１１１１１８８８８８図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西隅部に位置する。本土坑の形状及び規模は上端が不整形な隅丸長方形で北

辺が125㎝，南辺が85ｃｍ，東辺が290㎝，西辺が320㎝である。底部も北辺が110㎝，南辺が45㎝，東

辺が255㎝，西辺が290㎝の不整形な隅丸長方形である。深さは中央部でもっとも深く４５ｃｍ

である。

　本土坑内からは磁器49点，陶器29点，焼締め7点，土師質瓦質土器百数十点，石製品1点，瓦10

点及ぴ青銅製品1点が出土した。出土遺物の量が多かったためゴミ穴とも考えられるが，その形状

が他のゴミ穴と異なっていることや規模が大きいことなどから，何らかの施設を埋め戻す際にゴミ

穴として利用したことも考えられる。そうであるならば，遺物も一括廃棄されたものである可能性

が高い。もともとの土坑の性格については明確でない。生産年代のわかる出土陶磁器は表36のとお

りであり，一部18世紀後半にかかるものがあるものの，18世紀前半までにおさまる可能性が高い。

したがって本土坑が廃棄され，埋め戻されたのもその頃であろう。

　出土遺物の陶器のうち腰錆，片口の口の部分を含め瀬戸・美濃のものが３点あった。土師質瓦質

土器が大量に出土したが多くは内耳土器である。口縁部25個のうち強く外反するタイプのものがＳ

Ｋ39-57を含めて21個・短く外反するタイプのものが2個，外反しないタイプのものが2個であっ

た。また，土師質瓦質の皿についてはＳＫ39-58～61が出土した。58～60については大きさは近い

が，58が薄手で体部が内湾し色調が橙褐色なのに対して，59は厚手で体部は直線的，色調も灰色で，

60は薄手で灰白色である。61は径が小さく浅いタイプである。58，59，60は口縁部にススが付着し

灯明皿として使用されたことが明らかなのに対して，61はススが付着しない。ＳＫ39-62はキセル

の吸い口である。小泉分類によればＶ期にあたるものと思われるが，Ｖ期は18世紀後半とされてい

ることから若干のずれがある。

・・・・・ＳＫ４０ＳＫ４０ＳＫ４０ＳＫ４０ＳＫ４０（（（（（第第第第第２２２２２０００００図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西隅部に位置する。ＳＫ41の上層につくられており，本土坑が後からつくら

れたものである。形状及び規模は上端は不整形な隅丸長方形で，北辺70㎝，南辺60ｃｍ，東辺95㎝，

西辺60ｃｍである。下端も不整形な隅丸長方形で，北辺60㎝，南辺50㎝，東辺80㎝，西辺50㎝である。



深さは中央部でもっとも深く25㎝である。

　土坑内からは磁器7点，陶器6点，焼締め1点，土師質瓦質土器20点余りが出土した。出土状況

からゴミ穴と考えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は表37のとおりであり，およそ1850年前後

におさまるものと思われる。したがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうちＳＫ40-14は内耳土器であり，口縁部が短く外反するタイプのものである。内耳

部分には花の刻印があり内耳と口縁部の境がわからないように平らになでる。上から下へきれいに

穿孔するが穴は下方の径が小さくなる。ＳＫ40-15は涼炉の部品である。

・・・・・ＳＫ４１ＳＫ４１ＳＫ４１ＳＫ４１ＳＫ４１（（（（（第第第第第１１１１１９９９９９図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西隅部に位置する。ＳＫ40，ＳＫ43の下層につくられており，本土坑が先行

する。形状及び規模は，上端は不整形な隅丸長方形で北辺210㎝，南辺195ｃｍ，東辺90ｃｍ，西辺70ｃｍ，

底部は長辺190㎝，短辺60㎝の隅丸長方形である。深さは北東部で最大28㎝である。

　本土坑内からは磁器13点，陶器3点，焼締め3点，土師質瓦質土器16点が出土した。出土状況か

らゴミ穴と考えられる。出土遺物が少ないため明確でないが生産年代のわかる出土陶磁器は表38の

とおりであり，18世紀前半におさまる可能性がある。したがって本土坑もその頃のものであろう。

　出土遺物のうち焼締め3点はすべて擂鉢であり，うちＳＫ41-17を含めて２点は堺である。土師

質瓦質土器のうち15点は内耳土器であるが，口縁部が４点含まれておりＳＫ41-18をはじめすべて

口縁部が短く外反するタイプである。

・・・・・ＳＫ４２ＳＫ４２ＳＫ４２ＳＫ４２ＳＫ４２（（（（（第第第第第２２２２２０００００図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西隅部に位置する。形状及び規模は上端は卵形で長径が150ｃｍ，短径が95㎝，

底部は長径が115㎝，短径が71㎝の長円形である。底部は全体に平らで深さは18㎝である。

　本土坑の内側には青灰色の粘質土と赤土の混じった土があたかも塗られたように層をなしてい

た。これは耐水性をよくするための工夫とも考えられ，何らかの水周りの施設だった可能性も考え

られた。しかし，青灰色の粘質土と赤土の混じった土の珪藻分析の結果，陸生珪藻の産出率が約70

％あり，明確にできなかった。

　本土坑からは陶磁器2点と土師質瓦質土器2点が出土したのみである。

・・・・・ＳＫ４３ＳＫ４３ＳＫ４３ＳＫ４３ＳＫ４３（（（（（第第第第第２２２２２０００００図図図図図）））））

　本土坑は調査区の南西隅部に位置する。ＳＫ41の上層にあり，本土坑があとからつくられている。

形状及び規模は上端が長径90ｃｍ，短径45㎝の長円形，底部も長径35ｃｍ，短径30㎝の長円形である。

深さは中央部でもっとも深く20㎝である。

　本土坑内からは磁器11点，陶器10点，焼締め1点，土師質瓦質土器数十点，瓦4点が出土した。

出土状況からゴミ穴と考えられる。遺物の数は少ないが生産年代のわかる出土陶磁器は表39のとお

りであり，幕末頃に廃棄されたものである可能性が高い。したがって本土坑もその頃のものであろ



う。

　出土遺物のうち陶磁器については肥前以外，特に関西系の割合が極めて高く，19世紀初頭から幕

末にかけての広島における陶磁器シェアの様相をよく表している。土師質瓦質土器のうちＳＫ43-

22は焜炉で底部と体部の一部しか遺存していないが，後述するＳＫ44-34と胎土・焼成が類似して

おり同種のものと思われる。ＳＫ43-23は内耳土器で，体部が内湾した後外反するタイプである。

内耳土器はＳＫ43-23を含めて10点出土しており，そのうち口縁部は7点である。すべて外反する

タイプのものである。器形のわかる4点はすべてＳＫ43-23と同じで，同一個体である可能性も大

きい。ＳＫ43-25は軒丸瓦の瓦当面である。

・・・・・ＳＫ４４ＳＫ４４ＳＫ４４ＳＫ４４ＳＫ４４（（（（（第第第第第２２２２２１１１１１図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西部に位置する。ＳＸ7の下層にあり，本土坑が先行している。本土坑の形状

及び規模は上端が長径140ｃｍ，短径50ｃｍの長円形，底部も長径120㎝，短径35㎝の不整形な長円形で

ある。深さは中央部でもっとも深く25㎝である。

　本土坑内からは磁器19点，陶器19点，焼締め1点，土師質瓦質土器数十点，瓦数十点及び青銅製

品2点が出土した。浅い小さい土坑であるが遺物がぎっしり詰まっており，ゴミ穴と考えられ，遺

物も一括廃棄されたものである可能性が高い。生産年代のわかる出土陶磁器は表40のとおりであり，

19世紀前半から幕末の頃に廃棄されたものであろう。したがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうち磁器ではＳＫ44-18，19の広東碗が最も新しく，陶器では19世紀代の関西系の土

瓶がたいへん多い。釉は錆釉，鉄釉，灰釉，胎土も灰色で硬質なものから黄褐色で軟質のものまで

さまざまである。土師質瓦質の遺物のうち焜炉が３個体もある。ＳＫ44-35は焼成がよく比較的遺

存状況が良いためう全体の器形カミわかる貴重な例である。平らな底部から体部は真っ直ぐ立ち上が

り，口縁端部は内側に向かって肥厚する。正面の口縁部から中央部にかけて大きく削り込みがあり，

下端は受け口状の張り出しを持つ。体部内面上方に3つの角状の突起があるが先はいずれも折れて

いると思われる。底部外面は周縁部のみ台状に高くアーチ状の切り込みが2か所ある。また，正面

の受け口状の張り出しの下には透かし彫りが見られる。江戸遺跡の両角分類　ではちょうど当ては

まる器形はないが，鉢ＡⅡイ7，鉢ＡⅢロ5等が似る。ＳＫ44-36は上半部が遺存しないが下半部

はＳＫ44-35と同様のつくりでおそらく上半部も類似したものであったと思われる。ＳＫ44-35と

比べると胎土・焼成とも悪い。もう1点は遺存状態が悪く図示しえなかったがＳＫ44-35と同様の

ものであると思われる。いずれも全体的にスス等の付着は少なく，特に底部付近は全く火に接した

形跡はない。ＳＫ44-35では受け口状の張り出しの上部のみにススの付着が見られ，何らかの付属

物を下に置いて使用した可能性もある。ＳＫ44-37はひょうそくで平底の皿に切り込みのある筒状

の突起を持つ。両角分類の皿ＣＩハ1にあたる。ＳＫ44-38は焙烙鍋である。

・・・・・ＳＫ４５ＳＫ４５ＳＫ４５ＳＫ４５ＳＫ４５（（（（（第第第第第２２２２２２２２２２図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西端部に位置する。西側でＳＫ47，ＳＫ49と切り合っており，ＳＸ10の下層に

（5）



ある。切り合い関係からＳＫ47，ＳＫ49よりも本土坑が先行する。形状及ぴ規模は上端は長辺210ｃｍ，

短辺190㎝の隅丸長方形で，底部も長辺170㎝，短辺160ｃｍの隅丸長方形である。深さは中央部でもっ

とも深く60㎝である。

　本土坑内からは磁器6点，陶器13点，焼締め6点，土師質瓦質土器27点，瓦4点及び青銅製品1

点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は表41のとおりで

あり，およそ17世紀の前半におさまるものと思われる。したがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうち磁器は輸入磁器と初期伊万里，陶器も唐津は砂目段階までで黄瀬戸や瀬戸黒など

を含む。この遺物構成は広島城遺跡県庁前地点第２号溝状遺構出土遺物と類似しているが，県庁前

地点第2号溝状遺構は初期伊万里を含まない。両者の比較から本土坑は伊万里出現直後の遺構とい

え，逆に県庁前地点第2号溝状遺構は伊万里出現直前の遺構といえる。すなわちＳＫ45-3，4は

広島に伊万里が流通しはじめたまさに直後の遺物といえる。県庁前地点第2号溝状遺構はその遺物

構成を大坂などの例と比較した結果福島期に廃絶したものと考えた。本土坑はそれより若干遅れて

浅野期の初期に廃棄されたものである可能性がある。焼締め6点はすべて備前であり，そのうちＳ

Ｋ45-20を初め2つの播鉢を含む。土師質瓦質土器27点のうち皿はＳＫ45-21を含めて16点，焼塩

壷1点，甕1点その他9点である。青銅製品はキセルの雁首で（ＳＫ45-22），補強帯があり・遺存

していないが肩の部分が変色しており，もともと肩が存在していたことは間違いない。とすると古

泉分類のⅡ期～Ⅲ期で17世紀前半ないし後半に相当しよう。

・・・・・ＳＫ４６ＳＫ４６ＳＫ４６ＳＫ４６ＳＫ４６（（（（（第第第第第２２２２２２２２２２図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西端部に位置する。北側でＳＫ25と切り合っており，ＳＸ10の下層にある。切

り合い関係は明確でなく出土遺物も少ないため前後関係は明らかでない。本土坑の形状及び規模は

上端は長さ200㎝，幅は最大で100㎝の不整形で，底部も長さ180ｃｍ，幅は最大で95㎝の不整形である。

深さは中央部でもっとも深く18㎝である。

　本土坑内からはわずかに陶器1点，焼締め1点，瓦1点が出土したのみであり，本土坑の性格や

時期については明らかにしえなかった。

・・・・・ＳＫ４７ＳＫ４７ＳＫ４７ＳＫ４７ＳＫ４７（（（（（第第第第第２２２２２２２２２２図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西端部に位置する。東側でＳＫ45と切り合っており，切り合い関係より本土坑

の方が先行している。また，ＳＫ48の下層にあり，本土坑が先行している。本土坑の形状及び規模

は，上端は北辺70㎝，南辺170㎝の台形，底部も北辺50㎝，南辺125㎝の台形である。深さは東部で

もっとも深く45㎝である。本土坑内には一抱えほどある石が底部と北側の壁際に一つずつ埋められ

ていた。その性格については明らかでないが，廃棄されたものと思われる。

　本土坑内からは磁器8点，陶器3点，焼締め3点，土師質瓦質土器12点，瓦1点，銭貨1点，鉄

製品6点及び石製品1点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられる。出土遺物が少ないため明

確でないが生産年代のわかる出土陶磁器は妻４２のとおりであり，18世紀前半におさまる可能性があ



る。したがって本土坑もその頃のものと思われる。なお，ＳＫ47-9が，ＳＸ8-3と接合した。

　出土遺物のうち焼締め3点はすべて擂鉢であり，ＳＫ4卜10を初めいずれも17世紀後半から18世

紀の中国地方窯の可能性がある。土師質瓦質土器のうち内耳土器の口縁部が３点あり（ＳＫ47-

11～13），いずれも口縁部が大きく外反するタイプであるが，ＳＫ47-13は口縁端部が内巻き状に下

垂する。ＳＫ47-14は土師質の皿で口縁部にはススが付着する。ＳＫ47-15は平瓦の瓦当で中央の

三葉飾りが上から下へ開き，その先端がその外の唐草に接続する。銭貨はＳＫ47-16の寛永通費で

ある。いわゆる古寛永の銅一文銭で1636～1659年に鋳造されたものである。石製品は硯である。

・・・・・ＳＫ４８ＳＫ４８ＳＫ４８ＳＫ４８ＳＫ４８（（（（（第第第第第２２２２２３３３３３図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西端部中央に位置する。ＳＫ47の上層にあり，本土坑が後からっくられている。

本土坑は土層観察から一旦径120㎝ほどの掘り方を掘ったのちあらかじめ漆喰で成形した円柱状の

製品を掘り方向に埋置したものである。上端は欠損していたが遺存部分の形状及び規模は，上端は

径94㎝の円形で，底部も径84㎝の円形である。底部は水平で深さは全体的に20ｃｍ遺存していた。

　土坑内からは磁器12点，陶器13点，土師質瓦質土器60点弱，瓦4点が出土した。漆喰で固めてあ

ることからもともとは何らかの施設だったと思われるが，出土状況から廃絶時に遺物が混入したも

のと思われる。生産年代のわかる出土陶磁器は表43のとおりであり，幕末までにおさまるものと思

われる。したがって本土坑もその頃廃絶されたものである。

　出土遺物のうち磁器はＳ　Ｋ48-8から11が関西系で，磁器についても19世紀になると肥前がシェア

を落としている様子が伺われる。ＳＫ48-20は中国地方窯の鉢である。ＳＫ48-21は焙烙鍋である。

内耳土器の口縁部が1点見られるが大きく外反するタイプである。

・・・・・ＳＫ４９ＳＫ４９ＳＫ４９ＳＫ４９ＳＫ４９（（（（（第第第第第２２２２２２２２２２図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西端部に位置する。本土坑の形状及び規模は上端が径240ｃｍの半円形，底部も径

150㎝の半円形である。底部は全体に平らで深さは40㎝である。土坑内には黒色土が充満していた。

　本土坑内からは磁器10点，陶器9点，焼締め4点，土師質瓦質土器二十数点，銭貨1点及び石製

品1点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられる。遺物の数は少ないが生産年代のわかる出土

陶磁器は表44のとおりであり，いずれも18世紀前半におさまっている。したがって本土坑もその頃

のものであろう。

　出土遺物のうちＳＫ49-17，18は見込み蛇の目粕剥ぎの折り縁皿で，黒色のかなり濃い鉄粕を施し

ている。粕剥ぎ部には砂目痕が見られる。ＳＫ49-19は柿色の低火度粕を施した賓盟で関西系のも

のである。ＳＫ49-20は焼締めの皿であり，口縁部は1/4ほどしか遺存していないが多量のスス

が付着している。関西から中国地方のものである。ＳＫ４９－２１は備前の擂鉢である。擂鉢は1点の

みであるが，ＳＫ49-20も含めて4点の焼締めはすべて備前である。ＳＫ49-22，23，24は内耳土

器であり，口縁部はいずれも強く外反する。ＳＫ49-22，23は内耳が遺存し，いずれも上から下へ

きれいに穿孔されている。ＳＫ49-25，26，27は土師質の皿である。いずれもろくろ成形で口径は



9.4ｃｍ前後，体部は内湾する。成形方法や大きさは類似するが，胎土・色調はそれぞれ異なっている。

ＳＫ49-25は体部から底部の一部にタール状の付着物が，また口縁端部にも若干スス状の付着物が

見られる。しかし，灯明具として使用したのかは明らかでない。また他の2点についてはスス等は

見られない。ＳＫ49-20の焼締めの皿が明らかに灯明皿として使用された痕跡があるのに対して極

めて好対称である。ＳＫ49-28は寛永通費である。いわゆる古寛永の銅一文銭で1636～1659年に鋳

造されたものである。

・・・・・ＳＫ５０ＳＫ５０ＳＫ５０ＳＫ５０ＳＫ５０（（（（（第第第第第２２２２２５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の西端部に位置する。本土坑の形状及び規模は上端は長径70㎝，短径60ｃｍの不整

形な長円形，底部も不整形な長円形で長径35㎝，短径28㎝である。深さは周縁部でもっとも深く18

㎝である。土坑内には貝殻を細かく砕いたものがびっしりと詰まっていた。単なるゴミ穴とは考え

つらく性格は明確でないが貝殻根石の可能性がある。(6)

　本土坑からは陶磁器1点と焼締め1点が出土したのみである。

・・・・・ＳＫ５１ＳＫ５１ＳＫ５１ＳＫ５１ＳＫ５１（（（（（第第第第第２２２２２４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北西隅部に位置する。東側でＳＤ10と切り合っており，切り合い関係から本土

坑が先行している。また，ＳＫ54の上層にあり，本土坑が後からつくられている。東側でＳＤ10と

切り合っているため西側しか遺存しておらず，現状の形状及び規模は上端が長径100ｃｍ，短径80㎝の

長円形，底部も長径90ｃｍ，短径70㎝の長円形である。深さは西側部分でもっとも深く35ｃｍである。

　本土坑内からは磁器17点，陶器7点，焼締め5点，土師質瓦質土器三十数点，瓦2点及び青銅製

品1点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられる。遺物の数は少ないが生産年代のわかる出土

陶磁器は表45のとおりであり，19世紀代の関西系陶器があるものの，磁器は19世紀前半までにおさ

まっており，19世紀初めから前半期に廃棄されたものである可能性が高い。したがって本土坑もそ

の頃のものであろう。

　出土遺物のうちＳＫ51-23～26は土師質の皿である。大きさにより大きく23，24と25，26に分け

られる。それぞれ器形や色調は少しずつ異なっているが，同種のものと考えてよかろう。いずれも

完形ではないが，口縁部にススの付着はみられない。ＳＫ51-27，28は内耳土器である。内耳土器

の口縁部は５点あり，強く外反するものが2点，短く外反するものがＳＫ51-27を含めて2点，外

反しないものがＳＫ51-28のみである。ＳＫ51-29は青銅製品である。用途は不明であるが鍵のよ

うなものと考えられる。

・・・・・ＳＫ５２ＳＫ５２ＳＫ５２ＳＫ５２ＳＫ５２（（（（（第第第第第２２２２２４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北西隅部に位置する。ＳＫ53の東１５㎝に位置し両土坑は近接している。両土坑

とも漆喰土坑であり，セットで設けられたものであることは間違いない。ＳＫ54，ＳＫ55の上層に

あり，本土坑が後からっくられている。漆喰は底部のみしか遺存していなかったが，現状での形状



と規模は上端は径90㎝の円形，底部は長径80㎝，短径70㎝の長円形である。底部は全体に平らで深

さは15㎝である。ＳＫ53とセットで設けられているためその性格については便槽のようなものが考

えられるが，明確でない。

　本土坑内からは磁器10点，陶器5点，焼締め2点，土師質瓦質土器70点余りが出土した。生産年

代のわかる出土陶磁器は表４６のとおりである。磁器では19世紀前半の広東碗，陶器では19世紀代の

関西系の土瓶や袋物があり，本遺構もその頃に埋め戻された可能性が大きい。陶器では中国地方系

のものが2点あり，遺物の時期や構成はＳＫ53に類似している。おそらく同時に廃絶されたものと

思われる。内耳土器の口縁部が6点出土しているがいずれも強く外反し，体部は一旦内湾したのち

口縁部に至る器形のものである。また，内耳はＳＫ52-13ではたいへん小さくなり，穴も穿孔はす

るものの小さく，下まで突き抜けていない。明らかに機能はしておらず，退化している。ＳＫ52-

14では内耳は申し訳程度に張りつけるが，とうとう穴はなくなってしまう。他の1点はしっかりと

穿孔する。

・・・・・ＳＫ５３ＳＫ５３ＳＫ５３ＳＫ５３ＳＫ５３（（（（（第第第第第２２２２２４４４４４図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北西隅部に位置する。ＳＫ52の西15㎝に位置し両土坑は近接している。両土坑

とも漆喰土坑であり，セットで設けられたものあることは間違いない。ＳＫ55の上層にあり，本土

坑が後からつくられている。漆喰は南西部分の下部が遺存していたのみであるが，現状での形状と

規模は上端は径105㎝の半円形，底部も径70㎝の半円形である。深さは中央部でもっとも深く25㎝で

ある。前述のようにＳＫ52とセットで設けられているためその性格については便檜のようなものが

考えられるが，明確でない。

　本土坑内からは磁器22点，陶器21点，焼締め14点，土師質瓦質土器数十点，瓦十数点，土人形3

点，青銅製品1点及び鉄製品4点が出土した。生産年代のわかる出土陶磁器は表47のとおりである。

磁器では19世紀前半の広東碗や蓋付き碗の出土が，陶器でも19世紀代の関西系の土瓶や瓶の出土が

多く，本遺構もその頃に埋め戻された可能性が大きい。陶器のうち中国地方系のものが5点出土し

ているのが目立つ。内耳土器の口縁部が5点出土し，そのうち強く外反するものが4点，外反しな

いものが1点であった。青銅製品はＳＫ53-29のキセルの雁首で，古泉分類のＶ期，18世紀後半に

あたろう。

・・・・・ＳＫ５４ＳＫ５４ＳＫ５４ＳＫ５４ＳＫ５４（（（（（第第第第第２２２２２５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北西隅部に位置する。ＳＫ51，ＳＫ52の下層に位置し，本土坑が先行している。

東側でＳＤ10と，北側でＳＫ56とそれぞれ切り合っている。ＳＤ10とは切り合い関係から本土坑が

先行するが，ＳＫ56とは切り合い関係が明確でなかった。しかし，出土遺物より本土坑が後につく

られていることからＳＫ56→ＳＫ54→ＳＤ10の順となる。東側でＳＤ10と切り合っているためもと

もとの形状及び規模は明らかでないが，現状では上端は長径290㎝，短径170㎝の不整形な長円形，

底部は東辺180㎝，西辺250㎝の不整形な台形である。底部は全体に平らで深さ35㎝である。土坑内



には30㎝角はどの石が4個埋まっていた。

　本土坑内からは磁器20点，陶器12点，焼締め6点，土師質瓦質土器41点，瓦22点及び青銅製品2

点が出土した。出土状況からゴミ穴と考えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は表48のとおりで

あり，およそ18世紀の前半におさまるものと思われる。したがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうちＳＫ54-32は瀬戸・美濃と思われる茶入れである。焼締め6点はすべて備前であ

るが，ＳＫ54-33を初めうち3点は播鉢である。土師質瓦質土器は内耳土器23点，皿11点その他7

点である。皿は11点のうち口縁部にススが大量に付着するものが２点あるが，その他のものはＳＫ

54-34の口縁部に１か所ススが付着するだけで残りのものには痕跡が見られない。内耳土器のうち

口縁部の形態がわかるものは7点あるがＳＫ54-36を初めそのうち6点は大きく外反するもの，1

点が短く外反するものである。青銅製品はＳＫ54-37はキセルの吸い口で，小泉分類ではＶないし

Ⅵ期，18世紀後半から19世紀以降になろうが，ラウとの接合部がラッパ状に開いており形状が異な

っている。ＳＫ54-38は釣針であろう。

・・・・・ＳＫ５５ＳＫ５５ＳＫ５５ＳＫ５５ＳＫ５５（（（（（第第第第第２２２２２５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北西隅部に位置する。ＳＫ52，ＳＫ53の下層にあり本土坑が先行している。本

土坑の形状及び規模は上端は長径210㎝，短径130ｃｍの北西部のはり出した不整形な長円形，底部も

長径115㎝，短径65㎝の長円形である。深さは中央部でもっとも深く45㎝である。

　本土坑内からは磁器30点，陶器13点，焼締め4点，土師質瓦質土器8点，瓦1点が出土した。出

土状況からゴミ穴と考えられる。生産年代のわかる出土陶磁器は表49のとおりであり，およそ18世

紀の前半におさまるものと思われる。したがって本土坑もその頃のものである。位置的にも隣接し

ていることや，出土遺物の生産年代が近いことから，ＳＫ54と前後してつくられたものと思われる。

　出土遺物のうちＳＫ55-1は景徳鎮窯の白磁皿で内面体部に陽刻文を施す。高台内にはカンナ痕の

ような中央から端に向けての線状の痕跡がある。島台内側部分には砂粒が大量に付着する。ＳＫ55-

6は有田の瑠璃粕の碗である。広島城ではこれまであまり出土例がない。ＳＫ55-18は大振りの白

磁の碗で体部外面は右上から左下へ彫り込んでいる。焼締め４点はいずれも備前ないし備前系と思

われ，うち3点は播鉢である。土師質瓦質土器8点のうち内耳土器の口縁部が3点あるがいずれも

口縁部が強く外反するタイプである。

・・・・・ＳＫ５６ＳＫ５６ＳＫ５６ＳＫ５６ＳＫ５６（（（（（第第第第第２２２２２５５５５５図図図図図）））））

　本土坑は調査区の北西隅部に位置する。南側でＳＫ54と，東側でＳＤ10と切り合っている。ＳＫ

54との切り合い関係は明瞭でなかったが，出土遺物より本土坑が先行する。またＳＤ10とは切り合

い関係から本土坑が先行する。東側でＳＤ10と切り合っているため，全体の形状及び規模は明らか

でないが，現状では上端は長辺が200㎝，短辺50㎝の台形で，底部も長辺が140㎝，短辺45ｃｍの不整

形な台形である。深さは中央部でもっとも深く50㎝である。

　本土坑内からは陶器6点，焼締め1点，焼塩壷の蓋1点，砥石1点が出土した。出土状況からゴ



ミ穴と考えられる。遺物の量は少ないが生産年代のわかる出土陶器はいずれも16世紀末から17世紀

初めのごく限られた時期の遺物であることから17世紀初頭に一括廃棄されたことは確実であり，し

たがって本土坑もその頃のものである。

　出土遺物のうちＳＫ56-1は山瀬窯の藁灰神を施した皿でいわゆる岸母系陶器である。16世紀末

のものである。ＳＫ56-2は内面口縁部から外面体部に藁灰穂を流し掛けした唐津播鉢，ＳＫ56-

3はいわゆる絵唐津の皿，ＳＫ56-4は灰紬を施した唐津の碗でいずれも16世紀末から17世紀初頭

のものである。その他，志野や備前の水差しの蓋など同時期の遺物と考えてよかろう。伊万里出現

前の遺構である県庁前地点第2号溝状遺構が砂目の遺物を含むのに対してそれがなく，それ以前の

土坑とも考えられるが，遺物の量が少ないため明確でない。しかし，もちろん本遺跡の中でも最も

古い遺構の一つであり，毛利期から福島期の遺構であることは確実であろう。

（（（（（２２２２２）））））溝状遺構溝状遺構溝状遺構溝状遺構溝状遺構

・・・・・ＳＤ１ＳＤ１ＳＤ１ＳＤ１ＳＤ１（（（（（第第第第第２２２２２６６６６６図図図図図）））））

　水溝状遺構は調査区の東端部分に位置する石組の溝状遺構で鐘状の屈曲部のみが遺存していた。

規模は東西方向に長さ160㎝，南北方向に285ｃｍ，幅は約28㎝である。本来はＳＤ5，ＳＤ6を経て

ＳＢ3へ続いていたものと思われ，ＳＤ5の状況からも石敷であった可能性が高いが，遺存してい

ない。そのため本来の深さは不明である。石組は1石しか積まれていなかった。また，屈曲部の45

㎝程度南の東側の石組の問にしっくいでつくられた幅15㎝ほどの溝状のものが80㎝にわたって確認

された。水溝状遺構に接続する何らかの施設である可能性がある。

　水溝状遺構はＳＤ2の上層にあり，本遺構の方が後につくられている。水溝状遺構からは若干の

陶磁器，瓦等の遺物が出土した。陶磁器は出土量は少ないが，16世紀後半から17世紀初めに生産さ

れたものと考えられる潭州窯産の青花から近代以降の型紙刷りのものまで幅広い。また，前述のよ

うにＳＢ3と同時に作られたものであり，同建物跡と同じく近代以降の遺構である。

・・・・・ＳＤ２ＳＤ２ＳＤ２ＳＤ２ＳＤ２（（（（（第第第第第２２２２２８８８８８図図図図図）））））

　水溝状遺構は調査区の東部に位置し，南北方向に長さ21.6ｍにわたって確認した。幅は上端は約

220ｃｍ，深さは45㎝である。溝は南端が北端より10㎝ほど低くなっている。ＳＤ1の下層にあり水溝

状遺構が先行している。また，北側でＳＢ1，ＳＥ1と切り合っており，切り合い関係よりいずれ

よりも水溝状遺構が先行している。溝の底部の東西両側には1辺30ｃｍ程度の切り石が並べられてお

り，その問を埋めるように大小形状さまざまの石が敷きつめられていた。両側の切り石は一段分し

か遺存していなかったが，溝の深さから考えて本来はさらに石垣が数段つまれていた可能性がある。

出土状況は東西の両岸で大きく異なっていた。東側はいかにも積まれていた石垣の裏込め状の小石

が多く出土したのに対して，西側にそれらしき石等は確認されなかった。また，藩内には大量の砂

が埋められていたが，底部付近には漆喰と瓦が混ざったものや赤土が大量に確認された。藩内の埋

め土の土層観察からこうした漆喰・瓦・赤土等は溝の東側からのみ流入していることがわかった。



すなわち，水溝状遺構の東岸には瓦を載せた漆喰塗りの壁が立っており，これが港内に倒壊した様

子を示していると思われる。とすれば，東岸にのみ見られた石垣の裏込め状の多くの小石は，こう

した壁の基礎であったことも考えられ，そうすれば東西で様相が異なっていたことも理解できる。

水溝状遺構は南側が低くなっていることや，東側に集水用の枡も設けられていることから，内堀へ

の排水路であると考えられる。また，内堀に直行する方向につくられており境界施設も兼ねていた

可能性が大きい。なお，埋土下層に大量に存在した赤・黒・白の層をなす土壌を分析したところ，

赤はマサ土，白は炭酸カルシウムによって構成される漆喰，黒は漆喰に炭化した植物片が混入した

ことによるとの結果が出た。すなわち壁土に一旦植物片を混入した漆喰を塗り，さらに白漆喰を上

塗りして仕上げた様子が例える。

　水溝状遺構からは磁器140点余り，陶器80点余り，土師質瓦質土器数十点及び大量の瓦が出土した。

生産年代のわかる出土陶磁器は表50のとおりである。遺物は最下層の赤土中のもの，その上の漆喰・

互層に含まれていたもの，さらにその上の埋土に分けて取り上げた。しかし，赤土層にも型紙刷り

の遺物が含まれており，遺物の差異は認められなかった。前述のように型紙刷りの遺物が含まれて

おり，明治以降に埋め戻されたことは確実であるが，出土地点や向き，規模等から考えて松原講武

所の東の境界と考えるのが最も適当ではあるまいか。そうするとつくられたのも1864年頃となる。

松原講武所は明治以降もしばらく存続していたことが知られており，下限も一致しよう。

・・・・・ＳＤ３ＳＤ３ＳＤ３ＳＤ３ＳＤ３（（（（（第第第第第２２２２２９９９９９図図図図図）））））

　水溝状遺構は調査区の南東部に位置し，東西方向に長さ8.9ｍにわたって確認した。幅は上端で最

大約120㎝，底部で65㎝，深さは最大で40㎝である。東西両方ともにさらに伸びていると思われ，特

に西側についてはＳＢ3のトレンチの土層断面で確認している。東側でＳＫ1と，西側でＳＢ3と

切り合っており，中央部分をＳＤ4が横断している。切り合い関係よりＳＤ4，ＳＢ3より本遺構

が先行しており，出土遺物よりＳＫ1よりも本遺構が先行している。遺構内には黒色土が充満して

いた。水溝状遺構は内堀とほぼ平行して掘られていることから屋敷割りの溝のようなものが考えら

れよう。

　水溝状遺構からは磁器15点，陶器14点，土師質瓦質土器29点，瓦5点，石製品2点，青銅製品1

点及び土製品１点が出土した。生産年代のわかる出土陶磁器は表51のとおりである。1670年までに

おさまるものと考えられ，本遺構の下限もその頃と考えられる。磁器については大部分がいわゆる

初期伊万里といわれる草創期の伊万里であり，これまでの広島城の調査でこれだけの初期伊万里が

1つの遺構からまとまって出土したのははじめてで，貴重な資料となろう。陶器では唐津に混じっ

て福岡あるいは萩と思われるもの（ＳＤ3-22，27）が見られる。これは広島における近世初め頃の

陶器組成の特徴であろう。また，呉須絵と鉄絵の両方を描いた京焼（ＳＤ3-29）も見られる。瓦は

コビキＢと，内面にゴザ状の圧痕を持っ丸瓦が出土した。焼締めは6点すべてが備前でうち3点は播

鉢である。土師質瓦質土器のうち内耳土器の口縁部はＳＤ3-30～32で，いずれも強く外反するタイ

プである。ＳＤ3-33は土師質の皿で口縁部にススが付着する。ＳＤ3-34は黒の碁石である。



・・・・・ＳＤ４ＳＤ４ＳＤ４ＳＤ４ＳＤ４（（（（（第第第第第３３３３３０００００図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区の南東部に位置し，南北方向に長さ14.2ｍにわたって確認した。幅は上端で最

大約55㎝，底部で10～33㎝，深さは10～20㎝である。北に向かって幅を減じ終息するが，南へは調

査区外へさらに伸びている。南側でＳＤ3とほぼ直行し，北側ではＳＸ3－Ｐ5及ぴＳＢ2と切り合

っている。切り合い関係よりＳＤ3→ＳＤ4→ＳＢ2の順でつくられている。ＳＸ3－Ｐ5との前後

関係は明らかでない。

　本溝状遺構からは磁器11点，陶器19点，焼締め1点，土師質瓦質土器二十数点及び瓦14点が出土

した。生産年代のわかる出土陶磁器は表52のとおりである。広東碗・端反碗を含まず18世紀代まで

のものである。水溝状遺構の下限もその頃と考えられる。

　出土遺物のうちＳＤ4-15は足付きの火皿で，ＳＤ3-25と同一個体である。本来ＳＤ3の遺物

であったものが，両者の重複部分で混入したものであろう。青磁を意識したものと思われる。ＳＤ

4-26は焼塩壷である。器形から両角分類(7)のＢａイで刻印は見られないが堺藤左エ門系で17世紀

代のものであろう。内耳土器の口縁部が3点あり，ＳＤ4-25を含み強く外反するものが2点で，

外反しないものが1点ある。ＳＤ4-27は軒平瓦で三葉の中心飾りから唐草が上から下へ一転する。

・・・・・ＳＳＳＳＳＤＤＤＤＤ５５５５５　　　　　（（（（（第第第第第３３３３３１１１１１図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区のほぼ中央部やや東よりて，東西方向に長さ3.6ｍにわたって確認した。ＳＤ

8の上層にあり，本遺構があとからつくられている。幅は約16ｃｍ，深さは6ｃｍである。両側に石が

組まれ，底にも石が敷かれていた。ＳＤ6のところで後述するように当初はＳＤ6を経てＳＢ3ま

で続いていたものと思われる。西側でＳＢ2と切り合っているが，これもＳＤ6のところで述べる

ように本溝状遺構が先行すると思われる。

　なお，本遺構に伴う遺物は出土しなかった。

・・・・・ＳＤ６ＳＤ６ＳＤ６ＳＤ６ＳＤ６（（（（（第第第第第３３３３３１１１１１図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区のほぼ中央部で，東西方向に長さ7.2ｍにわたって確認した。ＳＤ7の上層に

あり，本溝状遺構が後からつくられている。また，北側でＳＫ6と切り合っている。切り合い関係

より本遺構が先行する。幅は上端で最大約120ｃｍ，底部で最大78㎝，深さは最大で40㎝である。

　本溝状遺構からは磁器60点余り，陶器23点，焼締め1点及び瓦13点が出土した。生産年代のわか

る出土陶磁器は表53のとおりである。明治以降の工業用コバルトによる型紙刷りのものを多く含み，

銅版印刷のものも1点含まれる。

　本溝状遺構は東に接するＳＤ５の延長線上にあり，なおかつ溝状遺構内にはいくつかの石が敷か

れたように並べられており，元々はＳＤ5がＳＢ3の北側石組溝まで接続していたものが，一部石

を抜き取られたために生じた溝であると考えられる。石組みが遺存しているＳＤ5がちょうどＳＢ

2の内側にあたる部分であることから，ＳＢ2が建てられたあとに建物の外にあたる本溝状遺構の

部分が廃絶されたものと考えられる。



・・・・・ＳＤ７ＳＤ７ＳＤ７ＳＤ７ＳＤ７（（（（（第第第第第６６６６６図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区のほぼ中央部で，東西方向に長さ8.4ｍにわたって確認した。幅は上端で最大

150㎝，底部で最大120ｃｍ，深さは最大で70㎝である。東西両側にさらに伸びていると思われる。北

側でＳＤ8と切り合っている。切り合い関係は明確でなかったが，出土遺物より本遺構が先行する。

また，本遺構はＳＫ6，ＳＤ6，ＳＢ2の下層にあり，本遺構が先行している。

　本溝状遺構からは磁器15点，陶器23点，焼締め10点，土師質瓦質土器三十数点及び瓦4点が出土

した。生産年代のわかる出土陶磁器は表54のとおりである。いずれも18世紀の前半までに生産され

たものであり，これにより本遺構の下限はこの頃と考えられる。

　出土遺物で注目されるのは，ＳＤ7-16の岸岳系唐津及びＳＤ7-43の丸瓦である。岸岳系唐津

は1594年に岸居城主波多氏が改易されるとともに陶工たちも離散してしまったといわれている。し

かし，消費地遺跡においてその出土状況から疑問も呈されており，事実広島城遺跡でも岸母系唐津

が他の唐津に比べて先行している様相は確認できていない。しかしながら現段階では，前述のよう

な理由から毛利期のものに限定される可能性が高い陶磁器である。また，ＳＤ7-43はいわゆるコ

ビキＡの丸瓦である。瓦については1583年の大坂城築城からコビキＢに変わったといわれている。

これについても消費地遺跡の調査から，地方ではこのＡからＢへの転換はもっと後であったともい

われる。広島城の調査でコビキＡが出土することもこのことを裏付けていると思われる。しかし，

現状では広島城ではこのコビキＡの特徴を持った瓦が，最も古い瓦，すなわち毛利期に使用されて

いた瓦である可能性は高いと思われる。ＳＤ7からはこの両者が出土していることになり，上限は

築城当初とも考えられる。

　出土陶磁器のうちＳＤ7-1は14～15世紀の龍泉窯の三足盤の足であり，300年近くも伝世してい

た可能性がある。ＳＤ７－２９は低火度釉を施した建物を模した置物と思われる。ＳＤ7-38は備前

の茶入れのようなものと思われる。擂鉢についてはＳＤ7-39をはじめ５つの破片が出土したが，

生産年代に違いはあるもののいずれも備前であった。18世紀の前半段階までは擂鉢は備前のシェア

が高かったことを伺わせる。ＳＤ7-40，41は内耳土器の口縁部でいずれも強く外反するタイプで

ある。ＳＤ7-42は土師質の皿で口縁部は1/5しか遺存しないがススは付着しない。

・・・・・ＳＤ８ＳＤ８ＳＤ８ＳＤ８ＳＤ８（（（（（第第第第第６６６６６図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区のほぼ中央部で，東西方向に長さ4.9ｍにわたって検出した。幅は上端で最大

180ｃｍ，底部で最大110㎝，深さは最大で80㎝である。北側でＳＫ7と，南側でＳＤ7とそれぞれ切

り合っており，ＳＫ6，ＳＤ5，ＳＢ2の下層にある。切り合い関係からＳＫ7よりも，出土遺物

からＳＤ7よりも後につくられている。西側へ掘り方が続いている。

　本溝状遺構からは磁器89点，陶器91点，焼締め21点，土師質瓦質土器70点余り，瓦8点及び青銅

製品1点が出土した。生産年代のわかる出土陶磁器は表55のとおりである。いずれも幕末までのも

ので工業用コバルトによる近代以降の磁器は見られない。そのため，本遺構の下限は幕末から明治

初めころと考えられる。



　本遺構出土遺物のうち，陶磁器の大部分は18世紀以降に生産されたものである。磁器については

大部分が肥前ないしは肥前系である。しかし，１９世紀代になると瀬戸・美濃のもの（ＳＤ8-52，

54，55，56）や関西系（ＳＤ8-48，49，50，53）のものが見られるようになる。陶器については

18世紀後半より関西系のものが多数を占めるようになる。焼締めについては擂鉢が15点出土し，そ

のうち備前1点，堺又は中国地方8点，堺5点，肥前1点であった。土師質瓦質土器では３種類の

皿が出土した。口径は9.2㎝（復元）のものと5.8ｃｍ前後のものに大きく分けることができる。9.2㎝

のものは灰白色を呈し，体部は内湾する（ＳＤ8-111）。5.8ｃｍ前後のものは体部が内湾しながら外

上方へ伸びるもの（ＳＤ8-112，113）と外反して外上方へ伸びるもの（ＳＤ8-114～116）に分

かれ前者には口縁部にススが付着するが，後者には見られない。さらにＳＤ8-112は成形がたいへ

ん丁寧で胎土はやや黄色がかった橦色であるのに対して，ＳＤ8-113は成形は粗く橦褐色である。

ＳＤ8-113はＳＤ8-112とＳＤ8-114～116の中問的な性格を持つように思われる。また，ＳＤ

8-111～113が口縁部にススが付着し，灯明皿として用いられたと思われるのに対して，ＳＤ8-

114～116は規格・成形方法共に極めて類似し，灯明皿以外の目的で同時に何らかの意図を持って使

用された可能性が高いと思われる。内耳土器の口縁部は4点ありいずれも強く外反するタイプのも

のである。ＳＤ8-117は体部が一旦内湾する器形である。口縁部は2破片分で2/3が遺存するが

内耳は確認できず，退化している可能性が高い。ＳＤ8-118，119は焜炉である。

・・・・・ＳＤ９ＳＤ９ＳＤ９ＳＤ９ＳＤ９（（（（（第第第第第３３３３３２２２２２図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区のほぼ中央部に位置し，南北方向に長さ26.8ｍにわたって検出した。幅は上

端が200㎝，底部が125ｃｍ程度である。南端と北端の底部のレベル差は確認できない。深さは90ｃｍほ

どである。南北ともにさらに調査区外へ伸びている。

　本溝状遺構はＳＢ3，ＳＢ4と接してつくられているが，両建物跡の周囲を巡る瓦敷きや石組の

暗渠の水は，一旦ＳＸ5に集められそこから本溝状遺構に流れ込む構造になっていることや，本溝

状遺構の向きが両建物跡と平行していることから，一体のものとして同時に建設された可能性が高

いと思われる。

　本溝状遺構の底部東側には1辺50㎝ほどの自然石が敷き並べられ，南端の箇所にだけその上に

30～40㎝角の切り石が据えられていた。他の自然石の上にも漆喰状のものが付着しており，元々は

全体に同様の石が並べられていたと考えられる。また，溝状遺構の深さから考えて切り石がさらに

数段積まれていた可能性が高く，石垣状になっていた石を撤去した痕跡を示していると思われる。

さらに西側については，底部に直径5～10㎝程度の石が壁際から幅35ｃｍほど敷き並べられており，

東側と同様に南端の箇所にだけその上に切り石が据えられていた。基礎構造は異なるものの同様の

石垣があったものと思われる。

　また，本溝状遺構の埋め土はたいへんきれいな砂であった。ただし，特にＳＢ3やＳＢ4に面す

る部分では，建物側から多くの小石混じりの土が流れ込んで来ていた。建物跡に面する，溝の東側

の壁は一様に大量に拳大の石を含んでおり，石垣の裏込め状のものと考えられるが，石を撤去した



際にこれが溝内へ崩れ落ちた状況を示しているものと考えられる。これに対して西側の壁はそれほ

ど多くの石を含んでおらず，これらの石は建物の基礎を固める意味もあったと思われる。

　本溝状遺構からは磁器80点余り，陶器30点余り，青銅製品数点等の遺物が出土した。出土陶磁器

の生産年代は16世紀末の潭州窯のものから近世をとおしてのものがある。そして，近代以降のクロ

ーム青磁，型紙刷り，銅版印刷のものも見られる。

　本溝状遺構はＳＢ3，ＳＢ4等からの排水を堀へ流すためのものであったと思われるが，さらに

南北とも調査区外へ伸びており，これらの建物だけのためにつくられたわけではなく，周辺一帯の

排水用としてかなり大規模につくられたものであろう。また，この溝状遺構はその方向が内堀に直

行するわけでも南北正方位を向いているわけでもない。このきわめて不自然な向きに対応する施設

としては，1894（明治27）年の地図　に描かれる軍の射的場が考えられる。

・・・・・ＳＤ１０ＳＤ１０ＳＤ１０ＳＤ１０ＳＤ１０（（（（（第第第第第３３３３３２２２２２図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区の中央部西よりに位置し，南北方向に長さ28.5ｍにわたって検出した。幅は

55㎝～60㎝，深さは60㎝である。南北ともにさらに調査区外へ伸びている。ＳＤ9の西280㎝にあり，

向きは平行している。ＳＫ22，ＳＫ23，ＳＫ24，ＳＫ26，ＳＫ51，ＳＫ54，ＳＫ56及びＳＤ12，Ｓ

Ｄ13と切り合っている。切り合い関係からいずれの遺構よりも水溝状遺構が後からっくられたもの

である。また，ＳＸ10は本遺構の上層にあり，本遺構が先行している。本溝状遺構は，両側に25～50

㎝角程度の切り石を2～3石積み，その内側に玉砂利が厚さ約50㎝にわたって敷かれていた。土層

断面では本遺構はＳＤ9の後からつくられており，方向がＳＤ9と平行していることや，さらに本

遺構に使用されている切り石が四角の石を半裁したもので，その石はＳＤ9に使用されていた石ど

も考えられることからＳＤ9を廃絶して直後にこれに代わるものとしてつくられた可能性がある。

　本溝状遺構に伴う遺物は検出されていない。

・・・・・ＳＤ１１ＳＤ１１ＳＤ１１ＳＤ１１ＳＤ１１（（（（（第第第第第２２２２２７７７７７図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区の中央部西よりに位置する素掘りの溝状遺構で東西方向に長さ4.8ｍにわた

って確認した。幅は上端で約35㎝前後，底部で最大26㎝，深さは東部で最大で30㎝である。溝は東

端が西端より15ｃｍ低くなっている。西側は試掘トレンチで壊されていたが，調査区外へ伸びている

可能性がある。

　本溝状遺構の東端には漆喰で固めた揺鉢状のくぼみがある。本遺構とこの漆喰との関係は明確で

なかった。

　本溝状遺構から磁器9点，陶器7点，焼締め1点，土師質瓦質土器6点及び瓦5点が出土した。

生産年代のわかる出土陶磁器は妻56のとおりである。陶磁器は出土量は少ないがいずれも17世紀後

半から19世紀前半のものであり，本遺構の下限も19世紀前半頃と考えられる。本溝状遺構の性格及

びつくられた時期については明らかにしえなかった。

（8）



・・・・・ＳＤ１２ＳＤ１２ＳＤ１２ＳＤ１２ＳＤ１２（（（（（第第第第第３３３３３３３３３３図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区の面よりに位置する漆喰をはった溝状遺構で，東西方向に伸びＳＤ9に開口

する部分と，これに接続する南北方向に伸び調査区南端で西に屈曲する部分の2つに大きく分かれ

る。前者は長さ13ｍ，深さは最大で9ｃｍ，西端に比べ東端が33㎝低い。後者は南北方向に長さ4.2ｍ，

東西方向に長さ5.4ｍを確認した。

　本溝状遺構から磁器15点，陶器4点，焼締め1点及び瓦1点等の遺物が出土した。生産年代のわ

かる出土陶磁器は表57のとおりである。陶磁器は出土量は少ないが，14世紀中頃から15世紀中頃に

生産されたものと考えられる龍泉窯の青磁から近代以降の型紙刷りのものまで幅広い。本遺構がＳ

Ｄ9に接する部分のＳＤ9をはさんだ延長線上を精査したが，延長部分は確認できなかったため，

本遺構はＳＤ9に開口しているものと判断できる。したがって本遺構はＳＤ9と同時期につくられ

た可能性が大きいと思われる。また，検出されたのは漆喰のみであるがその形状から元々は瓦等が

乗っていた可能性もあろう。

・・・・・ＳＤ１３ＳＤ１３ＳＤ１３ＳＤ１３ＳＤ１３（（（（（第第第第第３３３３３４４４４４図図図図図）））））

　本溝状遺構は調査区の北西隅部に位置する石組の溝状遺構である。さらに東西両方向へ伸びてい

たと考えられる。中央部でＳＤ10と切りあっており，ＳＸ9－Ｐ4の上層にある。切りあい関係よ

り本遺構が先行する。中央部分をＳＤ10に切られているが，現状では規模は南東から北西方向に長

さ460㎝，幅は上端，底部とも40ｃｍ，深さ25㎝である。石組みは1段しか遺存しておらず，底部には

一部を除いて石は敷かれていなかった。

　本溝状遺構の掘り方からは磁器5点，陶器8点，土師質瓦質土器6点，瓦1点が出土した。遺物

の量が少ないので明確でないが磁器には18世紀末から19世紀前半の肥前系の広東碗が含まれてお

り，本遺構もその頃につくられた可能性がある。土師質瓦質土器には径が小さく器高の低いタイプ

の皿がみえる。

（（（（（３３３３３）））））建物跡建物跡建物跡建物跡建物跡

・・・・・ＳＢ１ＳＢ１ＳＢ１ＳＢ１ＳＢ１（（（（（第第第第第３３３３３５５５５５図図図図図）））））

　本建物跡は調査区北東隅部に位置する。全体でＳＤ2，ＳＸ2と切り合っており，中央部でＳＥ

1と重複している。切り合い関係よりＳＤ2，ＳＸ2より本遺構が後からつくられている。本遺構

とＳＥ１の関係は明確にしえなかったが，同時に存在していた可静性，すなわちＳＥ1の石屋であ

った可能性もある。本建物跡に伴うと思われる柱穴を9個確認したが，ＳＢ1－Ｐ1に対応する位

置には確認されなかった。また，本建物跡はさらに北側の調査区外へ続いている可能性もあるが，

現状では規模は南北6間（10.8ｍ）×東西1間半（2.7ｍ）である。桁行の柱間寸法は心心で270ｃｍ，

梁行の柱間寸法も心心で270㎝である。柱穴はＳＢ1－Ｐ1は掘り方が確認できず，表面の平らな石

を3個敷き並べたものである。その他の8個の柱穴はいずれも径110ｃｍ前後，深さ20ｃｍほどの穴を掘

った後，拳大ほどの礫を詰める。そしてＰ2～Ｐ5とＰ9はその上に四角い石を花びら状に並べ中



央の柱が立っていたと思われる部分は漆喰で固められていた。その痕跡から判断すると柱は30㎝角

の角材である。また，Ｐ6～Ｐ8は一番上の部分に比較的平らな人頭大ほどの石を3個から５個程

度隙間無く敷き並べていた。その他の建物跡に比べると作りは極めて簡素でせいぜい長屋状の建物

であったものと思われる。なお，ＳＢ1－Ｐ1については，その位置がＳＢ1－Ｐ2からＳＢ1－

Ｐ5に至る心心のラインから若干ずれていることもあり，本遺構とは別の柱穴である可能性も大き

い。

　礎石の掘り方からは10点余りの陶磁器・土器類が出土したが，つくられた時期を特定するには至

らなかった。ただし，先行するＳＤ2，ＳＸ2が明治初めの遺物を含んでいたことから本遺構が近

代以降のものであることは間違いない。

・・・・・ＳＢ２ＳＢ２ＳＢ２ＳＢ２ＳＢ２（（（（（第第第第第３３３３３６６６６６図図図図図）））））

　本建物跡は調査区東部北端に位置する。南側でＳＤ4と，東側でＳＸ1と，西側でＳＤ5，ＳＤ

6，ＳＸ4とそれぞれ切り合っている。切り合い関係よりいずれの遺構よりも本建物跡が後につく

られている。また，溝状遺構の項で前述したようにＳＤ5とＳＤ6は本来続いていたものであった

が，本建物跡と重複していたＳＤ５の部分が残って，本建物跡の外にあたるＳＤ6の部分が石組み

の石を抜き取られ廃絶されたのは本建物跡ができたあとのことと考えられる。よって本建物跡はＳ

Ｄ6と同時期に存在したと考えられるＳＢ3，ＳＢ4よりも新しいことになる。

　本建物跡はさらに北側の調査区外へ続いているが，検出した部分は桁行12.6ｍ，梁行6ｍである。

構造は周囲に幅75㎝，深さ90㎝ほどの溝を掘り，その中に拳大の石を詰め，ところどころに一辺40

㎝程度の方形の石を配している。南東角にはこうした石を4個数き並べている。また，心心で270ｃｍ

ごとに梁行方向にも溝を掘り4列が確認できる。こちらは幅50㎝，深さ15ｃｍのごく浅い溝で石も比

較的平らで一抱えほどあるものを一石のみ埋置している。前者のものが建物の外壁の基礎で，後者

のものは建物内の部屋の間仕切りの基礎であろうか。そうすると幅270㎝，奥行き540ｃｍ，すなわち

1間半×3間の部屋が並んでいたことになる。

　本建物跡に伴う遺物は出土しなかった。

・・・・・ＳＳＳＳＳＢＢＢＢＢ３３３３３　　　　　（（（（（第第第第第３３３３３７７７７７図図図図図）））））

　本建物跡は調査区中央部の南半部に位置する。西側でＳＤ9と，北東名でＳＤ6と接し，東側で

ＳＤ3と切り合っている。ＳＤ3とは切り合い関係から本建物跡が後からつくられている。溝状遺

構の項で前述したが，ＳＤ5はＳＤ1の延長であり，なおかつＳＤ6はＳＤ5の延長であり，その

石組みの抜取り痕であるが，これが本建物跡の北東角へ接していることから，ＳＤ1，ＳＤ5，Ｓ

Ｄ6と本建物跡は本来一体のものであったと考えられる。本建物跡は南側へさらに調査区外へ続い

ているが，現状で南北桁行方向に13.5ｍ，東西梁行方向に6ｍを確認した。本建物跡は南北２つの

部分から成り立っている。北半部には北面と東面に石組の溝が廻っている。長さは北面は415ｃｍ，東

面は330㎝で幅は北面が30㎝，東面で25ｃｍである。北面の溝は暗渠であったと思われるが北側の石組



みは2段積まれているの対して，南面は1段のみで，1段目の上端あたりに石の蓋がされていた。

深さは蓋下端から底部まで20㎝である。東面の溝は屈曲部から3.4ｍ南東へ延び，そこで立石状の石

で塞がれて終わっている。これらの石組み溝の内側25㎝から30㎝ほどに石の詰まった溝が石組み溝

に沿うように廻っている。溝は幅60㎝，深さ30㎝ほどで石組の溝と同様鍵形に屈曲する。上部には

拳大から一抱えほどの石を隙間無く詰めている。南半部には東側に瓦が直線的に3.4ｍ並んで置かれ

る。おそらく本来は石組みがあったものと思われる。瓦の幅が36㎝であることからおそらく溝の幅

も同じであったろう。この瓦列の40ｃｍ内側にも幅75～90㎝ほどの溝が廻っており，北半部と同様に

北端で鍵形に西へ折れている。底部には一抱えほどもある石が1～2石埋置され，上部には拳大の

河原石を隙間無く詰めている。そしてところどころに上端が1辺50㎝の正方形の石が置かれている。

また，心心で360㎝ごとに梁行方向にも溝を掘り2列が確認できる。北側の溝については幅45㎝，深

さ35㎝で，底部に礫を詰め，上部に比較的平らな35㎝角はどの石を配している。

　このように本建物跡は南北2つの部分に分かれるが全体として1つの建物であり，周囲の石組溝

の切れる部分が入口であったと思われる。本建物跡を廻る溝は前述のように場所によって形状が異

なるが建物の周囲の雨落ちの排水溝であると思われる。その内側の石の詰まった溝は建物の基礎と

思われ，1辺が50㎝の正方形の石が柱の礎石でその間の部分に壁があったものと思われる。ただし，

この雨落ち溝及び石の詰まった溝は建物跡の北面と東面にしか巡っていない。前述のように南側部

分については調査区外へ続いているため定かではなく，西側部分についてはＳＤ9と接している。

溝状遺構の項で述べたようにＳＤ9には本来石垣があったと思われ，特に東側の石垣については裏

込め状に大量の石が詰められており，なおかつ根石には一抱えもある河原石を2列以上配して根固

めをしている。しかし，西側にはこうした裏込めがみられず，根石も径5㎝程度の小石を帯状に配

するのみである。こうした東西両岸の構造の違いは明らかに上屋構造の違いに由来するものと思わ

れる。すなわち，東岸は上部の建物を支持するため堅固につくられていると考えられる。とすれば

本建物跡とＳＤ9は同時につくられ存在したと考えられ，ＳＤ9の東岸が本建物跡の西側の基礎に

なっていたと考えてよかろう。

　本建物跡は全体としてみると心心で360㎝，2間間隔で梁行方向に建物の基礎が入っており，これ

は建物内の部屋の間仕切りの基礎であろうか。そうすると幅360㎝，奥行き450ｃｍ，すなわち2間×

2間半の部屋が並んでいたことになる。

　本遺構に伴う出土遺物は東面の雨落ち溝の石組の石の抜取り穴から近代の型紙刷りが出土してい

るが，前述のように本建物跡はＳＢ4双びＳＤ9と同時につくられた可能性が高いためＳＢ4と同

様，明治の初めから昭和にかけての遺構と考えられる。

・・・・・ＳＳＳＳＳＢＢＢＢＢ４４４４４　　　　　（（（（（第第第第第３３３３３８８８８８図図図図図）））））

　本建物跡は調査区中央部の北半部に位置する。西側でＳＤ9と接し，東側でＳＫ13と切り合って

おり，北側でＳＫ14～ＳＫ20と重複している。切り合い関係や出土遺物からいずれも本建物跡が後

からっくられている。本建物跡は北側へさらに調査区外へ続いているが，現状で南北方向に10.8ｍ，



東西方向に8.3ｍを確認した。建物跡は東面と南面に石組の溝が廻っている。溝は瓦敷きで東面に9.9

ｍ，南面に5.8ｍ伸び，幅30㎝，深さは12㎝前後である。溝の石組みは1石のみである。瓦敷き溝の

石組みのすぐ内側に幅1ｍ程度，深さ60㎝の溝が廻っている。溝の底部には一抱えほどもある石が

２石ばと埋置され，上部には拳大の河原石を隙間無く詰めている。そして建物跡の南西角部に上端

のユ辺が50㎝の正方形の石を置きそこから180㎝（1問）間隔の場所には同様の石が据えられている。

瓦敷き溝は北端が最も高く，次第に高度を減じＳＸ5に至っている。建物の周囲の雨落ちの排水溝

であると思われる。その内側の石の詰まった溝は建物の基礎と思われ，180ｃｍ（1間）間隔に配され

た1辺が50㎝の正方形の石が柱の礎石でその間の部分に壁があったものと思われる。ただし，この

瓦敷き溝及び石の詰まった溝は建物跡の東面と南面にしか巡っていない。前述のように北側部分に

ついては調査区外へ続いているため定かではなく，西側部分についてはＳＤ9と接している。前述

のようにＳＤ9の東岸は上部の建物を支持するため堅固につくられていると考えられるから，ＳＢ

3の場合と同様にＳＤ9の東岸が本建物跡の西側の基礎になっていたと考えてよかろう。すなわち

本建物跡とＳＤ9も同時につくられ存在したと考えられる。また，本建物跡の性格としては，ＳＢ

2やＳＢ3と異なり梁行方向には礎石や基礎などの構造物は一切みられないことから，塀だけが巡

るような中空のスペース，つまり倉庫のようなものが想定できよう。

　本建物跡の瓦敷き溝の埋め土からは磁器34点，陶器6点，焼締め2点，土師質瓦質土器2点，ガ

ラス製品1点及び金属製のボタン1点が出土した。磁器34点のうち銅版印刷の蓋物が1点，型紙刷

りの碗が8点，皿が10点，瓶2点，クローム青磁が2点と近代以降の遺物が23点ある。うち1点は

昭和のものであり，本建物跡はその頃まで機能していたものと思われる。

（（（（（４４４４４）））））井戸井戸井戸井戸井戸

・・・・・ＳＥ１ＳＥ１ＳＥ１ＳＥ１ＳＥ１（（（（（第第第第第２２２２２８８８８８図図図図図）））））

　本井戸は調査区北東部に位置する。ＳＤ2と切り合っており，切り合い関係より本遺構が後から

つくられている。建物跡の項で前述したようにＳＢ1との関係は明確でない。径210㎝の円形の掘り

方に人頭大ほどの石が詰め込まれた状態で見つかり，これらの石を撤去すると約75ｃｍ下がった所に

一旦段差がついていた。そこには1辺が90ｃｍで隅を落としたような厚さ23㎝ほどもある平らな巨石

を確認した。この石をチェーンブロックを使って撤去するとその下から井戸の掘り方が見えさらに

人頭大ほどの石が詰め込まれていた。この石を取り除いていくと上端から125㎝下がったところから

木製の井戸枠が確認された。井戸枠は腐食が著しくまた十分掘り下げられなかっためで構造は明確

でなかったが，縦方向に板材を入れているのがわかった。分析の結果，板材はヒノキ属の生木であ

った。なお深さは190ｃｍまでしか掘り下げなかった。

　本井戸内からは磁器2点，陶器4点，土師質瓦質土器1点，瓦11点が出土した。磁器のうち1点

は近代の型紙刷りである。なお，丸釘が1本出土したが木片が付着しており，井戸枠を止めるため

に使用していたものと思われる。出土遺物の数が少ないため井戸のつくられた時期は明確でないが，

本井戸に先行するＳＤ２やＳＸ２からも型紙刷りの遺物が出土しているから近代以降の遺構である



ことは聞違いない。

・・・・・ＳＥ２ＳＥ２ＳＥ２ＳＥ２ＳＥ２（（（（（第第第第第１１１１１７７７７７図図図図図）））））

　本井戸は調査区西端の中央部に位置する。南側でＳＫ35と，西側でＳＫ36とそれぞれ切り合って

おり，ＳＸ10の下層にある。切り合い関係から本井戸がＳＫ35，ＳＫ36より後につくられている。

井戸内は拳大から人頭大の石で埋められており，周囲には径140㎝の範囲で掘り方が確認された。上

から徐々に石を取り除いていったが上部には井戸枠が遺存しておらず，80㎝くらい掘り進んだとこ

ろで木枠を確認した。埋め石があったことからその場所までは少なくとも井戸であったことは確実

で，井戸の上部には枠がなかった可能性が高い。井戸は径60㎝でヒノキ属の生木の板材を縦方向に

使用し井戸枠としていた。遺存状態が悪かったことと崩落の危険があったため深く掘り下げなかっ

たことからそれ以上の構造はよくわからなかった。

　本井戸の掘り方及び埋め石の中からは陶磁器・焼締めが90点余り，土師質瓦質土器・瓦が20点ほ

ど出土した。新しいものは18世紀後半から19世紀初めにかけての筒型碗，広東碗の蓋，高台内に銘

のある山内町筒江窯の皿，関西系の土瓶などが出土した。本井戸に先行するＳＫ35の遺物が18世紀

後半まで，ＳＫ36の遺物が18世紀前半までであるから，本井戸がつくられたのは18世紀後半と思わ

れ，廃絶したのは19世紀初め頃と思われる。

・・・・・ＳＥ３ＳＥ３ＳＥ３ＳＥ３ＳＥ３（（（（（第第第第第３３３３３９９９９９図図図図図）））））

　本井戸は調査区西端の中央部に位置する。井戸内は人頭大から一抱えほどある石で埋められてお

り，周囲には径170㎝の範囲で掘り方が確認された。井戸は径70ｃｍで漆喰で枠がつくられていた。漆

喰の枠には28㎝おきに継ぎ目が見られ，掘り方の範囲で一旦井戸を掘り下げたのち漆喰で円柱状に

つくった枠を下から順に積みながら掘り方を埋めていったものと考えられる。なお深さは1ｍ程度

までしか掘り下げなかった。

　本井戸の掘り方の埋め土からは陶磁器・土器類が22点出土した。一番新しいものは18世紀末から

19世紀初めにかけての碗2点である。本井戸がＳＥ2と近接しており，構造的にはＳＥ2が木枠で

あるのに対して漆喰枠を使用し明らかに新しい形態を持っていることから，ＳＥ2の代替としてそ

の廃絶の直後につくられた可能性がある。すなわち前述のようにＳＥ2の廃絶が19世紀初め頃と考

えられることから，その頃につくられた可能性がある。

（（（（（５５５５５）））））その他の遺構その他の遺構その他の遺構その他の遺構その他の遺構

・・・・・ＳＸ１ＳＸ１ＳＸ１ＳＸ１ＳＸ１（（（（（第第第第第４４４４４０００００図図図図図）））））

　本遺構は調査区の東部中央に位置する石列である。東側でＳＤ2と切り合っており，切り合い関

係より本遺構が先行している。ＳＤ2をまたいで南東方向から北西方向にかけて9.8ｍあまりが確認

されたが，本来の形状は不明である。面は南側を向いてそろっているが土層断面をみると石の前後

に掘り方があり，幅115ｃｍほど溝状に掘ってから埋め置いたことがわかる。石は1石のみである。前



面に溝状の遺構は確認できず裏込め状のものもなかったことから，何らかの境界施設等と考えられ

る。

　本遺構に伴うと思われる遺物は出土せず，遺構の時期についてもＳＤ2以前のものであ

ることし

かわからない。

・・・・・ＳＸ２ＳＸ２ＳＸ２ＳＸ２ＳＸ２（（（（（第第第第第２２２２２８８８８８図図図図図）））））

　本遺構は調査区東端に位置する石組みの枡状遺構である。西側でＳＤ2と接し，ＳＢ1－Ｐ3と

切り合っている。切り合い関係からＳＢ1－Ｐ3より本遺構が先行している。本遺構はその位置や

形状からＳＤ2に付属する施設であることは間違いなく，おそらく同時につくられ使用されていた

ものと思われる。形状及び規模は上端の内法は1辺が120㎝×150㎝の長方形で，底部内法も同様で

ある。本遺構は規模に大小はあるものの45㎝×25ｃｍ×30ｃｍほどのレンガ状の切り石を積み上げてっ

くられており，底部にも大きさはまちまちであるが上面が平らな石を敷き並べている。ＳＤ２に接

する西面の北部分の天端の石が積まれておらず，ＳＤ2に対しての通水口になっている。本遺構の

位置が調査範囲の一番東端にあたることから，本遺構の東側の状況が明らかでなく，本遺構への流

入経路は不明である。この枡の性格については，ＳＤ2に対しての通水口が枡の上部についている

ことから汚水の浄化枡のような意味合いが考えられる。また，通水口のレベルまでは当然水は溜ま

っていたはずであるから，あるいは貯水槽のようなもので，洗い物等に供されていたのかもしれな

い。

　本遺構からの出土遺物は磁器10点，陶器5点，焼締め2点，土師質瓦質土器11点，瓦3点である。

磁器には近代の型紙刷りの碗が含まれており，本遺構もその頃のものと思われる。

・・・・・ＳＸ３ＳＸ３ＳＸ３ＳＸ３ＳＸ３（（（（（第第第第第５５５５５図図図図図，，，，，第３０図）第３０図）第３０図）第３０図）第３０図）

　本遺構は調査区の北東部に位置する柱穴群である。Ｐ1からＰ4はＳＢ1とＳＢ2の問に，Ｐ5

はＳＢ2の南175㎝にそれぞれ位置し，Ｐ3はＳＫ2とＰ5はＳＤ4とそれぞれ切り合っている。切

り合い関係からＰ３は後からっくられているが，Ｐ5については明確でない。Ｐ1は上端は長径70

㎝，短径40㎝の長円形で，底部も長径5.5㎝，短径28㎝の長円形である。深さは南部でもっとも深く

20㎝である。底部に］辺15㎝の石が置かれ，その横に径20㎝の柱痕が残っていた。Ｐ1からは土師

質瓦質土器３点が出土した。Ｐ2は上端は長径58㎝，短径36㎝の長円形で，底部は径27㎝の円形で

ある。深さは中央部でもっとも深く26㎝である。径14㎝の柱痕が半円状に残っていた。Ｐ3は上端

は長径70㎝，短径35㎝の長円形で，底部も長径50㎝，短径20㎝の長円形である。深さは中央部でも

っとも深く20㎝である。底部に一辺16㎝の石が置かれ，その横に径17㎝の柱痕が残っていた。Ｐ4

は上端は長径48㎝，短径40㎝の長円形で，底部も長径35㎝，短径26㎝の長円形である。底部は全体

に平らで深さは20㎝である。底部に一辺20㎝の石が置かれているが，柱痕は残っていなかった。Ｐ

5は上端は長径55㎝，短径35㎝の長円形で，底部も長径50㎝，短径25㎝の長円形である。深さは西

部でもっとも深く12㎝である。底部に一辺15㎝の三角形の石が置かれ，その横に径14㎝の柱痕が残



っていた。柱穴間の間隔はＰ1－Ｐ2，Ｐ2－Ｐ3が心心で180㎝，Ｐ1－Ｐ4が170㎝である。こ

れらの柱穴群は構造が同じであることや位置が近いこと，一部直線上に並んでいるものもあるため

同一の構造物の柱穴である可能性がある。しかしその性格については明らかでない。なお，分析

の

結果Ｐ3の柱痕はヒノキ属の生木であった。他の柱痕も同様であると思われる。

・・・・・ＳＸ４ＳＸ４ＳＸ４ＳＸ４ＳＸ４（（（（（第第第第第９９９９９図図図図図）））））

　本遺構は調査区のほぼ中央部の北よりに位置する不明遺構である。北側でＳＫ9と切り合ってい

る。切り合い関係は明確でなかったが，出土遺物より本遺構が後からつくられている。長さ5ｍ，

幅最大280㎝，深さ25㎝ほどの不定型な溝状の窪みに，拳大の砕石が詰まっていた。東側はＳＢ2と

接していて，ＳＢ2の西側の基礎石列と本遺構の砕石群が混ざり合うような出土状況であった。

　本遺構の性格であるが不整形であることや深さも全体に浅いことから，ゴミ穴等の遺構とは考え

にくい。何かの原因でできた窪地を整地し均すために砕石が入れられた可能性が考えられる。では

その整地がなされた時期についてであるが，砕石群の中から出土した遺物の中に近代の型紙刷りの

ものが入っていることから近代以降に行われたものであることは間違いない。

　本遺構からは数十点の陶磁器等の遺物が出土したが，前述のように整地に伴って混入したもので

あると思われるため詳しく報告はしない。

・・・・・ＳＸ５ＳＸ５ＳＸ５ＳＸ５ＳＸ５（（（（（第第第第第４４４４４２２２２２図図図図図）））））

　本遺構は調査区中央部やや面よりに位置する石組の枡状遺構である。南をＳＢ3，北をＳＢ4，

西をＳＤ9に接しており，3者に囲まれた位置にある。建物跡の項で前述したようにこの3者は同

時につくられ機能していたと考えられ，本遺構もこれらの３者に付随する施設で一体のものである

ことは間違いなかろう。形状及び規模は内法が上端，底部とも150㎝×105㎝の長方形である。本遺

構は規模に大小はあるが40㎝×25ｃｍ×30ｃｍほどの角柱状に切り出された石が，南面と東面の一部に

は1段，他の部分には２段それぞれ積み上げられていた。しかし，1段の部分は後ろの土の部分が

露出しており，おそらく全体に2段積まれていたものが一部抜き取られた状態を示していると思わ

れる。底部には石は敷かれていなかった。また，ＳＤ9に接する西面の２段目の石が一つ，上にず

らされており，ＳＤ9に対しての通水口になっている。ＳＢ3の北面を廻る暗渠が本遺構の南東隅

で開口していたと思われ，またＳＢ4の瓦敷き雨落ち溝も本遺構の北東隅に接続していた。本遺構

の底部の北東部分には65㎝×35ｃｍ×32ｃｍの下部をアーチ状に切り抜いた切り石が転落していたが，

出土状況や規模から判断してＳＢ３に伴う暗渠の開口部の石ではないかと思われる。本遺構の性格

については，２軒の建物跡の雨落ち溝が注いていることや，通水口が枡の上部についていることか

ら排水の浄化枡のような意味合いが考えられる。また，通水口のレベルまでは当然水は溜まってい

たはずであるから，あるいは貯水槽のようなもので，ＳＸ２同様洗い物等に供されていたのかもし

れない。

　本遺構からの出土遺物は磁器18点，陶器2点，焼締め2点，銭貨1点，ガラス製品1点である。



磁器18点のうち近代の型紙刷りの碗が4点，皿がＳＸ5－1，2をはじめ9点，銅版印刷の腕1点

である。銭貨は明治26年の青銅製５銭硬貨である。また，ＳＢ4の瓦敷き雨落ち溝と本遺構が接合

する箇所にレンガの細片が15点埋められていた。長さのわかるものはなかったが，すべて幅10.5㎝，

厚さ5.5㎝であり，いずれも大正14年にレンガのＪＥＳ規格ができる前のものである。明治30年代前

後からレンガ造りの本格的な展開がなされレンガも大量生産の時代を迎える。　本遺物も平の部分に

ワイヤーカットの痕跡が見られることから明治30～40年代の大量生産の時代のものである。そのレ

ンガは明らかに再利用されたものであるから，本遺構もそれ以後にも機能していたことになる。

・・・・・ＳＸ６ＳＸ６ＳＸ６ＳＸ６ＳＸ６（（（（（第第第第第１１１１１４４４４４図図図図図）））））

　本遺構は調査区の南西部に位置する埋甕遺構である。口径32.4ｃｍ，器高27.2ｃｍ，底径14.1ｃｍの瓦

質の甕を口縁部を下にして埋置してあった。底部には河原石がはまり込んで割れており，もともと

底部が割れていたのか，廃棄する際に石を投げ込んで割ったのかは判然としない。また，本遺構の

周辺には粘質土が張られており，甕も口縁部はその中に埋められていた。さらに掘り方が確認でき

なかったことから，床張りと甕を埋める作業は同時に行われたものであろう。粘質土がわざわざ本

遺構の周囲にのみ張られていたことから，本遺構は何らかの水周りの施設と考えられる。名古屋城

跡の類例　では「甕を伴う土坑」には「口縁を上に向けた状態」のものと「口縁を下に向けた状態」

のものがあり，後者は甕の内面に「付着物はみられなく，汚水等を一時蓄え，地面に吸収させるた

めの汚水処理用の施設の一部」であると報告されており，また，これらは底部が打ち欠かれている。

こうした施設は「断続的に小量の汚水を出す，『手水鉢』等と組み合わされ設置された」とされてい

る。これを受けて広島城遺跡県庁前地点で出土した埋甕遺構もこうした施設と報告されている。県

庁前地点で出土したものは土師質であり，本遺構の瓦質のものとは胎土は異なっているが，器形は

類似しており，同様の施設と判断してよかろう。もしこうした考えが正しいなら，甕の底部はもと

もと打ち欠かれて無かったことになろう。

　なお，本遺構に伴うと思われる遺物は出土しなかったため，遺構の時期については明らかでない。

・・・・・ＳＸ７ＳＸ７ＳＸ７ＳＸ７ＳＸ７（（（（（第第第第第１１１１１４４４４４図図図図図）））））

　本遺構は調査区の南西部，ＳＸ6の西240㎝に位置する埋嚢遺構である。肥前の嚢を口縁部を上に

して埋置してあったが甕自体は東半分しか遺存しておらず，規模等は明確でないが，現状で底部

13.6㎝，高さ23.0㎝であった。周囲が砂地だったためか掘り方は確認できず，おそらく甕大の穴を掘り

そこに埋置したものであろう。県庁前地点で出土した甕やＳＸ6は土師質瓦質土器であったが本遺

構では陶器が用いられている点が異なっているものの，性格は類似したものが考えられよう。

　なお，本遺構に伴うと思われる遺物は出土しなかったが，本遺構に使用されている甕は17世紀後

半から18世紀の肥前のものであり，遺構もこの頃のものであろう。

(10)

（9）



・・・・・ＳＸ８ＳＸ８ＳＸ８ＳＸ８ＳＸ８（（（（（第第第第第１１１１１６６６６６図図図図図）））））

　本遺構は調査区の面よりに位置する石組遺構である。北東部でＳＫ34と切り合っており，切り合

い関係より本遺構が先行する。東西320㎝，南北210㎝の長方形の掘り方の縁辺に石を積み並べてい

る。石積みは最大でも2石分しか遺存していなかった。東側が比較的残りがよい。石積みの内法は

上端で東西240㎝，南北130㎝の長方形，底部では東西230ｃｍ，南北120㎝の長方形である。本遺跡で

出土した近世の石組み遺構の中では最もしっかりした構造であり，断ち割って土層断面を確認した

ところ床面の下は自然堆積層でこれより下に遺構面はなかった。地下室のような遺構かとも考えら

れるが，遺構の床面に薄くではあるが粘土層が確認されたことや，他都市の例川などから水溜めの

ような施設の可能性もある。

　断ち割りトレンチ内の石組み根石の直下からＳＸ8-1が出土した。1630～70年代の伊万里の青

磁の鉢であった。また，遺構の埋め土の中からは70点余りの陶磁器と数点の土器が出土した。ＳＸ

8-10は焼塩壼の蓋で内側に明瞭な網目痕がある。ＳＸ8-11は薬研と思われ，中央に四角い穴が

あく。石製に似せるためか表面には灰泥が塗られているが土製である。出土遺物のうち最も新しい

ものはＳＸ8-2の中国・清代の色絵の小圷で，18世紀後半から19世紀前半のものである。また，

1780～1810年代の端反碗の前の段階の碗も数点出土している。さらに本土坑より後につくられたＳ

Ｋ34から出土した最も新しい遺物が18世紀末から19世紀初めのものであった。これらを考え合わせ

ると本遺構の廃絶時期も1800年前後と考えられよう。

・・・・・ＳＸ９ＳＸ９ＳＸ９ＳＸ９ＳＸ９（（（（（第第第第第２２２２２５５５５５図図図図図）））））

　本遺構は調査区の北西隅部に位置する柱穴群である。Ｐ4はＳＤ13の下層にある。Ｐ1は上端は

長径42㎝，短径36㎝の長円形で，底部も長径32㎝，短径25㎝の長円形である。底部は平らで深さは

全体的に30㎝であり，中央部に20㎝角はどの石が埋置されていた。石の天端はＴ．Ｐ．192㎝である。

Ｐ1からは陶器2点，土師質瓦黄土器1点，瓦1点が出土した。陶器はいずれも17世紀前半のもの

で1点は砂目の唐津の皿である。Ｐ2は上端は長辺60㎝，短辺50㎝の隅丸長方形で，底部は径35㎝

の円形である。底部は平らで深さは全体的に58㎝であり，中央部に20㎝角はどの石が埋置されてい

た。石の天端はＴ．Ｐ．192㎝である。Ｐ2からは遺物は出土しなかった。Ｐ3は上端は長径56㎝，短

径50㎝の長円形で，底部は径35㎝の円形である。底部は平らで深さは全体的に60㎝で，Ｔ．Ｐ．176㎝

である。Ｐ3からは磁器1点，陶器5点，土師質瓦質土器6点，瓦15点，銭貨1点が出土した。陶

磁器のうち生産年代の明らかな3点はいずれも17世紀代のものである。土師質瓦質土器には焼塩壼

が2点含まれている。銭貨は永楽通宝である。いわゆる天正永楽で天正かち慶長期に鋳造されたも

のであろう。Ｐ4は上端は径46㎝の円形で，底部も径36㎝の円形である。底部は平らで深さは全体

的に44㎝で，Ｔ．Ｐ．190㎝である。Ｐ4からは陶器3点，焼締め1点，土師質瓦質土器10点が出土し

た。陶器，焼締めには19世紀代のものが含まれる。

　Ｐ1とＰ3からはいずれも17世紀代の遺物が出土しているのに対してＰ4からは19世紀代の遺物

が出土している。Ｐ1－Ｐ2は心心で160㎝，Ｐ2－Ｐ3は同じく130㎝，Ｐ3－Ｐ4は同じく100㎝



である。Ｐ1，Ｐ2，Ｐ3がセットの可能性がある。しかし，調査区の端であり全体が出土してい

ない可能性や，遺物の量が少ないことから明確ではない。

・・・・・ＳＸ１０ＳＸ１０ＳＸ１０ＳＸ１０ＳＸ１０（（（（（第第第第第３３３３３３３３３３図図図図図）））））

　本遺構は調査区の西側部分に広く広がる石刻遺構である。北東から南西方向に伸びる部分とそれ

に接続するように北西から南東方向に伸びる部分がある。前者は調査区外へさらに伸び，後者は南

端はＳＫ32付近で消滅している。さらに伸びていたかどうかは不明である。前者は40㎝角ほどの一

抱えほどの大きな石や5ｃｍほどの礫を幅75㎝，15ｍにわたって敷き並べている。図面ではＳＤ10の

部分まで8ｍ25㎝しか描かれないが，現場ではＳＤ9土から調査区北端まで確認した。後者は5㎝

ほどの礫を幅40㎝，全長12ｍにわたって敷き並べている。たいへん多くの遺構の上層にあり，これ

らのすべての遺構よりも後からつくられている。したがって本遺跡で最も新しい遺構のひとつと考

えられる。遺構の性格については塀あるいは溝のような構造物の基礎ではないかとも思われる。し

かし，本遺構に伴うと思われる他の部分の構造が全くわからないため明確でない。また，交差する

部分が直角に交わらないこともその性格をさらに不透明にしている。

　本遺構の礫内及び下からは陶磁器・土器類が十数点出土した。陶磁器はいずれも近世のものと思

われるが，本遺構よりも先行しているＳＤ9からは近代の型紙刷りが出土しており，建物跡の項で

も前述したように昭和まで機能していた可能性もあることから，本遺構はそれ以降のものである。

・・・・・ＳＸ１１ＳＸ１１ＳＸ１１ＳＸ１１ＳＸ１１（（（（（第第第第第４４４４４１１１１１図図図図図）））））

　本遺構は調査区の南東隅に位置する不明遺構である。長さ120㎝，幅120㎝にわたって確認した。

その性格については不明である。また，本遺構に伴う遺物は出土しなかった。

３．３．３．３．３．小結小結小結小結小結

　ここでは，本遺跡の遺構のうち10点以上の実測可能な土師質瓦質皿が出土したものにっいて整理

をしてみる。

　ＳＫ22出土の土師質瓦質皿は口径によって大きく7.7ｃｍ以上とそれ以下に分けられる。ＳＫ22-74

は遺存している口縁部から判断して前者のグループに含まれる。7.7ｃｍ以上のグループ（Ａ）は色調，

胎土，成形にそれぞれ異なった特徴を持っており細分できない。このグループの特徴としてＳＫ22-

71以外は口縁部にススが大量に付着し，灯明皿として使用されたことが明確である。7.7㎝以下のグ

ループはさらに体部が外湾し口径も6㎝以上あるグループ（Ｂ1）とそれ以外（Ｂ2）に細分され

る。Ｂグループは口縁部の遺存状態が悪いものが多いが，明らかにススの付着はないか又は少なく，

Ａグループとは異なる使用方法が想定される。ところがＳＫ22-71のみは口径は大きいもののスス

が付着せず注目される。なお，図示しえなかった残りの13点のうちＡと思われるものが6点，うち

口縁部が5点でススの付着するものが2点，Ｂと思われるものが6点，うち口縁部が2点でススの



SK22-71

SK22-72

SK22-73

SK22-74

SK22-75

SK22-76

SK22-77

SK22-78

SK22-79

SK22-80

5.5

5.1

5.3

不明

4.1

4.6

4.5

4.7

4.0

（5.1）

底部径 器　高

1.4

1.6

1.3

不明

0.8

1.0

0.9

1.0

1.0

0.8

色　調

黄褐色

橙褐色

白色

灰白色

肌色

茶褐色

茶肌色

橙褐色

橙茶色

肌色

糸切り回転

右

右

右

右

右

右

不明

右

右

右

ス　ス 口縁部遺存

2／3

完形

完形

1／5

完形

1／3

1／ 2

1／ 2

1／ 6

1／ 3

口縁部径

8.4

8.1

7.7

不明

5.4

（5.7）

（5.8）

6.1

（5.3）

（6.7）

直線的

直線的

内湾気味

直線的

内　湾

内　湾

内　湾

外　湾

内　湾

外湾気味

体部径状 グループ

A

A

A

A

B2

B2

B2

B1

B2

B1

なし

大量

大量

大量

1か所

なし

少量

なし

なし

なし

付着するものは1点であった。さらにＳＫ36出土のＣタイプと同種のものが1点あった。
　ＳＫ25出土の土師質瓦質皿は口径によって大きく10㎝程度以上のグループ（Ａ）と7ｃｍ以下のグ
ループ（Ｂ）に分けられる。Ａグループはさらに12.6㎝以上のもの（Ａ１），11㎝前後から11.9㎝の
もの（Ａ2），9㎝から10㎝前後のもの（Ａ3）に細分される。Ａ1はＳＫ25-5の1点のみである。
Ａ２はＳＫ25-6～12までの7点ある。それぞれは胎土や器形が少しずつ異なっているように見受．
けられさらに細分できる可能性もある。しかしいずれも色調は白色から灰肌色系で似通っており，
何よりいずれの個体にも口縁部には大量のススが付着している。そのためＡ2は灯明皿として使用
されたことが明らかである。Ａ3はＳＫ25-13と14の2点である。器形はＡ2に近いがいずれも橙
褐色を呈する。1点にはススが付着するが1点には見られない。しかし，いずれも口縁部の遺存率
が悪いため，ススが付着している可能性もある。ＢはＳＫ25-15～18の4点である。Ｂは底径が広

SK25-5

SK25-6

SK25-7

SK25-8

SK25-9

SK25-10

SK25-11

SK25-12

SK25-13

SK25-14

SK25-15

SK25-16

SK25-17

SK25-18

7.7

5.6

6.6

5.2

6.0

7.0

（5.9）

（7.3）

（5.3）

（5.7）

5.6

4.4

（5.4）

（5.5）

2.2

2.2

1.8

2.3

2.2

2.3

1.9

2.2

1.9

1.9

1.0

1.3

1.0

0.9

右

右

右

右

右

右

右

右

右

右

左

右

右

右

2／3

完形

ほぼ完形

ほぼ完形

4／5

1／ 2

1／ 3

1／ 4

1／ 4

1／ 4

完形

完形

1／3

1／ 4

12.6

11.0

11.3

11.3

10.9

11.1

（10.9）

（11.9）

（  9.2）

（10.1）

  6.7

  6.5

（  7.0）

（  6.6）

内湾気味

内湾気味

内　湾

直線的

内湾気味

内　湾

内　湾

内湾気味

内　湾

内　湾

直線的

内　湾

直線的

内　湾

A1

A2

A2

A2

A2

A2

A2

A2

A3

A3

B1

B2

B1

B1

少量

大量

大量

大量

大量

大量

大量

大量

少量

なし

なし

なし

なし

なし

黄灰色

灰肌色

灰肌色

灰肌色

灰肌色

灰肌色

灰肌色

黄白色

橙褐色

橙褐色

黄白色

橙灰色

黄茶色

明灰色

底部径 器　高 色　調 糸切り回転 ス　ス 口縁部遺存口縁部径 体部径状 グループ



く器高が低い偏平なものと（Ｂ1），底径が狭く器高が高い（Ｂ2）ものとに細分できる。そしてＢ

はＡと対照的に口縁部にススが付着するものがなく，明らかに灯明皿以外の使用方法が想定される。

　ＳＫ30出土の土師質瓦質皿の13点の特徴については下表のとおりである。口径が8.0㎝以上のグル

ープと6.0㎝～7.0㎝前後のグループに大きく分けることもできるが，口径が8.0㎝以上のグループは

ＳＫ30-16と25の２点しかなくそれ以上の共通点はない。そこでここでは器形や胎土から分類して

みる。

SK30-16

SK30-17

SK30-18

SK30-19

SK30-20

SK30-21

SK30-22

SK30-23

SK30-24

SK30-25

SK30-26

SK30-27

SK30-28

5.1

4.6

4.6

4.2

（3.7）

5.6

4.5

4.7

（4.2）

（5.6）

4.0

5.0

（4.8）

1.5

1.0

1.1

1.2

1.0

1.2

0.9

1.1

0.9

1.6

1.0

1.1

1.2

右

右

右

右

右

右

右

左

右

不明

右

右

右

8.2

6.2

6.1

6.4

（6.0）

6.9

6.6

6.9

（5.9）

（9.7）

6.5

6.6

（6.3）

直線的

内湾気味

内湾気味

内湾気味

内湾肌

内　湾

内　湾

内　湾

内　湾

直線的

外湾気味

直線的

内　湾

A1

A1

A1

A2

A2

C

B

B

B

C

A3

A3

A3

橙褐色

橙黄色

橙灰色

肌灰色

灰色

白色

肌色

黄白色

濃肌色

黄灰色

肌灰色

肌灰色

濃肌色

底部径 器　高 色　調 糸切り回転 口縁部遺存口縁部径 体部径状

完形

完形

完形

完形

1／2

完形

3／4

2／ 3

ほとんどなし

1／3

2／ 3

6／ 7

ほとんどなし

若干

なし

若干

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

なし

ス　ス グループ

Ａ類：内面底部の凹凸が大きく，口径に対して器高が高いもの。体部は内湾し口縁端部は丸くおさ

　　　める。

　Ａ1：Ａ類のうち成形が丁寧で上質のもの。口縁部はきれいな円を描き色調はややオレンジ色が

　　　  かる。特にＳＫ30-17，18は大きさ・器形・成形方法ともに酷似し，出土時には合わせ口

　　　  状に口縁部が合わされた状態であった。ＳＫ30-16は体部が直線的であるがその他の特徴

　　　  からこのグループとした。

　Ａ2：Ａ類のうちＡ1と大きさ・器形・成形方法ともに似るが，若干つくりが粗いもの。色調も

　　　  肌灰色である。

　Ａ3：その他のＡ類のもの。色調や基本的な成形方法はＡ2に近いがさらに粗製のもの。体部が

　　　  内湾しないもの（ＳＫ30-26）や口縁端部を尖り気味におさめるもの（ＳＫ30-27）がある。

Ｂ類：内面底部の凹凸が小さく，偏平なもの。

Ｃ類：その他のもの。

　これらの土師質の皿はその多くが口縁部にススの付着が見られず，見られるものもほんのわずか

であり，長時間灯明皿として使用された痕跡はない。上述のような大きさや成形方法に様々な特徴

を持つものが混ざっているのであるが，いずれも灯明皿以外の目的で使用されたことは間違いない。

本土坑の特異な形状とも合わせてこれらの土師質皿の使用方法も考えなければなるまい。



ＳＫ36出土土師質瓦質皿は大きく口径9.0㎝以上のもの（Ａ），7.0㎝前後のもの（Ｂ），それ以

SK36-37

SK36-38

SK36-39

SK36-40

SK36-41

SK36-42

SK36-43

SK36-44

SK36-45

SK36-46

SK36-47

SK36-48

SK36-49

6.4

6.4

5.5

4.0

(6.1)

6.1

6.0

6.2

5.7

5.7

5.6

5.9

3.0

1.8

2.6

2.1

1.8

1.0

1.0

1.1

1.1

1.1

1.1

1.0

1.1

1.4

右

右

右

右

右

右

右

左

右

右

右

右

不明

10.1

13.4

10.1

9.0

(7.0)

7.0

7.1

7.1

6.9

7.1

(7.3)

7.6

4.7

直線的

内湾気味

内湾

内湾気味

内湾気味

内湾気味

直線的

直線的

直線的

直線的

直線的内

内湾気味

内湾

A

A

A

A

B

B

B

B

B

B

B

B

C

灰白色

灰白色

橙灰色

橙褐色

茶肌色

茶肌色

茶肌色

茶肌色

茶肌色

茶肌色

茶肌色

茶肌色

灰肌色

底部径 器　高 色　調 糸切り回転 口縁部遺存口縁部径 体部径状

1／2

2／ 3

1／ 3

1／ 2

1／ 3

完形

完形

完形

完形

完形

1／4

完形

3／4

大量

大量

少量

大量

なし

1か所

若干

若干

若干

若干

1か所

若干

なし

ス　ス グループ

下のもの（Ｃ）に分けられる。ＢはＳＫ36-41～48の8点である。これらには，色調が似る，胎土

に茶褐色の小粘土塊が混入している，ススが余り付着していない（使用方法が同じ），体部の立ち上

がりが直線的などの共通点が見られ明らかに同じ産地のものである。ただしＳＫ36-48のみが若干

口径，底径ともに大きい。逆にその他の5点はＳＫ36-49を除いて，ススが大量に付着しているこ

とを除げば類似性に乏しい。特にＳＫ36-49は器形も大きく異なる上全体に金箔らしきものの痕跡

も見られ，その性格は他のものとは異なるであろう。逆にＳＫ36-39は色調，胎土に茶褐色の小粘

土塊が混入していることなどが前者に類似しており，器形は異なるものの同一産地の可能性が高い。

いずれにせよ，同一産地のセットと思われる8点と他の5点の問には同じ土師質の皿でありながら

完全に使用方法が異なっていることが読み取れる。なお，その他の皿の破片37点のうち，Ｂと思わ

れるものが26点，色調・胎土が前者と異なり体部が長く立ち上がりのゆるやかなものが9点あった

ので，Ｂのセットはもう数枚あったものと思われる。

以上のようにこれらの土師質瓦質皿には遺構に関係なく一定の共通性が見られこのことについて

は「Ⅳまとめ」の章で述べたい。なお，現在の段階ではこれらの土師質瓦質皿については近世全体

として産地，器形，胎土などによる分類は困難であり，各遺構ごとに分類するにとどめた。

堀内秀樹「東京大学本郷構内の遺跡出土陶磁器の編年的考察」『シンポジウム江戸出土陶磁器・土器の諸問題Ⅱ』，江

戸陶磁土器研究グループ，1996

古泉弘『江戸の考古学』ニュー・サイエンス社，以下キセルの分類・編年はこれによる。

財団法人広島市歴史科学教育事業団『広島城県庁前地点発掘調査報告』1994、以下同地点に関する記述はこれによる。

永井久美男『近世の出土銭Ⅱ』兵庫埋蔵銭調査会1998，以下銭貨の分類・編年はこれによる。

両角まり「瓦質土師質土器類の分類について」『シンポジウム江戸出土陶磁器・土器の諸問題Ⅱ』，江戸陶磁土器研究

グループ，1996

注）注）注）注）注）

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）



君津郡市考古資料刊行会『富津陣屋跡発掘調査報告書』1997

両角まり「Ｃ1－ｄ－ホ系土師質塩壷類の形式学的検討」『シンポジウム江戸出土陶磁器・土器の諸問題Ⅱ』，江戸陶

磁土器研究グループ，1996

『新修広島市史』付図

日本産業遺跡研究会，文化庁歴史的建造物調査研究会『建物の見方・しらべ方　近代産業遺産』ぎょうせい，1998

愛知県埋蔵文化財センター『名古屋城三の丸遺跡（Ｉ）』1990

豊田裕章「関西における石積壙の諸問題」『第3回関西近世考古学研究会大会　近世都市の構造発表要旨』関西近世考

古学研究会，1991

（ 6 ）

（ 7 ）

（ 8 ）

（ 9 ）

（10）

（11）













































































































Ⅳ　ま　　と　　めⅣ　ま　　と　　めⅣ　ま　　と　　めⅣ　ま　　と　　めⅣ　ま　　と　　め
（（（（（１１１１１）））））遺構について遺構について遺構について遺構について遺構について

　本遺跡からは土坑56基，溝状遺構13本，建物跡4軒，井戸3基，その他の遺構11が確認された。

そのうち，時期の明確でない遺構もあるが，多くの遺構については遺構内から出土した陶磁器の生

産年代や切り合い関係からその時期を推測することができた。大部分の遺構については出土陶磁器

のうち最も新しいものによってその時期を判断しているため，必然的にその遺構の廃絶時期の上限

を示していることになり，必ずしもその遺構が機能していた時期を表しているものではないことを

付け加えておく。

　時期を推定できる遺構をまとめると以下の表のようになる。

　表－２　遺構年代表

（　）をつけたものは出土遺物の数が少なかったため明確にしがたかった遺構である。破線より右

の遺構についてはある程度の幅を持った時期しか特定できなかった遺構で，年代的には左の「年代」

欄にほぼ相当している。

　最も古い遺構は17世紀初頭のＳＫ56である。唯一の福島期の遺構であると思われる。絵図史料等

からは，この地域の開発が本格的に始まるのは浅野期になってからと考えられるが，福島期にも多

少の人の出入りはあったようである。逆に「寛永年間広島城下図」　等の絵図では浅野期の早い時期

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

SK56

SK45

SD3

SK25

SK30

(SK20)・(SK28)・(SK29)・SK36・(SK37)・
SK39・(SK41)・(SK47)・(SK49)・SK54・S
K55・SD7
(SK24)・(SK35)
SK15・SK17・SK18
SK16・SK22・SX 8
SK19・SE2・(SE3)
(SK51)・SJ52・SK53・(SD11)
DK40
SK1・(SK7)・SK8・SK9・SK12・(SK27)・
SK43・SK48・SD2・SD8・SX2
SK21・SD1・SD5・SD6・SD9・SD10・
SD12・SB3・SB4・SX5
SK6・SD10・SB1・SB2・SE1・SX4・
SX10

時期区分

17世紀初め
｡

17世紀前半

｢ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

1670

17世紀末

｣

18世紀初め
　　 ～前半

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18世紀後半
1780
1800

18世紀前半

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

19世紀初め
19世紀前半
1850

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

､

･

ｦ

年　代 遺　　　　　　　　　　　　　構

（SK4）
（SK13）

（SX7）
（SK14）

（SX9）

（SK34）
（SD13）

  SK2
（SK11）・（SK23）・SK44

SD4

（1）

ｧ

近代｢ｨ

近代｡

幕末



からこの地域は武家屋敷地としての地割りが行われていたことが知られるのであるが，17世紀代の

遺構はわずかしか確認できなかった。18世紀前半になると遺構の数が急増する。しかしながらＳＤ

7を除いた他の土坑はすべて調査区西端部に集中している。また，17世紀代からの遺構をすべて含

めてもＳＤ3・ＳＤ7の2本の溝状遺構以外はここへ集中していることになる。

　1729年の大火の後，城中への類焼を防ぐため，この地域の侍屋敷を撤去したとの記事が見られる　

ことからこの頃までには侍屋敷が設けられ人の居住が始まっていたことは確実であるが，出土状況

からみる限りそれは18世紀に入ってからであろう。

　18世紀末から19世紀初めになると調査区北西部に土坑が集中してつくられる。ＳＫ15・ＳＫ16・

ＳＫ17・ＳＫ18・ＳＫ19は出土陶磁器からは若干の時期差を認めているが，いずれも近接しており

出土状況や規模も類似しており，同時につくられたものである可能性も高い。いずれにしろ20～30

年までの短期間につくられたものである。また，ＳＫ22・ＳＫ35・ＳＸ8・ＳＥ2・ＳＥ3の各遺

構もいずれも調査区西側につくられている。19世紀前半をとおしてこの傾向はかわらない。

　ところが幕末になると，ＳＫ1・ＳＫ7・ＳＫ9・ＳＤ8などが調査区東部から中央部に現れる。

これらに加えてＳＫ8・ＳＫ12・ＳＤ2なども近代の遺物を若干含むものの幕末から近代初頭に機

能もしくは埋め戻されたものと考えられ，この時期明らかにこの地域の地割りが変化したことが例

える。そしてそれは明らかに「松原講武所」の設置によるものである。「松原講武所」は1864年に設

けられ，1871年まではその存在が確認できるため，　これらの遺構の上下限はこの頃と見てよい。特

にＳＤ2は出土位置や規模・方向，出土遺物からみても「松原講武所」に伴うものであり，おそら

く「松原講武所」の東端を区画する溝であったものと思われる。また，ＳＫ27・ＳＫ43・ＳＫ48な

ど調査区西側部分にも引続き遺構が認められるが，これらは前代までの武家屋敷地に伴うものであ

る可能性が高い。

　このように近世から近代初頭には武家屋敷地から「松原講武所」であった当該地区であるが，そ

の後広島が軍都へと変貌を遂げるにつれて軍用地となった。いつから軍の施設が置かれるようにな

ったのかは明確でないが，おそらく北練兵場が置かれた1875年　　頃であろう。したがって当遺跡で

出土した近代以降の遺構にっいてはおそらくすべて軍の施設に関するものと考えられる。

　遺構の章で前述したことをまとめるとＳＤ1・ＳＤ5・ＳＤ6はもともと１本の石組溝と考えら

れ，ＳＢ3の周囲の雨落ち溝の北東部に接続する。また，ＳＢ3・ＳＢ4及びＳＸ5・ＳＤ9・Ｓ

Ｄ12は一体のものとしてつくられている。すなわち近代以降のいずれかの時期にこれらの遺構が同

時に存在していたことは間違いない。時期的にはＳＸ5から明治26年の5銭硬貨が出土しているこ

と，ＳＢ4の瓦敷きの埋め土から昭和の磁器が出土していること，ＳＢ4から続く瓦敷きがＳＸ5

に接続する部分に明治30～40年頃のものと思われるレンガが埋められていることなどから考えて明

治中頃から昭和期頃の遺構と考えられる。また，これらの遺構の中でＳＢ3・ＳＢ4・ＳＤ9は城

の内堀や正方位とは無関係な方向を向いている。1894（明治27）年の地図　では当該地に射的場が

描かれており，その方向がこれらの遺構の向きと一致していることがわかる。時期的にも合致する

ことからこうした施設に伴うものである可能性もある。

（2）

（3）

（4）

（5）







　その他，ＳＢ1とＳＥ1はその位置関係から同時期に存在した可能性もあるが明確でない。また

ＳＤ1との前後関係も明確でないので前述の遺構群との前後関係も明確にしえない。しかし，ＳＢ

1は方向はＳＢ2と一致するためこれと同時期であった可能性はある。ＳＢ2とＳＤ5の関係につ

いても明確ではないが，ＳＢ2の内側にだけＳＤ5が遺存していたことから，ＳＤ5が先行し，そ

の後ＳＢ2がつくられたと判断した。また，ＳＤ10は土層観察の結果ＳＤ9の後につくられており，

ＳＸ10はＳＤ10の後つくられている。ＳＸ4はＳＢ2の建てられる前に整地したものと思われる。

こうしたことから

という順で建て替えが行われたものと思われる。

（（（（（２２２２２）））））土師質瓦質皿について土師質瓦質皿について土師質瓦質皿について土師質瓦質皿について土師質瓦質皿について

　本遺跡から出土した遺物のうちここではこれまで全く検討されてこなかった近世の土師質瓦質土

器について，特に皿と内耳土器について考察する。

　土師質瓦質の皿についてはその用途についていくつかのことが考えられる。まず食膳具としての

用途である。2つ目は灯明皿としての用途である。今回本遺跡からは大量の土師質瓦質皿が出土し

ているが，これらのうちには食膳具としては余りにも小さくかつ浅いものがある。これは幕末にな

るほど顕著になるが，例えばＳＫ51-26は復元口径が4.9㎝，復元底径は4.4㎝，器高はわずか0.6㎝

しかない。これでは食膳具としての機能を果たせまい。また，灯明皿としての機能であるが，本遺

跡出土の遺物には口縁部に大量のススが付着する一群があり，これらは間違いなく灯明皿として使

用されたものであろう。しかし一方でススが全く付着しないもの，あるいはおそらく灯明芯の痕と

思われるが１，２か所にわずかにススが付着しすぐに廃棄されたような一群がある。

　また，本遺跡の遺構から出土する土師質瓦質皿は口径が比較的大きく器高が高く，口縁部に大量

のススが付着するものと，比較的口径が小さく器高が低く，口縁部にはススが全く付着しないか，

しても少量のものの2種類がセットになっていることが多い。10点以上の実測可能な土師質瓦質皿

の出土したＳＫ22，ＳＫ25，ＳＫ30，ＳＫ36はすべてこうした傾向にある。その他の遺構でも同様

であり，こうした傾向は本遺跡で遺構の多い17世紀末から幕末まで通して見られる。

　このことは前述の機能に関する検討とあわせて考えると本遺跡出土の土師質瓦質皿には2種類の

用途を持ったものが常に併存しているということができる。1つは明らかに灯明皿である。このグ

ループの皿は前述のように比較的口径が大きく器高が高い。他の一群についてはいちがいにその機

能を決めがたい。しかし，「土師質土器供膳形態は日常の食事に使われた食器ではなく，遺構を埋め

戻す際の儀式の一環として埋められた土器」　との指摘や，岡遺跡の地鎮祭遺構　　での土師質皿の使

ＳＤ１・ＳＤ５・ＳＤ６・ＳＤ９

ＳＤ12・ＳＢ３・ＳＢ４・ＳＸ５

ＳＸ４ ＳＢ２

ＳＤ10→ＳＸ10

ＳＢ１・ＳＥ１？

（6） （7）









用例が参考になる。特に岡遺跡の例は本遺跡のＳＫ30における合わせ口状での土師質皿の出土状況

に類似しており，ＳＫ30の特殊な形状からも納得できる。このように何らかの儀式に使用するため

の特殊な皿と考えるなら，これらの一群が数個体が重なりあうように出土することや，全く使用さ

れた痕跡や破損の形跡を止めないままに土坑内に埋められていることが理解されるとともに，食膳

具としては余りにも小さく浅いものの存在も首肯できるのである。

　ここでは比較的口径が大きく器高が高いグループ（Ａ）と比較的口径が小さく器高が低いグルー

プ（Ｂ）に分けその変遷を整理してみた。前者がススの付着する灯明皿，後者がススの付着しない

それ以外の用途のものにほぼ当てはまる。しかし前者にもススが付着しないものもあり，今後の課

題であろう。また，後者の一群のものは儀式用ということもあってか時代が下がるとともに口径・

器高のより小さなものが現れてくる。

　また，成形方法についてはいずれもロクロ成形によるもので，今回観察した遺物の中には１点も

手づくね成形のものは見あたらなかった。糸切り痕も大部分は右回転で江戸遺跡などで左回転が多

い　ことと好対称をなしている。

（（（（（３３３３３）））））内耳土器について内耳土器について内耳土器について内耳土器について内耳土器について

　本遺跡からは土師質瓦質土器の「鍋」あるいは「焙烙」と考えられる遺物の一群が大量に出土し

た。これらは一般にその形状から器高の高いものを鍋，低いものを焙焼と呼ぶことが多かったが，

「ともに内耳を持っという意味から内耳土器として捉え」　るという両角氏の見解に倣い，本報告書

ではすべて「内耳土器」とした。また，内耳の有無が直接確認できない破片も多かったが，いずれ

も形状から内耳土器とした他，内耳が退化してなくなったものも「型式学的に，明らかに内耳を持

つ焙烙に連なるものであり」　　内耳土器として扱っている。

　本遺跡出土の内耳土器には大きく３種類ある。一つは口縁部が大きく外反するもの（Ａ），二つ目

は口縁部が短く外反するもの（Ｂ），最後に口縁部が外反しないもの（Ｃ）である。変遷表によれば

Ａタイプは近世初期には径が小さく器高が高いが，次第に口径が大きく，器高が低くなって行くこ

とが分かる。そしてさらに重要な点は内耳が次第に退化してゆくことである。19世紀前半のＳＫ52-

13では内耳を張りつけ穿孔するが穴は下まで貫通していない。ＳＫ52-14では内耳と思われる粘土

を貼りつけるものの耳状にはならず穿孔もしない。幕末のＳＤ8-117は口縁部は2破片2/3が遺

存するが内耳は確認できない。いずれにせよ，穿孔されないのであるから，本来の吊るすための機

能は無くなっているといってよい。江戸遺跡においてみられる内耳の消滅については囲炉裏に吊る

すのに適した形態から，煽炉に掛けるのに適した形態への変化，薪から炭への燃料の変化が関係し

ているとされる。　本遺跡でも煽炉が出土するのは幕末の遺構からのみであり，広島においてもこう

した都市化の傾向が19世紀になるとみられるということかもしれない。また，Ａタイプは幕末にな

ると体部が一旦内湾して口縁部に至る独特の器形になる。

　変遷表や表3に見るように，Ｂ，Ｃタイプについては出土例も少なく時期的にも限られた時期の

ものしか実測できなかったため，その変化については明確でない。Ｂタイプは口縁部と内耳を段差

（8）

（9）

（10）

（11）



なく平らに接着しようとし，花状の刻印を持つものがある。元々は外反させるつもりであったので

はなく内耳の接着時に抑圧によって外反してしまった可能性もある。Ｃタイプは土師質のものと瓦

質のものがある。花状の刻印を持つものがある。

表－３　遺構別内耳土器出土状況

遺構
時期
合計
A
B
C

SK15
1780
3
3
0
0

SD7

2
2
0
0

SK55

3
3
0
0

SK54

7
6
1
0

SK49

3
3
0
0

SK47

3
3
0
0

SK41

4
0
4
0

SK39

25
21
2
2

SK36

6
6
0
0

SK20

1
1
0
0

SK25
17世紀末

14
11
2
1

SD3
1670
3
3
0
0

SK30
18世紀初

1
1
0
0

18世紀初

遺構
時期
合計
A
B
C

SD8

4
4
0
0

SK48

1
1
0
0

SK43

7
7
0
0

SK12

1
1
0
0

SK40
1850
1
0
1
0

SK53

5
4
0
1

SK52

3
3
0
0

SK16

2
2
0
0

SD17
1780
2
2
0
0

SK22

13
7
0
6

SK51

5
2
2
1

合計

124
99
13
12

SK19
19世紀初

1
1
0
0

1800 19世紀前半 幕末

　表3からもわかるように時期によってこれらのグループの出土数に差異があるわけではなく，量

的には少ないながらもＢ，Ｃグループともに17世紀末から19世紀前半までみられる。ただ，幕末に

ついてはＡグループしか見られず，消滅した可能性もある。また，Ｃグループについては県庁前地

点の第2号溝状遺構からその系統に連なる可能性のある17世紀前半の遺物が出土している。

注）注）注）注）注）
（ 1 ）　広島市立中央図書館編『広島城下町絵図集成』1990

（ 2 ）　「知新集」『史跡広島城跡史料集成』第一巻，広島市教育委員会，1989

（ 3 ）　広島市『新修広島市史』年表

（ 4 ）　（3）と同

（ 5 ）　『新修広島市史』付図

（ 6 ）　鈴木康之「土師質土器椀」『概説　中世の土器・陶磁器』真陽社・1995

（ 7 ）　嶋谷和彦「“地鎮め”遺構の諸相」『第3回関西近世考古学研究会大会　近世都市の構造　発表要旨』1991

（ 8 ）　小林謙一「江戸在地系土器生産の成立に関する予察」『考古学研究』第41巻第2号，1994

（ 9 ）　両角まり「内耳鍋から焙烙へ」『考古学研究』第42巻第4号，1996

（10）（9）と同

（11）　長佐古真也「近世江戸市場の動向と窯業生産への影響」『東京大学本郷構内の遺跡　法学部4号館・文学部3号館建設

　　　地遺跡』





断面三角形、畳付
釉　
畳付釉　、砂熔着

断面三角形
畳付釉　、砂熔着
遺存せず
砂熔着

断面三角形
畳付釉　
畳付釉

砂熔着

畳付釉　

高台内釉　

畳付釉　

畳付釉　
内側の削り深い
畳付釉　

底部無釉　

畳付釉　

底部釉　

底部無釉

断面三角形、畳付
釉　
断面三角形、畳付
釉　
畳付釉　

畳付釉　
富貴長春
畳付釉　
富貴長春
底部無釉

蛇の目凹型高台
　　

SK2-1

SK7-3

SK8-2

SK8-9
SK8-47

SK8-67

SK8-69

SK9-6

SK12-7

SK12-20

SK12-21

SK12-25

SK13-5

SK15-3

SK16-28

SK17-2

SK17-21

SK17-36

SK17-46

SK18-12

SK19-71

SK19-73

SK21-1

SK21-2

5.7

(6.4)

-

-
-

-

5.6

6.4

-

(8.2)

(10.9)

7.3

10.9

-

8.5

-

-

-

-

-

(10.3)

(11.0)

(3.0)

14.0

水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸び口縁部に至る。小坏。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
びる。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸びる。
口縁部は強く外反する。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
びる。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸び、口縁端部は尖る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び口縁部に至る。
水平な底部から体部が直線的に外下方
へ伸び口縁部に至る。
体部は丸く袋状に内湾し口縁部が短く
外反する。合わせ口部釉　ぎ。胴部最
大径（12.2）cm。
水平な底部から体部が内湾しつつ外下
方へ伸び口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部は外湾する。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び口縁部に至る。
水平な底部から体部が直線的に立ち上
がる。外面に陰刻。
水平な底部から体部が内湾しつつ外下
方へ伸び口縁部に至る。
水平な底部から体部が直線的に外上方
へ伸びる。
脚部はハの字状に開き、皿部は内湾し
つつ外上方へ伸びる。
水平な底部から体部が直線的に外上方
へ伸びる。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸びる。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
びる。
水平な底部から体部が内湾しつつ外下
方へ伸び口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外下方に伸
び、口縁部はやや外湾する。
水平な底部から体部が内湾しつつ上方
に伸び袋状になり口縁部は外湾する。
徳利。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸び、口縁端部は玉縁状になる。皿。

2.9

2.7

-

-
3.7

2.3

3.4

2.2

-

-

（5.8）

2.6

4.8

4.7

3.2

-

3.4

4.5

7.0

3.2

6.5

（5.4）

5.6

8.5

2.1

3.1

-

-
-

-

1.0

3.0

-

-

2.4

4.1

7.0

-

2.5

-

-

-

-

-

2.0

3.0

17.8

3.4

番　号
寸　　法（cm）

口径 底径器高
文　様特　　　徴 高　　台

外―笹文

内―鳥文

外―大坂新町お
笹紅
外―星梅鉢文

内―竹文

外―不明

内―蝶文
外―不明
外―不明

内―不明
外―雲文？他
内―不明

内―四方襷文、
見込五弁花印判
なし

内外―かぶ文

外―不明

外―草文

外―枠なし渦福
内―五弁花印判
なし

内外―竹文

内―不明
外―龍文
外―不明

内―草花文

（　）は復元数値表 -4磁器観察表



畳付釉
　
畳付釉
焼成前の欠損あり
畳付釉
枠に渦福

高台内無釉

畳付釉

畳付釉

畳付釉
二重枠に「嘉」

畳付釉
内湾する

砂熔着

遺存せず
断面三角形、内湾
する、畳付釉
畳付釉

断面逆台形
畳付釉
砂熔着

無釉
砂熔着
断面三角形、内湾
する、畳付釉
無釉

畳付釉

断面三角形、畳付
釉　、大明年製
畳付釉　、二重枠
に渦福
内からのみ削り出
す、畳付釉
砂熔着
畳付釉　

断面逆台形
畳付釉
ハリ支え痕5カ所

SK21-3

SK21-4

SK22-16

SK22-18

SK22-33

SK22-38

SK25-1

SK25-2

SK27-2

SK29-3
SK30-1

SK30-2

SK34-2

SK34-4

SK36-1

SK36-10

SK36-11

SK36-15

SK36-16

SK37-2

SK39-14

SK40-4

SK40-7

9.7

10.0

（11.0）

（8.7）

8.1

（6.0）

14.5

15.0

7.0

（7.8）
（10.3）

（9.9）

10.0

11.5

-

（13.8）

（12.8）

6.4

-

（9.8）

（7.1）

10.8

25.1

水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸び口縁部に至る。碗。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部は外湾する。碗。
水平な底部から体部が外湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。

水平な底部から体部が内湾しつつ上方
に伸び袋状になり口縁部に至る。外面
に陰刻。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部が直立し口縁部に
至る。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。口縁端部に口
紅。型打ち成形。鉢。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。口縁端部に口
紅。うがい碗。
水平な底部から体部が直線的に外上方
へ伸び、口縁部は外湾する。
体部から口縁部はやや外湾する。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び、
口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部が直立し口縁部に
至る。合わせ口部釉　。
水平な底部から体部が直線的に外上方
へ伸び、口縁部は若干外湾する。
やや中央部の盛り上がった底部から体
部は内湾しつつ外上方に伸びる。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。
水平な底部から体部が直立し口縁部に
至る。口縁部釉　。型押し成形。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部は直線的に外上方
へ伸びる。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部が直線的に外上方
へ伸び口縁部に至る。口紅。

底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部は外湾する。焼継ぎ痕。

5.8

5.3

6.1

7.6

3.9

5.1

4.6

6.4

4.5

-
5.6

5.9

4.1

6.3

-

2.3

2.6

2.8

-

5.5

4.9

7.2

3.7

番　号
寸　　法（cm）

口径 底径器高
文　様特　　　徴 高　　台

内―輪棒文
外―草花文
内―輪棒文
外―草花文
内―四方襷文
見込五弁花印判
外―牡丹文
なし

内外―氷裂文

なし

内―タコ唐草文
　　七宝文
外―唐草文
内―植物文

なし

なし
外―不明

外―如意頭文

外―梅or桜文

なし

内―鳳凰文？

内―鶴文
外―不明
外―雨降文
　　鉄漿
外―雨降文

外―丸文

内―見込五弁花
外―竹文
外―沢潟文

内―不明
外―ほうき、植
物
内―楼閣山水文

4.0

4.1

4.6

（7.7）

2.7

（3.6）

7.9

5.1

2.2

-
4.3

4.1

6.8

4.3

8.6

（9.0）

（12.5）

2.7

4.1

（4.3）

（4.6）

5.2

14.0



SK41-2

SK41-2

SK41-13

SK41-3

SK43-10

SK43-6

SK44-16

SK44-18

SK48-5

SK48-7

SK48-10

SK48-11

SK48-12

SK49-2

SK49-10

SK51-2

SK51-17

SK52-5

SK52-8

SK53-9

SK53-15

SK53-16

SK54-19

（11.0）

（4.3）

-

（6.4）

（10.6）

-

8.7

11.1

（19.5）

6.8

-

8.1

10.5

10.2

（10.7）

-

（9.0）

-

-

-

（9.1）

（10.0）

（15.2）

底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部は直立し口縁部は
外反する。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸び口縁部に至る。型打ち成形。
口紅。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部は若干外湾する。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸びる。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。見込み蛇の目
釉　。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部が直立したのち内
湾し袋状になる。焼継ぎ。
底部から体部は内湾しつつ外下方に伸
び、口縁部は若干外湾する。焼継ぎ。

底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部は外湾する。焼継ぎ。

底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。色絵。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、袋状になる。
底部から体部は内湾しつつ外下方に伸
び、口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
びる。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
びる。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
びる。焼継ぎ。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸び、口縁部は外湾したのち内湾
する。口紅。

7.2

2.4

3.7

3.1

6.0

-

4.2

5.7

4.2

3.1

-

2.6

6.5

5.7

5.9

-

2.4

-

-

-

4.2

5.9

4.5

番　号
寸　　法（cm）

口径 底径器高
文　様特　　　徴 高　　台

（4.9）

（3.2）

-

（2.6）

（3.8）

4.0

3.0

6.0

（10.3）

2.1

5.7

3.1

4.4

4.5

4.6

5.4

（5.2）

3.5

3.2

（5.5）

3.4

5.5

（9.0）

外―唐草文

外―不明

なし

外―竹文

内―不明
外―並草葉文
内―五弁花
外―不明
内外―羊歯文

外―風景文

内―見込五弁花
　　印判、草花文
外―草花文
外―不明

外―蝶文、草花文

内―「寿」の変
　　形字？
外―花文
内―見込鞠挟み
　　文、口縁部
　　沙綾形文
外―獅子文
外―桜文

外―花文

外―不明

内―不明
外―蝶など
内―寿字花
外―花文
内―不明
外―鷺文
内―若松文
外―山水文、亀文
外―花卉文

内外―不明

外―唐草文
内―花唐草文
　　見込五弁花

畳付釉
砂熔着
底部無釉

畳付釉

断面三角形、畳付
釉　、砂熔着
畳付釉　、砂熔着

畳付釉

断面三角形、畳付
釉　
内の削りが浅い
畳付釉　、砂熔着
断面逆台形、畳付
釉　、砂熔着

砂熔着

底部無釉
碁笥底
畳付釉
不明銘

畳付釉
二重枠に「寿」の
くずし字

内湾する
畳付釉
畳付釉

畳付釉
砂熔着
畳付釉

断面三角形
畳付釉
畳付釉

内湾する
畳付釉
畳付釉

畳付釉
砂熔着
内湾する
畳付釉
二重枠に渦福



SK55-1

SK55-6

SK55-18

SK55-20

SK55-21

SD2-19

SD2-44

SD2-78

SD3-2

SD3-10

SD8-6

SD8-8

SD8-10

SD8-12

SD8-38

SD8-41

SD8-44

SD8-48

SD8-49

SX5-1

SX5-2

SX8-1

SX8-2

（13.0）

10.4

-

（13.4）

（13.3）

（11.4）

（10.1）

（22.1）

（10.4）

（13.2）

（8.9）

6.8

8.0

7.6

8.1

-

10.6

（8.0）

（9.4）

（11.4）

（14.4）

-

（7.9）

水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸び、口縁部に至る。型打ち成形。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。
腰部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。外面に陰刻。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。

水平な底部から体部は内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上
方に伸び口縁部は外反する。

底部は緩やかに外上方に伸び腰部で内
湾し、口縁部は外湾したのち短く立ち
上がる。口縁部内面線彫り？
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。2種類の顔料で
文様を描く。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部は直線的になる。
底部は緩やかに外上方へ伸び、腰部で
内湾し、体部から口縁部は直立する。
外面体部に陽刻で圏線を表す。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上
方へ伸び、口縁部に至る。型打ち成形。
水平な底部から体部は直線的に外上方
へ伸び、口縁部は外湾する。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部に至る。
底部から体部は内湾しつつ外下方に伸
び、口縁部は外湾する。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部は外湾する。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上
方に伸び口縁部に至る。型打ち成形。
見込みにハマ熔着痕。銅版印刷。皿。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上
方に伸び、口縁部はやや外湾し、玉緑
状におさめる。型紙刷り。皿。
体部は内湾しつつ外上方に伸び口縁部
に至る。青磁。鉢。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸
び、口縁部は外湾する。色絵。小坏。

2.8

5.5

8.1

2.9

2.3

6.4

6.4

8.0

2.9

2.9

5.1

3.3

3.8

4.8

2.4

-

6.3

2.5

6.0

2.8

4.9

-

4.2

番　号
寸　　法（cm）

口径 底径器高
文　様特　　　徴 高　　台

内―唐草文の陽
刻
なし

なし

内―植物文
外―唐草文
内―見込五弁花
　　植物文
外―唐草文
外―松文

外―不明

内―松文
外―唐草文

内―不明

内―不明

外―もみじ文

外―不明

なし

なし

内―山水楼閣文

内―不明
外―不明
内―不明
外―雨龍文
内―寿文
外―植物文
内―寿文
外植物文
内外―花文

内―草花文

外―草花文の線
　　彫り
外―文字文

（7.9）

4.3

-

（8.4）

（8.0）

4.8

4.3

10.7

（4.8）

（6.4）

3.9

2.6

3.7

3.4

5.2

6.6

5.7

3.3

3.9

7.6

8.6

-

（2.5）

畳付釉
砂熔着
内湾する、畳付釉

畳付釉

断面三角形、畳付
釉
断面三角形、畳付
釉　、砂熔着

畳付釉
砂熔着
畳付釉

蛇の目凹型高台
砂熔着、二重枠に
渦福
砂熔着

内側の削りが深い

畳付釉

畳付釉
砂熔着
畳付釉
砂熔着

畳付釉　砂熔着、
打ちの削りが浅い
畳付釉

畳付釉
砂熔着
砂熔着

畳付釉
不明銘
畳付釉

蛇の目凹型高台

蛇の目凹型高台

遺存せず

畳付釉



黄白色

橙褐色

橙褐色

淡黄白
色
灰茶色

灰茶色

橙茶褐
色
黄茶色

茶褐色

黒茶色

赤褐色

赤褐色

茶褐色
灰色

橙褐色

茶褐色

黄褐色

淡橙褐
色
淡橙褐
色
橙黄色

黄茶色

灰色

表 -5　施釉陶器観察表 （　）は復元数値

番　号
寸　　法（cm）

口径 底径器高
特　　　徴 釉　　薬高　台 露胎部

灰釉
淡緑灰色
灰釉
灰色
鉄釉
茶褐色
灰釉
淡緑灰色
白化粧土
透明釉

鉄釉
茶褐色
鉄釉
茶褐色
灰釉
黄褐色

白化粧土
銅緑釉
白化粧土
透明釉
白化粧土
透明釉
鉄釉

不明
灰釉
淡緑灰色
鉄釉
茶褐色
鉄釉・藁灰釉
青灰褐色
透明釉

灰釉
緑灰色
灰釉
黄灰色
外 -鉄釉
黒褐色
内 -藁灰釉？
白色
鉄釉
黄褐色
鉄釉
茶褐色

糸切り底

内の削り
が浅い
輪高台

遺存ぜず

なし

糸きり底

遺存せず

内の削り
が浅い

外に面取
り
施釉

外に面取
り
遺存せず

遺存せず

施釉

三日月高
台
施釉

施釉
畳付釉

内の削り
が深い
遺存せず

体部は内上方へ直線的に伸びる。

底部は水平に伸びる。見込みに笹文。

体部は内湾しつつ外上方へ伸びる。

口縁部は強く外反する。

つまみが付く。体部は内湾しつつ外下方
へ伸び、口縁端部は外反する。鉄釉・緑
釉で文様描く。
底部中央に焼成前の穿孔。へそ欠損。

体部は袋状になり口縁部は直立する。口
縁端部に熔着痕。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。高台内「清水」の刻印。外面
に鉄絵。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
る。砂目痕。
体部は直線的に外上方に伸び、口縁部は
外反する。
高台をつくり出す。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。見込みにハマの熔着痕。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部に至る。見込み蛇の目釉　ぎ。
体部は直立し、口縁部は外反する。鉢？

底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
る。
水平な底部から体部は直線的に外上方へ
伸び、口縁部は外湾する。貝目痕2カ所。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
る。

水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び、口縁部は外湾する。見込み蛇の
目釉　。
体部は内湾しつつ内上方へ伸び袋状にな
り口縁部は直立し端部はT字状におさめ
る。

2.4

-

-

-

2.0

-

-

-

-

-

-

-

-
-

5.4

-

-

3.5

-

-

-

-

（4.4）

-

-

-

5.8

-

-

-

-

-

-

-

-
-

（18.6）

-

-

（11.5）

-

-

-

-

（4.9）

-

-

-

なし

4.6

-

5.3

11.5

5.9

11.9

-

-
6.9

（7.9）

-

5.4

5.0

4.9

（4.6）

（6.3）

-

SK7-10

SK8-108

SK8-143

SK8-164

SK11-2

SK13-36

SK14-5

SK14-7

SK15-14

SK15-15

SK15-17

SK15-20

SK15-21
SK16-42

SK16-51

SK17-75

SK18-26

SK19-74

SK19-76

SK19-89

SK19-96

SK19-99



黄白色

黄白色

橙褐色

黄橙色

茶褐色

緑橙色

橙褐色

黄茶色

黄白色

橙褐色

灰茶色

黄橙色

灰茶色

灰茶色

黄橙色

橙褐色

茶褐色

灰褐色

黄白色

赤褐色

黄白色

番　号
寸　　法（cm）

口径 底径器高
特　　　徴 釉　　薬高　台 露胎部

灰釉
淡黄緑色
灰釉
淡黄緑色
赤泥を塗る

鉄釉
茶褐色

白化粧土
鉄釉
黒褐色
灰釉
淡緑灰色

鉄釉-茶褐色
一部に銅緑釉
流し掛け
緑灰色
鉄釉
黒茶色
灰釉
淡黄緑色
淡釉
淡緑灰色
灰釉
淡緑灰色
鉄釉
黒褐色
灰釉
緑茶色
白化粧土
透明釉

藁灰釉
白褐色

柿釉
橙褐色

白化粧土
透明釉
白化粧土
透明釉
外 -銅緑釉
緑色
内 -灰釉
淡緑灰色
透明釉

灰釉
淡黄白色

貼付高台

明瞭に削
り出す
底部にヘ
ラ削り

碁笥底状
に削り込
む
畳付に白
化粧土

なし

碁笥底状
に削り込
む

底部ヘラ
削り
施釉
畳付釉　
糸きり底
砂目熔着
断面台形
輪高台
底部ヘラ
削り
施釉
畳付釉　
施釉
畳付釉　

明瞭に削
り出す
外面取り
内からの
み削り出
す、施釉
輪高台

施釉
砂熔着
明瞭に削
り出す

施釉
畳付釉　
底部ヘラ
削り

体部は内湾しつつ外上方に伸び口縁部に
至る。型押し成形。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
たのち袋状になり口縁部は外湾する。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部に至る。内側に返しを持ち
3カ所に切り込みがある。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部は強く外反し端部は直立す
る。把手が2カ所に付く。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部に至る。端部は玉縁状になる。見
込み蛇の目釉　。
最大径8.5cm。つまみあり。土瓶蓋。底部
から体部は内湾しつつ外下方に伸び、口
縁部は外湾する。返しがつく。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
た後袋状になり口縁部は短く直立する。
三つ足付。把手の取付け部は欠損。胴部
上半に線彫。
水平な底部から体部は直立し口縁部は強
く外反する。つまみ付。
水平な底部から体部が内湾しつつ外上方
に伸び口縁部は直立する、碗。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部は直線的になる。
外上方へ直線的に伸びる底部から体部は
内湾しつつ外上方に伸びる。
水平な底部から体部は直立し口縁部は強
く外反する。つまみ付。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。
底部から腰部は内湾しつつ外上方に伸び、
体部は外湾する。口縁部との境で内湾し
たのち一旦外湾しさらに内湾する。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部は外湾する。

底部から体部は内湾しつつ袋状に立ち上
がり、口縁部は内湾したのち短く外湾す
る。合わせ口部釉　。小壷。関西系。
底部は内湾しつつ外上方へ伸び、体部は
ほぼ直立する。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部は直線的になる。
底部から体部は内湾しつつ外下方に伸び
口縁部は強く外反する。飛びがんな。外
面に鉄漿を塗り分け、白化粧土で文様を
描く。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
る。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び、口縁部に至る。内側に返しを持つ。

-

7.2

1.5

7.9

8.0

3.5

12.0

2.2

7.4

3.2

-

1.3

-

5.8

6.3

4.8

-

6.8

3.8

-

1.1

-

4.4

6.1

（7.4）

7.3

なし

7.5

7.2

5.1

（3.6）

6.7

4.8

4.9

4.8

3.9

（4.3）

7.1

4.3

3.5

（5.2）

3.1

SK20-6

SK22-43

SK22-49

SK22-65

SK22-66

SK22-69

SK23-11

SK23-12

SK25-3

SK30-7

SK30-12

SK34-14

SK35-4

SK36-31

SK36-33

SK36-34

SK39-44

SK39-52

SK40-13

SK41-14

SK43-12

-

（11.0）

（9.6）

20.4

（20.5）

6.2

7.7

9.6

10.7

（8.4）

-

6.0

-

12.1

（11.0）

（6.4）

-

（10.9）

（13.3）

-

6.4



番　号
寸　　法（cm）

口径 底径器高
特　　　徴 釉　　薬高　台

黄灰色

黄灰色

黄白色

赤灰色

黄白色

黄褐色
～赤褐
色

灰色

橙褐色

黄白色

黄白色

肌色

赤褐色

黄白色

茶褐色

茶褐色

黄白色

黄白色

橙褐色

黄褐色

橙褐色
～黄褐
色
橙褐色

灰釉
淡緑灰色
銅緑釉
青緑色
灰釉
淡黄緑色
鉄釉
黒褐色
瀬戸黒釉
黒色
灰釉―暗緑灰
色、口縁部に
鉄釉を流し掛
け―茶褐色
鉄釉
黒色

低火度釉（柿
釉）橙褐色
灰釉
淡黄白色
鉄釉
黒褐色
灰釉
黄緑灰色
透明釉、緑釉
黄緑色
藁灰釉
灰色
藁灰釉
灰褐色

灰釉
灰色
灰釉
淡黄緑色
灰釉
淡黄緑色

灰釉
灰色

灰釉
緑灰色

藁灰釉
灰白色

鉄釉
茶褐色

水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び、口縁部に至る。外面ヘラ削り。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。見込み蛇の目釉　。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部に至る。見込みに銹絵。
水平な底部から体部は直立し口縁部は強く外
反する。つまみあり。
底部から腰部は内湾しつつ外上方に伸び
る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部は直立した後玉縁状におさめる。

水平な底部から体部が内湾しつつ外上方
に伸び口縁部は強く外反する。見込み蛇
の目釉　。
水平な底部から体部は直立し口縁部に至
る。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部に至る。
底部から腰部は内湾しつつ外上方に伸び体
部は直立する。茶入れ、瀬戸美濃。
緩やかに内湾し外上方に伸びる底部から
体部は直線的に外上方に伸びる。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
る。見込みに砂目痕。
底部から体部は緩やかに内湾しつつ外上方
に伸びる。内面口縁部と体部の境に段。皿。
体部は内湾しつつ外上方に伸び、口縁部
は若干外湾したのち内湾しつつ外上方に
伸びる。擂目7条
底部から体部は緩やかに内湾しつつ外上
方に伸びる。見込みに植物文の鉄絵。皿。
底部から体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部はやや外湾する。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部は直立する。外面に呉須で
山水文。

水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部は内側に溝を持って短く立
ち上がる。見込みに砂目積み痕3か所。
外上方へ直線的に伸びる底部から体部は
内湾しつつ外上方へ伸び口縁部は外湾し
たのち短く立ち上がる。三足付き。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。外面腰部に段あり。
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部は外湾し端部は内側へ突出する。
見込みに砂目痕。

底部ヘラ
削り

断面逆台
形
底部ヘラ
削り
内の削り
が浅い
輪高台

内の削り
が浅い

底部施釉

刻印有
外面取り
右回転糸
切り底
輪高台

断面逆台
形
内の削り
が浅い
遺存せず

内の削り
が浅い
施釉
畳付釉
明瞭に削
り出す
ハの字状
刻印
内外とも
削りが浅
い
輪高台

三日月高
台
施釉
砂熔着

露胎部

（8.6）

-

13.0

10.3

-

（24.0）

14.4

12.2

（10.5）

-

-

-

-

-

-

（11.2）

（9.0）

12.1

（26.5）

-

（10.1）

1.9

-

5.4

2.0

-

11.3

4.1

3.5

6.3

-

-

-

-

-

-

8.2

5.8

3.1

8.1

-

5.9

SK43-17

SK44-23

SK44-24

SK44-29

SK45-13

SK48-20

SK49-17

SK49-19

SK54-24

SK54-32

SK55-39

SK55-42

SK56-1

SK56-2

SK56-3

SD2-漆29

SD2-漆38

SD3-18

SD4-15

SD7-16

SD7-26

（3.0）

（4.2）

4.7

5.5

-

10.8

4.7

12.8

5.1

3.6

（12.3）

（4.2）

（4.6）

-

4.8

4.9

5.0

4.4

11.7

4.9

5.0



番　号
寸　　法（cm）

口径 底径器高
特　　　徴 釉　　薬高　台

黄橙色

黄白色

灰白色

灰白色

橙褐色

黄褐色
～茶褐
色

橙褐色

黄白色

茶褐色

茶褐色

茶褐色

黄白色

黄白色

赤褐色

橙褐色

灰釉
暗緑灰色
低火度釉（緑
釉、鉄釉）
灰釉
淡緑灰色

灰釉
淡緑灰色

灰釉
緑灰色

灰色
緑灰色、一部
白濁

灰釉
緑灰色

鉄釉
黄褐色
鉄釉
茶褐色
白化粧土
透明釉、緑釉
黄褐色
白化粧土
透明釉

灰釉
淡青緑色

灰釉
淡青灰色

鉄泥
紫褐色

鉄泥
赤褐色

水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。
家型をした置物。屋根には花が付き、柱
にはつるが巻きついている。
底部から体部は緩やかに内湾しつつ外上
方に伸び、その後袋状に内上方へ屈曲す
る。口縁部は短く外湾する。注口と把手
の取付け部2カ所を貼り付ける。外面に
鉄絵。
底部から体部は外湾しつつ外下方に伸
び、口縁部は外湾する。返しがつく。つ
まみが欠損。SD8-69の蓋
底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部は外湾する。外面に白化粧土で文
様。
碁笥底状の底部から腰部は緩やかに内湾
しつつ外上方に伸びる。体部は直立し口
縁部は強く外反する。底部内側につまみ
を持つ。
碁笥底状の底部から腰部は緩やかに内湾
しつつ外上方に伸びる。体部は直立し口
縁部は強く外反する。底部内側につまみ
を持つ。SD8-106と同種の大型品。
円板状の体部につまみが付く。蓋。

袋状の体部から口縁部は直立したのち。T字
状におさめる。内面格子タタキ目。壷。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。内面底部と体部の境に段を持
つ。見込みに砂目積痕。皿。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びる。皿。

底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部に至る。外面に鉄絵。碗。

底部から体部は内湾しつつ外上方に伸び
口縁部は直立する。碗。

水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸び口縁部に至る。返しを持つ。灯明
皿。
水平な底部から体部は内湾しつつ外上方
へ伸びその後袋状になる。口縁部は短く
直立する。外面体部上半に線彫り。壷。

断面三角
形
遺存せず

碁笥底

なし

薄手

底部はヘ
ラ削り

底部はヘ
ラ削り

なし

遺存せず

断面逆台
形
外面取り
断面逆台
形
外面取り
高台脇に
平坦面を
持つ
薄く小さ
く明瞭に
削り出す
糸切り底

底部ヘラ
削り
刻印

露胎部

-

-

8.7

9.7

(7.7)

11.4

13.8

なし

-

-

-

（9.6）

（7.3）

（11.8）

（12.7）

-

-

12.8

-

5.5

3.0

4.1

1.0

-

-

-

5.4

4.3

2.4

11.7

SD7-27

SD7-29

SD8-69

SD8-70

SD8-91

SD8-106

SD8-107

SD8-110

SX8-3

SX8-4

SX8-5

SX8-6

SX8-7

SX8-8

SX8-9

4.7

-

7.4

7.3

（3.6）

4.9

4.9

4.3

-

-

7.9

3.6

（2.4）

（3.7）

8.0



表－6　焼締め陶器観察表

番　号 胎土

（　）は復元数値

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

（20.6）

11.1

-

-

-

-

-

-

-

-

-

（19.4）

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

（8.9）

6.4

10.7

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

6.9

2.4

-

-

-

-

-

-

寸　　法（cm）

口径 底径器高
特　　　徴 色調 焼成

やや
軟調
軟調

やや
軟調
やや
軟調
軟調

やや
軟調

やや
軟調
軟調

堅緻

堅緻

やや
軟調
軟調

やや
軟調

やや
軟調
やや
軟調
堅緻

軟調

堅緻

堅緻

軟調

堅緻

堅緻

SK9-46

SK15-23

SK15-24

SK16-54

SK16-55

SK16-56

SK16-57

SK16-58

SK17-76

SK17-77

SK17-78

SK17-79

SK18-38

SK19-110

SK22-70

SK25-4

SK34-15

SK36-35

SK36-36

SK41-17

SK45-20

SK47-10

器種産地

擂目9条

擂目9条？

擂目7条

擂目6条？見込みは
ウールマーク状？
外面口縁部に赤泥を
塗る。
擂目9条

擂目11条

擂目12条

擂目10条

擂目8条

擂目11条

擂目11条、全面に赤
泥を塗る。
擂目9条

擂目13条

擂目6条

外面に火襷。口縁部
大量のスス付着。
擂目8条、見込み中
央からアールを持っ
て外へ引く
擂目9条

口縁部下に熔着痕

擂目10条

擂目9条

擂目14条
見込み＊状

茶褐色

橙褐色

茶褐色

赤褐色

橙褐色

茶褐色

茶褐～
紫褐色
橙褐色

紫褐色

紫褐色

赤褐色

赤褐色

茶褐色

赤褐～
茶褐色
茶褐色

紫褐色

橙褐色

茶褐色

赤褐～
紫褐色
赤褐色

茶褐色

茶褐色

堺

堺？

堺？

堺？

堺？

堺？

堺？

備前系

中国地
方
中国地
方
備前系

堺系

堺

堺or中
国地方
堺？

備前

明石

中国地
方？

中国地
方？
堺？

備前

中国地
方

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

皿

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

擂鉢

1.5mm大の
砂粒含む
黄白色の粘
土塊含む
3mm大の砂
粒含む
4mm大の砂
粒含む
1.5mm大の
砂粒含む
3mm大の砂
粒、黄白色
粘土塊含む
2mm大の砂
粒含む
3mm大の砂
粒含む
3mm大の砂
粒含む
5mm 大の砂
粒含む
1mm大の砂
粒含む
1mm大の砂
粒若干含む
1mm大の砂
粒、黄白色
粘土塊含む
7mm大の小
石も含む
1mm大の砂
粒含む
1mm以下の
砂粒若干含
7mm大の小
石も含む

1mm 大の砂
粒含む
1mm大の砂
粒含む
1mm 大の砂
粒若干含む
2mm大の砂
粒含む
0.5mn大の
砂粒含む

18C?

18C?

16世紀末

17C後半
～18C

生産年代



番　号 胎土

（10.9）

-

-

-

-

-

寸　　法（cm）

口径 底径器高
特　　　徴 色調 焼成

堅緻

堅緻

堅緻

堅緻

堅緻

堅緻

SK49-20

SK49-21

SK53-28

SK54-33

SD7-38

SD7-39

器種産地

底部から口縁部まで
内湾しつつ外上方に
伸びる。糸切り底。
外面ヘラ削り。口縁
端部にスス付着。
擂目12条

擂目11条？

擂目14条

水平な底部から体部
は内湾しつつ外上方
に伸び袋状になる。
糸切り底。
擂目10条

関西～
中国地
方

備前

中国地
方
備前系
？
備前

備前

皿

擂鉢

擂鉢

擂鉢

茶入
れ

-

精緻

1mm大の
砂粒含む
2mm大の砂
粒含む
0.5mm大の
砂粒含む
0.3mm 大の
砂粒含む

3mm大の砂
粒含む

生産年代

（2.0）

-

-

-

-

-

（4.5）

-

-

-

6.5

-

茶褐色

茶褐色

茶褐色

茶褐色

茶褐色

茶褐色

16C末～
17C

17C～
18C前半

番　号

24.9

-

-

-

-

-

-

-

-

（8.2）

寸　　法（cm）

底径器高
色調

軟調

やや
軟調

良好

良好

良好

やや
軟調
軟調

軟調

良好

やや
軟調

SK9-47

SK12-46

SK13-16

SK22-81

SK22-82

SK30-15

SK36-50

SK36-51

SK39-57

SK39-58

器種

金雲母片
多く含む

1mm大の
砂粒含む

0.5mm大
の砂粒含
む

1mm大の
石粒も含む

0.5mm大
の砂粒含
む
1mm大の
砂粒含む
2mm大の
砂粒含む
5mm大の
石粒も含
む
1mm大の
砂粒含む
1mm大の
砂粒若干
含む

-

-

-

-

-

-

-

-

-

1.8

-

-

-

-

-

-

-

-

-

（4.3）

底径
黒灰褐色

黒灰色

内―灰茶色
外―黒灰色

内―灰色
外―黒灰色

黄灰色

灰色

内―橙灰色
外―黒色
黒色

黒灰色

淡橙褐色

体部は内湾しつつ袋状となる。
口縁端部で折り返し把手をつく
る。
口縁部は強く外反する。内耳
有無確認できず。内ナデ。外体
部に指頭圧痕。
体部は内湾しつつ外上方に伸び、
口縁部に至る。端部は平らにお
さめる。内外ともハケ目のちナ
デ一部指頭圧痕。
体部は内湾しつつ外上方に伸び、
口縁部に至る。端部は平らにお
さめる。内外ともナデ。
穿孔の間に花状の刻印あり。内
外ともナデ。

口縁部は強く外反する。

口縁部は強く外反する。内ハケ
目のちナデ、外指頭圧痕。
口縁部は強く外反する。内ハケ
目のちナデ、外指頭圧痕。
口縁部は強く外反する。内ハケ
目のちナデ、外指頭圧痕。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸びる。口縁部にス
ス付着。糸切り底。回転方向不
明。

　　　　　　　　　　　　　表－7　土師質瓦質土器観察表　　　　　　　（　）は復元数

値

特　　　徴 胎土
口径

焙烙
鍋

内耳
土器

内耳
土器

内耳
土器

内耳
土器

内耳
土器
内耳
土器
内耳
土器

内耳
土器
皿

29.5

-

-

-

-

-

-

-

-

-

焼成



番　号

（9.6）

（10.4）

（6.2）

-

8.1

（33.1）

-

（34.4）

5.7

27.7

-

4.5

（16.5）

（10.0）

寸　　法（cm）

底径器高
色調

軟調

良好

やや
軟調

軟調

軟調

軟調

軟調

良好

軟調

良好

軟調

良好

軟調

やや
軟調

SK39-59

SK39-60

SK39-61

SK40-14

SK40-15

SK41-18

SK43-22

SK43-23

SK43-24

SK44-35

SK44-36

SK44-37

SK44-38

SK45-21

器種

1mm大の
砂粒含む

0.5mm大
の砂粒若
干含む

2mm大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒含む
3mm大の
石砂も含む

1mm大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒含む

2mm大の
石粒も含
む

1mm大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒含む

2mm大の
砂粒多量
に含む

0.5mm大
の砂粒含
む

1mm大の
砂粒含む

0.5mm大
の砂粒含
む

1.9

2.6

0.9

-

3.3

-

-

-

1.0

25.5

-

1.8

-

1.9

6.6

（6.4）

4.9

-

3.7

-

（27.0）

-

4.2

26.7

25.0

2.8

-

（6.7）

底径
肌色～
灰肌色

灰茶色

黄白色

内―橙褐色
外―黒灰色
黄白色

内―橙褐色
外―黒灰色

橙褐色

黒灰色

橙褐色

橙褐色

黄褐色

橙褐色

灰色

橙灰色

水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸びる。口縁端部にス
ス付着。右回転糸切り底。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸びる。口縁部にスス
少量付着。糸切り底。回転方向
不明。
水平な底部から体部は短く直線
的に外上方へ伸びる。ススは付
着しない。糸切り底。回転方向
不明。
口縁部は短く外反する。内外ナ
デ。穿孔の間に花状の刻印あり。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方に伸び口縁部は強く外
反する。底部及び体部に穿孔あ
り（4カ所確認）。体部内面に円
形の貼付（2カ所確認）。右回転
糸きり底。
口縁部は短く外反する。内外ナ
デ。外指頭圧痕。穿孔の間に花
状の刻印あり。
水平な底部から体部は直立する。
高台を貼りつける。内ヨコナデ、
外ミガキ。外に赤泥。体部に焼成
前の穿孔。（1カ所確認）
底部から体部は内湾しつつ外上
方に伸び、口縁部は短く直立し
たのち強く外反する。内丁寧な
ナデ、外指頭圧痕。内耳の有無
確認できず。
ほぼ水平な底部から体部は短く
外上方へ伸びる。口縁部にスス
若干付着。右回転糸切り底。
水平な底部から体部は直立する。
体部に削り込みがある。高台は
貼りつけか。内ナデ、外ミガキ。
外に赤泥。内面体部上半に突起
が3カ所、体部下半正面に彫り
込み。高台に切り込み。
水平な底部から体部は直立する。
体部に削り込みがある。高台は
貼りつけか。内に網目痕、外ミ
ガキ。体部下半正面に穿孔2カ
所。高台に切り込み。
水平な底部から体部は外上方へ
直線的に伸びる。見込み部にへ
そを後付けする。型押し成形。
へその先端にススが若干付着。
体部から口縁部は内湾し袋状に
なる。体部中央には凸帯が貼り
つく。また、穿孔した外耳が1
つ確認できる。外下半にはススが
大量に付着。
体部は内湾しつつ外上方に伸び、
口縁部に至る。スス付着せず。
糸切り底。回転方向不明。

特　　　徴 胎土
口径

皿

皿

皿

内耳
土器
凉炉

内耳
土器

焜炉

内耳
土器

皿

焜炉

焜炉

平仄

焙烙
鍋

皿

-

-

-

-

-

-

-

（31.8）

-

-

-

-

（20.0）

-

焼成



番　号

-

-

-

（6.6）

26.5

（28.4）

-

-

9.4

9.5

-

6.9

6.6

（5.6）

（4.9）

-

寸　　法（cm）

底径器高
色調

やや
軟調

良好

やや
軟調

やや
軟調

軟調

やや
軟調

良好

良好

やや
軟調

やや
軟調

やや
軟調

やや
軟調

やや
軟調

やや
軟調

やや
軟調

やや
軟調

SK47-11

SK47-12

SK17-13

SK47-14

SK48-21

SK49-22

SK49-23

SK49-24

SK49-25

SK49-26

SK49-27

SK51-23

SK51-24

SK51-25

SK51-26

SK51-27

器種

0.5mm大
の砂粒含
む
0.5mm大
の砂粒含
む
1mm大の
砂粒含む

0.5mm大
の砂粒含
む

0.5mm大
の砂粒含
む

2mm大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒含む
1mm 大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒含む

2mm大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒多量
に含む
1mm 大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒含む

精緻

2mm 大の
砂粒含む

-

-

-

1.1

-

-

-

-

1.8

1.3

-

1.1

1.2

0.7

0.6

-

-

-

-

（4.5）

-

-

-

-

6.5

6.1

-

4.5

4.6

（5.1）

（4.4）

-

底径
黒色

黒灰色

黒色

橙茶色

黒灰色

黒灰色

橙灰色

灰色

茶褐色

黄白色

灰色～肌
色

肌白色

橙褐色

赤褐色

肌色

内―橙褐色
外―黒灰色

口縁部は強く外反する。内耳の
有無は確認できず。内ハケ目の
ちナデ、外指頭圧痕。
口縁部は強く外反する。内耳の
有無は確認できず。内外ともナ
デ。
口縁部は強く外反する。内耳の
有無は確認できず。内ハケ目の
ちナデ、外指頭圧痕。口縁部を
強くナデるため端部が下垂する。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。口
縁端部にススが点々と付着。右
回転糸切り底。
体部から口縁部は内湾し袋状に
なる。体部中央には凸帯が貼り
つく。また、外面体部上方に粘
土貼り付けによる把手がが2つ付
く。内及び外上半はナデ、外下
半は指頭圧痕。
体部は内湾しつつ外上方へ伸び
口縁部は強く外反する。内ハケ
目のうちナデ、外指頭圧痕。
口縁部は強く外反する。内ハケ
目のうちナデ、外指頭圧痕。
口縁部は強く外反する。内耳の
有無は確認できず。内外ともナ
デ。外指頭圧痕。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。口
縁端部にススが若干付着。右回
転糸切り底。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
スス付着せず。右回転糸切り底。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
スス付着せず。右回転糸切り底。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
スス付着せず。右回転糸切り底。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。ス
ス付着せず。右回転糸切り底。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
スス付着せず。右回転糸切り底。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
スス付着せず。糸切り底。回転
方向不明。
口縁部は短く外反する。内外ナ
デ。外指頭圧痕。

特　　　徴 胎土
口径

内耳
土器

内耳
土器

内耳
土器

皿

焙烙
鍋

内耳
土器

内耳
土器
内耳
土器

皿

皿

皿

皿

皿

皿

皿

内耳
土器

-

-

-

30.4

-

-

-

-

-

-

-

-

焼成



番　号

-

（34.0）

-

（6.9）

（6.6）

（28.0）

5.5

-

-

-

12.5

-

-

-

-

（11.7）

寸　　法（cm）

底径器高
色調

良好

良好

良好

やや
軟調

良好

良好

良好

良好

良好

やや
軟調

軟調

良好

軟調

やや
軟調

良好

やや
軟調

SK51-28

SK52-13

SK52-14

SK54-34

SK54-35

SK54-36

SD2-159

SD3-30

SD3-31

SD3-32

SD3-33

SD4-25

SD4-26

SD7-40

SD7-41

SD7-42

器種

1mm 大の
砂粒含む

0.5mm大
の砂粒含
む

0.5mm大
の砂粒含
む
1mm 大の
砂粒大量
に含む

1mm 大の
砂粒若干
含む
0.5mm大
の砂粒若
干含む
0.5mm大
の砂粒、
橙褐色粘
土塊含む
2mm大の
砂粒も含
む
0.5mm大
の砂粒含
む
0.5mm大
の砂粒含
む
1mm大の
砂粒含む

0.5mm大
の砂粒含
む
3mm大の
砂粒含む
0.5mm大
の砂粒含
む
1mm大の
砂粒含む

1mm大の
砂粒含む

-

-

-

（1.1）

1.0

-

1.1

-

-

-

2.4

-

-

-

-

2.2

-

-

-

（5.0）

5.1

-

4.2

-

-

-

7.3

-

-

-

-

6.5

底径
特　　　徴 胎土

口径
内耳
土器

内耳
土器

内耳
土器

皿

皿

内耳
土器

皿

内耳
土器

内耳
土器

内耳
土器

皿

内耳
土器

焼塩
壷
内耳
土器

内耳
土器

皿

焼成

体部は内湾しつつ口縁部に至り、
端部は丸くおさめる。外面にス
ス府付着。内外ナデ、外指頭圧痕。
底部から体部は内湾しつつ外上
方に伸び口縁部は強く外反し肥
厚させる。内耳は粘土の張りつ
けが少なく下まで穿孔しない。
内ハケ目のちナデ、外下半ハケ
目、中央部指頭圧痕及びハケ目、
上半ナデ。
口縁部は強く外反する。内耳は
粘土の張りつけが少なく穿孔は
しない。内外ともナデ。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。右
回転糸切り底。口縁端部1か所
スス付着。
水平な底部から体部は直線的に外
上方へ伸び口縁部に至る。右回転
糸切り底。スス付着せず。精製品。
口縁部は強く外反する。内外と
もナデ、外指頭圧痕。

水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。右
回転糸切り底。4か所にスス付
着。
口縁部は強く外反する。内ハケ目
のちナデ、外ハケ目のちナデ、
指頭圧痕。
口縁部は強く外反する。内耳の
有無は確認できず。内ハケ目の
ちナデ、外ナデ、指圧頭圧痕。
口縁部は強く外反する。内耳の
有無は確認できず。内ハケ目の
ちナデ、外ナデ、指圧頭圧痕。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。右
回転糸切り底。口縁部にススが
大量に付着。
口縁部は強く外反する。内ハケ
目のちナデ、外ナデ、指頭圧痕。

水平な底部から体部が直立し口
縁部に至る。
口縁部は強く外反する。内耳の
有無は確認できず。内ハケ目、
外ナデ、指頭圧痕。
口縁部は強く外反する。内耳の
有無は確認できず。内外ナデ、
外指頭圧痕。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
右回転糸切り底。内外に黒斑。
ススは付着せず。

-

（31.2）

-

-

-

（25.6）

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

灰色

黒色

灰黒色

橙褐色

灰茶色

黒灰色

橙褐色

内―黄灰色
外―黒灰色

黒灰色

黒灰色

黄白色

黒灰色

橙褐色

黒灰色

灰褐色

橙褐色



番　号

（9.2）

5.7

5.9

5.5

5.6

5.8

（42.4）

17.1

（24.3）

7.3

寸　　法（cm）

底径器高
色調

やや
軟調

良好

やや
軟調

やや
軟調

やや
軟調

やや
軟調

良好

やや
軟調

良好

軟調

SD8-111

SD8-112

SD8-113

SD8-114

SD8-115

SD8-116

SD8-117

SD8-118

SD8-119

SX8-10

器種

0.5mm大
の砂粒含
む

1mm 大の
砂粒含む

2mm 大の
砂粒含む

0.5mm大
の砂粒含
む
0.5mm大
の砂粒含
む
0.5mm大
の砂粒含
む
1mm 大の
砂粒若干
含む

5mm 大の
砂粒も含
む

精緻であ
るが2mm
大の砂粒
も含む
1mmの
砂粒含む

1.6

2.0

1.0

1.5

0.9

1.0

-

18.1

21.8

2.0

6.3

4.2

4.0

3.7

4.2

4.2

-

14.0

22.2

8.2

底径
特　　　徴 胎土

口径
皿

皿

皿

皿

皿

皿

内耳
土器

焜炉

焜炉

焼塩
壷蓋

焼成

-

-

-

-

-

-

（39.4）

-

29.5

-

水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
右回転糸切り底。口縁部にスス
少量付着。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
右回転糸切り底。口縁部にスス
少量付着。精製品。
水平な底部から体部は内湾しつ
つ外上方へ伸び口縁部に至る。
左回転糸切り底。口縁部にスス
付着。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。右
回転糸切り底。スス付着せず。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。右
回転糸切り底。スス付着せず。
水平な底部から体部は直線的に
外上方へ伸び口縁部に至る。右
回転糸切り底。スス付着せず。
体部は内湾しつつ外上方に伸び
短く立ち上がり口縁部は肥厚さ
せて強く外反する。内耳の有無
は確認できない。内ナデ、外指
頭圧痕。
水平な底部から体部は直立し、
口縁部は一旦平らな面をつくっ
た後漏斗状に下へ下がる。外面
口縁部やや下に貼りつけの把手
か。正面下部に開口部あり。脚部
は四隅に L 字状に付く。内ハケ
目、外ミガキ？
水平な底部から体部は内湾しつ
つ、立ち上がり袋状になる。ハの
字状に開く脚部を貼りつける。
内ハケ目、外ミガキ。
凹部に布目圧痕。

黄白色

黄橙色

橙褐色

橙褐色

橙褐色

橙褐色

黒灰色

内―橙灰色
外―黒灰色

内―橙灰色
外―黒灰色

橙褐色

　　　　　　　　　　　　　表－8　その他製品観察表　　　　　　　（　）は復元数値

番　号

SK7-12

SK23-13
SK23-14

SK23-17
SK39-62

SK45-22

キセル
吸い口
簪
鋲

碁石
キセル
吸い口
キセル
雁首

種類 材質

青銅

青銅
青銅

石
青銅
青銅

全長6.6。肩径1.0
厚さ0.1。吸口径0.45
現存長12.7、径0.15
全長3.8、径0.2
頭部径1.1
径 2.1、厚さ0.4
全長6.6、肩径1.0
厚さ0.05、吸口径0.3
全長5.2、火皿径1.25
厚さ0.05、首部径0.8

厚手でくびれが大きい

円板状の飾り部分で二股に分かれる。耳掻きが付く。
頭部は丸。体部は断面六角形。

黒

補強帯あり。

寸　　法（cm） 特　　　　　　　　徴



番　号

SK51-29
SK53-29

SK54-37

SK54-38
SD3-34
SX8-11

鍵
キセル
雁首
キセル
吸い口
釣針
碁石
薬研

種類 材質

青銅
青銅

青銅

青銅
石
土師質

寸　　法（cm）

全長16.4、肩径0.4
全長5.0、火皿径1.6
厚さ0.05、首部径0.9
全長5.6、肩径0.8
厚さ0.05、吸口径0.3
全長2.0、径0.2
径 2.0、厚さ0.5
直径（19.7）、中央穴2.6
× 2.8、厚さ4.1

特　　　　　　　　徴

両端を平らにする。

先端部が欠損。
黒。
表面に灰泥を塗る。露胎部は灰色から肌色。

　　　　　　　　　　　　　表－9　丸瓦観察表　　　　　　　　　　（　）は復元数値

瓦　　　　　　　当

（14.8）

13.9

13.7

15.1

（12）

16

（18）

11

直径（cm） 巴巻

SK43-25

SD2-160

SD2-赤18

SD2-赤19

SD7-43

径

瓦当厚
（cm）

2.5

2.3

2.1

2.4

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

3.8

高さ（cm）数

丸瓦厚
（cm）

全　長
（cm）番　号 珠　　　　　文

1.0

1.2

1.2

1.2

0.4

0.25

0.5

0.3

右

左

右

左

瓦当遺存せず

　　　　　　　　　　　　　表－10　平瓦観察表　　　　　　　　　（　）は復元数値

瓦　　当（cm）

SK2-2

SK47-15

SD2-赤20

SD7-43

番　号
上弧幅

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

上弧幅 厚さ 幅 厚さ 上部 下部 脇部 上部厚 下部厚

文様区（cm） 周　縁　幅（cm）
周縁高
（cm）

顎　部（cm）

不明

不明

4.1

4.2

不明

不明

4.1

4.2

不明

不明

4.1

4.2

不明

不明

4.1

4.2

不明

不明

4.1

4.2

不明

不明

4.1

4.2

不明

不明

4.1

4.2

不明

不明

4.1

4.2

不明

不明

4.1

4.2



SK5 1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

1
2
3

染付
染付or白磁

皿
？
土瓶

肥前
肥前
関西系

表 -11　SK5出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

特　徴 生産地器　種

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付
染付
白磁
白磁？
染付
染付

藁灰釉

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前から萩
福岡or中国地方
瀬戸美濃
関西系

1
2

◯3
4
5
6
7
8
9

◯ 10
11

うがい碗or皿
碗
小坏
小坏
蓋物
瓶
皿
碗
鉢
鳥水入れ
土瓶

特　徴 生産地器　種

SK8 1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 生産地

皿
皿
碗
碗
皿
碗
？
皿
皿
皿
皿
瓶
？
碗
鉢
碗
？
？
碗
小坏
碗
小碗
瓶
皿
碗
碗
碗
碗
碗
碗
皿
碗
碗
蓋
小坏
小坏
小坏
碗
？
？
碗
水滴or置物
蓋物
皿
水滴
瓶
碗
瓶
瓶
瓶
瓶
碗
碗
皿
皿
皿
皿
碗
碗
碗蓋
鉢
瓶
碗
小碗

表 -12　SK7出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

SK7

？

？

表 -13　SK8出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

特　徴

1
◯2

3
4
5
6
7
8

◯ 9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46

◯ 47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

景徳鎮窯
景徳鎮窯
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
徳化窯

青花
青花
染付？
染付
染付
染付or白磁
？
青磁
青磁
青磁
染付
染付
瑠璃釉
白磁
染付
染付
染付
白磁
色絵
染付
陶胎染付
白磁
青磁
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
白磁
染付
染付
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
染付
染付
染付
白磁
染付or白磁
染付
染付
染付or白磁
染付or白磁
染付
染付
白磁
青磁染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
青磁染付
白磁？

器　種

？



瓶
猪口
小碗
瓶
手塩皿
蓋物
瓶
瓶
段重
碗
広東碗
広東碗
鉢
鉢
皿
鉢
皿
鉢
広東碗
広東碗
広東碗
広東碗
広東碗
広東碗
碗
碗蓋
碗蓋
？
？
碗
碗
碗
碗
碗
？
？
碗
？
？
皿
？
皿
碗
皿
皿
？
皿
皿
碗
？
碗
皿
皿
壷or甕
甕
甕
皿
？
碗
？
碗
火入れ？
鉢
瓶
？
？
？
鉢
鉢
鉢
鉢
鍋
皿
？
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
皿
猪口
碗
？
？
？
？
？
？

65
66

◯　67
68

◯　69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103
104
105
106
107

◯ 108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142

◯ 143
144
145
146
147
148
149
150
151

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
瀬戸美濃
瀬戸美濃
瀬戸美濃
瀬戸美濃
瀬戸美濃
地方窯
？
？
？
？
瀬戸美濃
瀬戸美濃
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前？
肥前？
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前
福岡？
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系
肥前
肥前？
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

染付
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
染付
黄瀬戸
志野
鉄絵
鉄絵
鉄絵

呉器手

二彩手
二彩手

刷毛目
鉄釉

銅緑釉
刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目
鉄釉
刷毛目

鉄釉

色絵



152
153
154
155
156
157
158
159
160
161
162
163

◯ 164
165
166
167
168

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
白磁
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付

色絵

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前
肥前系
肥前系
肥前系
関西系
肥前
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前
瀬戸美濃
瀬戸美濃
瀬戸美濃
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

碗
碗
皿
碗
碗
小坏
瓶
瓶
小坏
碗
小坏
碗
手塩皿
鉢？
碗
手塩皿
？
皿
広東碗
広東碗
？
皿
端反碗
端反碗
端反碗
碗
端反碗
碗
碗
水甕
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
小碗

特　徴 生産地器　種

表 -14　SK9出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

SK9

1
2
3
4
5

◯　6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

SK11 1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付 碗
急須蓋
急須把手

肥前系
関西系
関西系

表 -15　SK11出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

特　徴 生産地器　種

表 -16　SK12出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

SK12 1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

1
2
3
4
5
6

◯　7
8
9

10
11
12

染付
染付
染付
染付
染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付

碗
小坏
碗
？
？
皿
碗蓋
碗
碗
碗
碗
碗

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前

特　徴 生産地器　種

1
◯2
3

？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
鉢
水甕
水甕
灯明皿
鍋

関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
瀬戸美濃
瀬戸美濃
瀬戸美濃
関西系
関西系



1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付
染付or白磁
染付or白磁
染付or白磁
青磁染付
青磁染付
染付
青磁染付

砂胎土目
刷毛目

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
福岡？
肥前
肥前
瀬戸美濃
関西系
関西系
関西系？

碗
？
瓶
？
碗
？
碗
碗
皿
甕
皿
碗
碗
土瓶
？

特　徴 生産地SK13

1
2
3
4

◯　5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

（◯は実測図を掲載したものである）

13
14
15
16
17
18
19

◯　20
◯　21

22
23
24

◯　25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35

◯　36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

皿
碗
碗蓋
小坏
紅皿
？
瓶
蓋物
碗蓋
碗
？
？
小坏
端反碗
端反碗
碗
？
碗
坏
？
？
？
？
平仄
急須把手
蓋
？
？
？
？
？
？
？

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
？
？

肥前系
肥前系
肥前系
関西系
瀬戸美濃
関西or瀬戸美濃
？
肥前
福岡？
肥前系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

器　種

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付
染付
青磁
染付
染付
染付
染付
青磁染付
青磁染付
格子叩き

刷毛目
刷毛目
二彩手刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目

肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系
関西系
肥前系
肥前系
肥前系

碗？
皿
灰おとし
碗
？
碗
？
碗
碗
甕
甕
皿
皿
皿
鉢
鉢
皿
土瓶
土瓶
擂鉢
擂鉢
擂鉢

特　徴 生産地器　種SK15

1
2

◯　3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

◯ 14
◯ 15
16

◯ 17
18
19

◯ 20
◯ 21
22

（◯は実測図を掲載したものである）表 -19　SK15出土遺物生産年代表

表 -17　SK13出土遺物生産年代表

染付
青磁染付
青磁染付
染付
白磁
染付
染付or白磁
染付
染付
染付
染付
？
染付
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
染付
鉄絵

刷毛目

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

色絵
染付
染付
白磁

呉器手
京焼風

有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前

水滴or置物
皿
碗
碗
壷or瓶
碗
碗

特　徴 生産地器　種SK14

1
2
3
4

◯　5
6

◯　7

（◯は実測図を掲載したものである）表 -18　SK14出土遺物生産年代表

？

？

？

？



1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

青花
青磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁
陶胎染付
陶胎染付
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
青磁染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
二彩手
砂目？

刷毛目

刷毛目

刷毛目

色絵

刷毛目

刷毛目
刷毛目
刷毛目

　州窯
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前
波佐見
波佐見
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
肥前系？
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前

鉢
鉢
皿
碗
蓋
？
瓶
碗
碗蔦
碗
瓶
碗
碗
皿
碗
碗
皿
？
碗
皿
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗蓋
碗
碗蓋
碗
大皿
皿
甕
？
？
碗
甕
鉢？
？
鉢or片口
皿
土瓶
土瓶
土瓶
？
碗
碗
鉢
？
皿
皿
皿

特　徴 生産地器　種SK16

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

◯ 28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41

◯ 42
43
44
45
46
47
48
49
50

◯ 51
52
53

（◯は実測図を掲載したものである）表 -20　SK16出土遺物生産年代表

（◯は実測図を掲載したものである）表 -21　SK17出土遺物生産年代表
SK17 1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

青花
青花
青磁
染付or青磁
染付
染付
青磁
青磁
青磁
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
染付
染付or青磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付

皿
袋物
？
瓶
碗
碗
皿
袋物
袋物
皿？
皿
瓶
瓶
皿
蓋
うがい碗
瓶
碗
碗
皿
仏飯器
碗
瓶
碗
皿
碗
向付
碗

　州窯
景徳鎮窯
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前

特　徴 生産地器　種

？

？

？

？

1
◯　2

3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

◯　21
22
23
24
25
26
27
28



29
30
31
32
33
34
35

◯　36
37
38
39
40
41
42
43
44
45

◯　46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74

碗
小灰
小灰
蓋物
碗
蓋付鉢
？
猪口
碗
碗
？
？
？
皿
碗
？
小坏
皿
皿
皿
皿
碗
碗
皿
小碗
碗
皿
皿？
皿
甕
？
甕
碗
火入れ
鉢
？
碗
碗
？
鍋
皿
皿
碗
？
？
皿

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系
肥前
肥前
関西系
関西系
関西系
肥前

染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
青磁染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
砂目
二彩手？

二彩手

刷毛目
呉器手
刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目
刷毛目
京焼風

刷毛目
刷毛目

二彩手

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付
染付
染付
染付
染付
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
染付
染付
青磁染付
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
土灰釉
二彩手

砂胎土目
二彩手

刷毛目

肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
波佐見
朝鮮or肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
関西系
関西系
関西系
中国地方？
中国地方？
関西系

皿or鉢
皿？
皿
碗
皿
碗
碗
碗
碗
碗
皿or鉢
小碗
皿
瓶
碗
皿
蓋物
碗
瓶
皿
碗
碗
皿
袋物
鉢or甕
碗
大皿
大皿
壷or甕
片口or鉢
皿？
？
碗
？
？
？
土瓶

特　徴 生産地SK18

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

◯ 12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

◯ 26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37

（◯は実測図を掲載したものである）

器　種

表 -22　SK18出土遺物生産年代表

？

？

？

？

？
？



1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

色絵
白磁？
青磁
青磁
青磁
染付
青磁or白磁
青磁
染付
型紙刷り
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付or白磁
染付
染付
染付
染付or白磁
白磁
染付
染付
青磁染付
青磁染付
青磁染付
青磁染付
青磁染付
青磁染付
青磁染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
染付
染付
染付
染付
貝目

藁灰釉

　州窯
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
波佐見系
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前？
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前or山口
肥前
肥前？
福岡
瀬戸美濃
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
中・四国地方？

大皿
蓋物？
袋物
袋物
火入れ
皿
皿
皿
瓶
手塩皿
火入れ
碗
碗
碗
碗
碗
猪口or小坏
皿
皿
碗
碗？
水滴or置物
碗
碗
猪口
皿
蓋物蓋
鉢
皿
鉢
碗
小碗
皿
皿
碗
鉢
鉢？
瓶
瓶
蓋物蓋
碗
皿
猪口？
袋物
皿？
段重
袋物？
碗蓋
鉢
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
小碗
碗
碗
碗
碗
碗
蓋物
蓋物
碗
碗
広東碗蓋
碗
碗蓋
皿
碗
碗
？
碗or 壷
甕or壷
甕or壷
甕or壷
甕or壷
甕or壷
碗？

特　徴 生産地SK19

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70

◯ 71
72

◯ 73
◯ 74
75

◯ 76
77
78
79
80
81
82
83
84

（◯は実測図を掲載したものである）

器　種

表 -23　SK19出土遺物生産年代表

？

？
？

？

？

？

？



85
86
87
88

◯　89
90
91
92
93
94
95

◯　96
97
98

◯　99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109

皿
皿
甕
皿
碗
？
？
皿
？
皿？
？
皿
甕or壷
鍋
甕
？
？
？
？
？
？
？
土瓶
土瓶
土瓶

肥前
肥前
肥前系
肥前？
瀬戸美濃
瀬戸美濃
瀬戸美濃
肥前
関西系
肥前or中国地方
福岡or中国地方
肥前
肥前
関西or中国地方
丹波or中国地方
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

刷毛目
刷毛目

腰錆

刷毛目

錆釉
錆釉

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付
染付
染付
染付
白磁？
貼付高台

肥前
有田
肥前
肥前
肥前
瀬戸美濃

皿
碗or鉢
碗or鉢
碗
小坏？
皿

特　徴 生産地SK20

1
2
3
4
5

◯　6

（◯は実測図を掲載したものである）

器　種

表 -24　SK20出土遺物生産年代表

SK22 1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

◯　16
17

◯　18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

◯　33
34
35
36
37

◯　38
39
40
41
42

◯　43
44
45
46
47
48

◯　49

染付
青磁
辰砂染付
染付
染付
陶胎染付
陶胎染付
色絵
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
染付
青磁
染付
染付
染付
染付
白磁？
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁
染付
刷毛目
刷毛目
刷毛目

刷毛目
色絵

三島手

皿
香炉
？
皿？
蓋物
碗
火入れ？
碗
蓋物？
小坏
皿
猪口
皿
碗
碗
碗
碗
火入れ
碗
碗
小坏
皿
碗
蓋物
皿
蓋物
碗
小碗
？
瓶
碗
碗蓋
碗
碗
碗
？
碗
碗
碗
碗
碗？
？　　　　
碗
碗
碗？
碗
碗
皿
灯明皿

肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
波佐見系
肥前
波佐見系
肥前
肥前
肥前
肥前
波佐見系
肥前
肥前系？
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
関西系
関西系
関西系
肥前
関西系～中国地方

特　徴 生産地器　種

表 -25　SK22出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

？
？

？

？



50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64

◯　65
◯　66

67
68

関西系～中国地方
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
九州から中国地方
関西系
肥前
関西系
関西系

色絵

刷毛目

灯明皿
碗
土瓶？
碗
碗
碗
碗
皿
蓋
？
？
？
？
？
土瓶
鍋
皿
土瓶
土瓶

（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

青花？
染付
染付or青磁
染付
染付
染付
染付or白磁
色絵
染付
藁灰釉

中国？
肥前
波佐見
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
萩
関西系
関西系

小坏
碗
皿
仏飯器？
碗
碗
小坏
碗？
碗
小碗
土瓶
土瓶蓋

特　徴 生産地SK23

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
◯　11
◯　12

器　種

表 -26　SK23出土遺物生産年代表

表 -28　SK27出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK27

1
◯　2

3
4
5

器　種

皿？
小坏
碗？
碗or坏
碗

染付or白磁
白磁
染付？
染付or白磁
染付

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK28

1
2
3
4
5
6
7
8
9

器　種

表 -29　SK28出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

碗
皿
碗
坏
鉢？
碗nor鉢
碗？
火入れ
碗

染付
染付
染付
白磁
陶胎染付？
染付
染付
陶胎染付
刷毛目

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前、福岡、萩？

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK29

1
2

◯　3
4
5
6
7

器　種

表 -30　SK29出土遺物生産年代表

皿
碗
袋物
碗
？
皿
皿or鉢

染付or白磁
染付
青磁

刷毛目

肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前？
肥前
肥前？

（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK30

◯　1
◯　2

3
4

器　種

表 -31　SK30出土遺物生産年代表

碗
碗
？
皿

染付
染付
染付
染付

肥前
肥前
有田
肥前

（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

青磁？
染付
白磁？
染付
白磁？
染付

肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
瀬戸美濃
関西系
関西系？

碗？
碗
碗
皿
皿or鉢
碗
碗
碗
碗
碗or皿
蓋物

特　徴 生産地SK24

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11

器　種

表 -27　SK24出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

？

？

？
？

？

？

？

？

？

？

？

？
？



5
6

◯　7
8
9

10
11

◯ 12
13
14

波佐見
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
瀬戸美濃
肥前？
肥前？

染付or白磁
染付
砂目
砂目段階
鉄釉

皿
碗
小坏
碗
壷
壷or甕
壷or甕
鉢
蓋物
碗

（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

陶胎染付
染付
染付
白磁
白磁
染付or白磁
染付or白磁
染付
染付
染付

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
関西系
関西系
関西系

碗
蓋物
碗
碗
猪口
？
？
碗
碗
碗
碗
碗
碗
蓋

特　徴 生産地SK34

1
◯　2

3
◯　4

5
6
7
8
9

10
11
12
13

◯ 14

器　種

表 -32　SK34出土遺物生産年代表

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

白磁
鉄絵

色絵

有田
肥前
北部九州？
肥前？
関西系
関西系

碗小鉢
？
甕
碗
碗
香炉

特　徴 生産地SK35

1
2
3

◯　4
5
6

器　種

表 -33　SK35出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

表 -34　SK36出土遺物生産年代表
1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK36

1
◯　2

3
4
5
6
7
8
9

◯ 10
◯ 11
12
13
14

◯ 15
◯ 16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

◯ 31
32

◯ 33

器　種

鉢
？
小坏
小坏
皿？
瓶
？
小碗
蓋物蓋
皿
鬢盥
碗
碗
碗
小坏
猪口
碗
仏飯器？
碗
碗
猪口
猪口
碗
碗
皿
碗
？
碗
甕or壷
皿
碗
碗
碗

色絵
青花？
染付
白磁
青磁
青磁
染付
白磁
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
白磁
白磁
染付
藁灰釉

刷毛目
刷毛目
刷毛目
藁坏釉

　州窯
中国？
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前？
肥前
肥前？
肥前
肥前？
肥前
肥前or関西系
肥前
関西系or萩

（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK29

1
◯　2

3
4
5
6
7

器　種

表 -35　SK37出土遺物生産年代表

碗
碗
碗or鉢
？
碗
袋物
大皿

染付
染付
染付or白磁

刷毛目
鉄釉
砂胎土目

肥前
肥前
肥前
丹波or信楽
肥前？
福岡？
肥前

（◯は実測図を掲載したものである）

？

？
？
？



表 -37　SK40出土遺物生産年代表
1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK40

1
2
3

◯　4
5
6

◯　7
8
9

10
11
12

◯ 13

器　種

肥前
肥前
肥前
砥部？
肥前系
肥前系
志田窯
福岡or在地
瀬戸美濃
関西系
関西系
関西系
関西系

（◯は実測図を掲載したものである）

表 -34　SK36出土遺物生産年代表
1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK36

1
◯　2

3
4
5
6
7
8

器　種

碗
碗
碗
碗
蓋
碗
皿
碗

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK36

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13

◯ 14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43

◯ 44
45
46
47
48
49
50
51

◯ 52
53
54
55
56

器　種

碗
碗
？
袋物
瓶
皿？
瓶
瓶
皿
香炉
置物
碗
皿
猪口
仏飯器
火入れ
猪口
碗
皿
碗
合子蓋
蓋物
水滴or置物
碗
碗
碗
碗
碗
合子
皿
碗
？
碗
碗
仏飯器
碗
碗
皿
猪口
壷or甕
皿
皿
壷or甕
火入れ
皿
皿
碗
碗
碗
？
碗
碗
碗
碗
碗
碗

景徳鎮窯
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
波佐見系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
肥前
肥前
内野山窯
肥前
肥前
肥前
関西系
肥前
肥前
関西系
関西系
関西系
関西系

表 -34　SK36出土遺物生産年代表 （◯は実測図を掲載したものである）

青花
染付
白磁？
染付
染付
青磁
青磁
染付
染付
青磁
色絵？
染付
染付
染付
染付
陶胎染付
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
白磁？
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
白磁
染付
染付
染付
色絵
白磁？
色絵
染付
染付
染付
染付

刷毛目
京焼風
銅緑釉
刷毛目
刷毛目
刷毛目

刷毛目
色絵

青磁
染付
白磁
染付
染付
染付
染付
藁灰釉

陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
染付
染付
染付
染付
染付

？

香炉
皿
鉢
広東碗
端反碗
端反碗
皿
？
碗
皿
袋物
土瓶
行平鍋蓋



肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前

染付
白磁
染付
染付
白磁

刷毛目
刷毛目

碗？
碗
仏飯器
鳥水入れ
皿
碗
碗
瓶

9
10
11

◯ 12
◯ 13
◯ 14
15
16

（◯は実測図を掲載したものである）

（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

陶胎染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付

低火度釉

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前系
肥前系
在地系
在地系
肥前系
関西系
関西系
中国地方？
中国地方？
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

碗
碗
小坏
碗
皿？
広東碗
広東碗
碗
碗
端反碗
銚子
灯明皿
壷or甕
壷or甕
碗
？
灯明皿
碗
碗
土瓶
土瓶

特　徴 生産地SK43

1
2

◯　3
4
5
6
7
8
9

◯ 10
11

◯ 12
13
14
15
16

◯ 17
18
19
20
21

器　種

表 -39　SK43出土遺物生産年代表

表 -40　SK44出土遺物生産年代表
1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK44

1
2
3
4
5

◯　6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

◯ 16
17

◯ 18
19
20
21
22

◯ 23
◯ 24
25
26
27
28

◯ 29
30
31
32
33
34

器　種

皿
？
碗
？
碗
？
碗
碗
猪口
碗
碗
碗
碗
皿
？
碗
碗
広東碗
広東碗
皿
擂鉢
皿
皿
碗
炉
碗
土瓶
土瓶
土瓶蓋
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
？

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前系
肥前系
肥前
肥前
肥前
肥前
内野山窯
肥前系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

染付
陶胎染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
溝縁

二彩手
銅緑釉

低火度釉

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK45

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

◯ 13
14

器　種

表41　SK45出土遺物生産年代表

？
碗？
碗
？
碗
碗
？
碗
鉢？
碗
皿
片口
茶碗
皿

　州窯
景徳鎮窯
肥前
肥前
肥前
肥前
山瀬窯
肥前？
肥前
瀬戸美濃
肥前
肥前
美濃
肥前

（◯は実測図を掲載したものである）

青花？
白磁？
染付
染付
染付or白磁
青磁？
藁灰釉

黄瀬戸
胎土目
タタキ
瀬戸黒

？

？



肥前
瀬戸美濃
肥前
肥前
肥前

絵唐津 皿
皿
碗
鉢or片口
鉢？

15
16
17
18
19

（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付
染付
白磁
白磁？
染付
染付
染付
染付

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前

瓶
碗
小坏
碗
碗
蓋物？
瓶
瓶
甕

特　徴 生産地SK47

1
2
3
4
5
6
7
8
9

器　種

表 -42　SK47出土遺物生産年代表

（◯は実測図を掲載したものである）表 -43　SK48出土遺物生産年代表
1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK48

1
2
3
4

◯　5
6

◯　7
8
9

◯ 10
◯ 11
◯ 12
13
14
15
16
17
18
19

器　種

手塩皿
猪口
碗
碗
皿
蓋物
小坏
碗
瓶
銚子
端反碗蓋
端反碗蓋
？
皿
皿
？
土瓶
土瓶
鍋蓋

肥前
肥前
肥前
肥前
波佐見系
肥前
肥前
関西or瀬戸美濃
関西系
関西系
関西系
肥前系
肥前
内野山窯
肥前
関西系
関西系
関西系
関西系

型紙刷り
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁
染付
染付
染付
刷毛目
銅緑釉
刷毛目

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK49

1
◯　2

3
4
5
6
7
8
9

◯ 10
11
12
13
14
15
16

◯ 17
18

器　種

表44　SK49出土遺物生産年代表

小坏
碗
碗
碗
皿
碗
猪口
碗
碗？
碗
片口or鉢
皿
碗
甕？
碗
皿
皿
皿

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
関西系
肥前？
肥前？
肥前？

（◯は実測図を掲載したものである）

染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
白磁？
色絵

溝縁

二彩手

鉄釉
鉄釉

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK51

1
◯　2

3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16

◯ 17
18
19
20
21
22

器　種

表 -45　SK51出土遺物生産年代表

碗
瓶
皿
皿
皿
小坏
碗
碗
碗
皿
仏飯器
碗？
皿
碗蓋
碗
碗
広東碗蓋
？
？
？
土瓶
銚子

肥前
肥前
波佐見？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

染付
染付
青磁
青磁
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
染付
染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付

（◯は実測図を掲載したものである）



（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

染付
染付or白磁
染付or白磁
染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付

肥前
肥前
肥前系
肥前系
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前
関西系
関西系

小坏
？
？
？
碗
瓶
碗
碗
碗
広東碗
袋物
土瓶

特　徴 生産地SK52

1
2
3
4

◯　5
6
7

◯　8
9

10
11
12

器　種

表 -46　SK52出土遺物生産年代表

（◯は実測図を掲載したものである）表 -47　SK53出土遺物生産年代表
1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地

1
2
3
4
5
6
7
8

◯　9
10
11
12
13
14

◯ 15
◯ 16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27

器　種

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前系
肥前
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前
肥前
肥前
内野山窯
肥前系
関西系
関西系

青磁
青磁
？
青磁
染付or白磁
染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付

SK53

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SK54

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

◯ 19
20
21
22
23

◯ 24
25
26
27
28
29
30
31

器　種

表 -48　SK54出土遺物生産年代表

皿or碗
皿
小坏
皿
碗
碗
碗
碗
瓶
小坏or皿
碗
？
袋物
碗
うがい碗
碗
碗
碗
皿
碗
碗
皿
火入れ？
碗
皿？
？
？
碗
碗
皿？
皿or鉢

　州窯
中国？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前？
肥前
肥前？
肥前
肥前？
内野山窯
肥前

（◯は実測図を掲載したものである）

青花
青花？
染付
芙蓉手
陶胎染付
染付
白磁？
色絵
染付
白磁
染付
染付
染付
染付
白磁
白磁？
染付
青磁染付
染付
染付
灰釉
砂目

京焼風

京焼風？
京焼風？

銅緑釉
二彩手

鉢？
？
蓋
瓶
碗
？
碗
小坏？
碗
碗
碗蓋？
碗？
？
碗
碗
広東碗
広東碗
広東碗
広東碗
広東碗
？
碗
土瓶
土瓶
瓶
瓶
瓶

（◯は実測図を掲載したものである）

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

白磁
青磁
青磁
染付

景徳鎮窯
肥前
肥前
肥前

皿
香炉
皿
碗

特　徴 生産地SK55

◯　1
2
3
4

器　種

表 -49　SK55出土遺物生産年代表

？



肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前から萩
肥前？
肥前から萩
肥前？
肥前から中国地方
関西系
肥前？
肥前
肥前
肥前

染付
瑠璃釉
青磁？
染付
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
白磁？
白磁？
染付
白磁
白磁
染付
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
青磁染付
色絵
染付

？
？

低火度釉
京焼風
刷毛目
京焼風
二彩手

碗
碗
皿
水滴？
碗
蓋物蓋
碗
碗
碗
碗
？
？
？
碗
皿
皿
皿
うがい碗
碗
うがい碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗？
壷
碗
？
？
？
？
皿
鉢or水差
碗
？
皿

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900

青花
青花
青花
染付
青磁
染付
白磁
染付or白磁
染付
染付
染付
青磁
染付
染付
染付
染付
鉄釉
染付
染付
染付
瑠璃釉
染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁
青磁
染付or白磁
染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付or白磁
染付
染付
染付
染付

景徳鎮窯
景徳鎮窯
景徳鎮窯
肥前？
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
波佐見系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前

皿
皿or鉢
皿
？
袋物
？
瓶
碗
皿
碗
碗
皿
碗
碗
袋物
碗
皿
小坏
碗
瓶
皿or鉢
小坏
碗
小坏
小坏
鉢？
合子
蓋
瓶
瓶
皿
皿
？
？
？
？
？
？
？
？
？
大皿
皿
碗
碗

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

◯ 19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43

◯ 44
45

（◯は実測図を掲載したものである）表 -50　SD2出土遺物生産年代表
SD2
上層 陶　磁 器　種 生産地

5
◯6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17

◯ 18
19

◯ 20
◯ 21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38

◯ 39
40
41

◯ 42

？

？
？



白磁
白磁
白磁
白磁
白磁
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
色絵
色絵
色絵
陶胎染付
陶胎染付
陶胎染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
型紙刷り
型紙刷り

鉄絵

胎土目

陶器？

刷毛目
呉須絵
刷毛目
刷毛目
刷毛目

刷毛目
刷毛目

二彩手

景徳鎮窯
景徳鎮窯
景徳鎮窯
肥前？
肥前？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前
波佐見系
肥前
波佐見系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前
関西or瀬戸美濃
？
？
肥前
肥前
肥前
福岡？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
肥前？
肥前？
肥前？
肥前？
肥前
瀬戸美濃
中国地方
中国地方
中国地方
中国地方
肥前？
肥前or関西
肥前
肥前
肥前
関西系
関西系
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前

碗
碗
碗
碗
碗
鉢
碗
猪口
猪口
皿
皿
碗
碗
鉢
碗
碗
碗
碗
碗
蓋
小碗
小碗
碗？
置物or水滴
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
？
鉢
碗
皿
碗
碗
段重
皿
広東碗蓋
碗
皿
碗
瓶？
瓶？
端反碗
端反碗
端反碗
碗
碗蓋
小坏
？
？
？
皿
皿
？
皿
皿
皿
皿？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
碗
碗
碗
碗
碗
？
？
？
？
？
？
？
皿

46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77

◯ 78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132



肥前
関西系？
関西系？
関西系？
内野山窯
内野山窯
内野山窯
中国地方？
肥前
瀬戸美濃
瀬戸美濃
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

皿
？
？
？
皿
皿
皿
？
甕or壷
甕or壷
甕or壷
皿
皿
皿
皿
大皿
袋物
碗
碗
碗
碗
袋物
袋物
土瓶
鍋
鍋

133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158

二彩手

銅緑釉
銅緑釉
銅緑釉

刷毛目
刷毛目
刷毛目

刷毛目

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地
SD2
赤土

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

器　種

皿
皿
油壷
蓋物？
碗
碗
碗
碗
銚子
端反碗
碗
？

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系？
肥前系
？
？

染付
白磁
染付
染付
染付
染付
青磁掛分
青磁掛分
染付or白磁
染付
型紙刷り
型紙刷り

花瓶
碗
碗
？
皿
皿
瓶
小碗
皿
瓶
袋物
鉢？
？
？
袋物
？
？
油壷
鉢
皿
皿
皿
置物
皿
手塩皿
皿
袋物
変形皿
碗
碗
碗
碗
？
？
？
？
袋物
碗
瓶
壷or甕　
壷or甕　　
壷or甕　　
壷 or 甕　　
　

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900
SD2
漆喰

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

◯　29
30
31
32
33
34
35
36
37

◯　38
39
40
41
42
43

龍泉窯
景徳鎮窯
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
京都
京都
肥前
肥前系or沖縄
中国地方
中国地方
中国地方
肥前系

青磁
青花
染付
染付
青磁
染付
染付
白磁
染付
染付
青磁
白磁
染付or白磁
染付or白磁
染付or青磁
染付or青磁
染付
色絵
白磁
染付
染付
染付
色絵
染付
染付
染付
染付
色絵
呉器手
呉器手
呉器手
呉器手
呉器手
呉器手
呉器手

呉須絵

特　徴 生産地器　種

14c末～15c

？

？
？

？

？

？
？

？



肥前
肥前

瀬戸美濃
関西系

二彩手
刷毛目

甕or鉢
皿
皿or碗
徳利
土瓶

13
14
15
16
17

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

器　種

表 -53　SD6出土遺物生産年代表

皿
碗
？
碗
猪口
皿
仏飯器
碗
碗
仏飯器
碗
皿
碗
碗
碗？
碗
蓋物
碗
手塩皿

染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
陶胎染付
陶胎染付
染付
染付
染付
染付
白磁
染付
青磁染付
染付
染付
染付

（◯は実測図を掲載したものである）

SD6
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系？
肥前
肥前
肥前
肥前

（◯は実測図を掲載したものである）表 -51　SD3出土遺物生産年代表
1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SD3

1
◯　2

3
4
5
6
7
8
9

◯ 10
11
12
13
14
15
16
17

◯ 18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29

器　種

筒碗
手塩皿
手塩皿
碗
碗
皿
皿
碗
皿
皿
碗
碗
碗
小坏
？
輪花皿
皿
皿
皿
皿
碗
皿
皿
碗
碗
碗
？
甕
碗

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系
福岡or萩
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前・福岡or萩
肥前
京

染付
染付
染付
白磁？
青磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
白磁
染付
鉄絵

砂目、溝縁
砂目、溝縁
砂目、溝縁

藁灰釉

呉須鉄絵

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SD4

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14

◯ 15
16
17
18
19
20
21
22
23
24

器　種

表52　SD4出土遺物生産年代表

皿or鉢
碗
皿？
？
？
？
碗
碗
碗
碗
合子蓋
碗
皿
碗？
足付き皿
？
？
碗
瓶
碗
碗
袋物
水瓶
小碗

肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
瀬戸美濃
肥前
肥前
福岡or山口
備前or関西系
肥前

関西系
関西系
関西or中国地方
瀬戸美濃
関西系

（◯は実測図を掲載したものである）

染付
染付
白磁？
染付or白磁
染付or白磁
染付or白磁
染付
染付
染付or白磁
染付
白磁

刷毛目

？

？



肥前
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
中国地方
中国地方
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
肥前？
肥前？
肥前？
内野山窯
肥前
肥前
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

染付
染付
染付
染付
染付
コバルト
コバルト
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
型紙刷り
銅版印刷

呉器手

銅緑釉
二彩手
刷毛目

瓶
広東碗
碗
碗
碗
皿
皿
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
碗
皿
碗
鉢or 皿
皿
甕
鉢
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
？
？
？
？
？
？
？
？

20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地

1
2
3
4

器　種

表 -55　SD8出土遺物生産年代表

？
碗
碗
皿

陶胎
染付
高台無釉
染付

（◯は実測図を掲載したものである）

SD8
　州窯
肥前
肥前
肥前

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SD7

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

◯ 16
17
18
19
20
21
22
23
24
25

◯ 26
◯ 27
28

◯ 29
30
31
32
33
34
35
36
37

器　種

表 -54　SD7出土遺物生産年代表

盤足
皿
皿
碗
碗
小碗
碗
猪口
碗
小坏
瓶
小碗
小坏
碗
碗
碗
皿
皿
皿
皿
碗
皿
碗
皿
碗
火入れ
皿
片口
置物
碗
碗
碗
碗
碗
皿
碗
鉢

龍泉窯
　州窯
福建系？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
岸岳？
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
内野山窯
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
関西系
肥前
肥前
肥前
肥前
京焼？
肥前
肥前
肥前

（◯は実測図を掲載したものである）

青磁
青花
青花
染付
染付
染付
染付
白磁
染付
白磁
青磁
白磁
染付or白磁
色絵
陶胎染付
藁灰釉

鉄絵

砂目、溝緑

鉄釉
蛇の目釉
鉄釉
低火度釉
刷毛目
刷毛目
銅緑釉
銅緑釉

刷毛目
刷毛目
刷毛目

？

14̃15C



染付
染付
染付
染付
色絵
白磁
白磁
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付or白磁
染付or白磁
染付or白磁
染付or白磁
染付or白磁
青磁染付
青磁染付
青磁染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付
青磁
染付
染付
染付
染付
染付
色絵
鉄絵
三島手
刷毛目
刷毛目
刷毛目
線彫

有田
肥前
肥前
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前系
肥前
肥前系
肥前系
関西系
関西系
関西系
肥前系
瀬戸美濃？
関西系？
瀬戸美濃
瀬戸美濃
瀬戸美濃
肥前系
肥前系
肥前系or関西
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前？
瀬戸美濃
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

碗
碗
皿
小坏
碗
小鉢
小坏
碗
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
皿
碗
碗蓋
皿
碗？
瓶
広東碗蓋
手塩皿
手塩皿
猪口
鉢
皿
広東碗
広東碗
鉢
鉢
段重
端反碗蓋
端反碗
？
小坏
碗
銚子
碗
碗
碗
端反碗
端反碗
小坏
皿
皿
碗
碗
皿
水甕
小碗
小碗
小碗
土瓶
土瓶蓋
？
？
？
？
？
？
？
？
？
？
灯明皿
灯明皿
灯明皿
灯明皿
土瓶
？
？
？
？
？
小碗

5
◯　6

7
◯　8

9
◯ 10
11

◯ 12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37

◯ 38
39
40

◯ 41
42
43

◯ 44
45
46
47

◯ 48
◯ 49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68

◯ 69
◯ 70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90

◯ 91



関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
島根？

小碗
小碗
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶
土瓶蓋
土瓶蓋
瓶
片口

（◯は実測図を掲載したものである）表 -56　SD11出土遺物生産年代表

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 陶　磁 生産地SD11

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15

器　種

瓶
？
皿？
皿
鉢
手塩皿
皿
碗？
碗？
？
？
？
？
？
土瓶

肥前
肥前
有田
有田
肥前
肥前
肥前
肥前系
肥前系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系
関西系

染付or白磁
染付
染付
染付
染付
染付
染付
染付

色絵

92
93
94
95
96
97
98
99

100
101
102
103
104
105

◯ 106
◯ 107
108
109

1600　　　1650　　　1700　　　1750　　　1800　　　1850　　　1900 特　徴 生産地SD4

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12
13
14
15
16
17
18

器　種

表 -57　SD12出土遺物生産年代表

？
碗？
碗？
皿
袋物
碗
碗
碗
小坏
碗
？
碗
碗
広東碗
碗
皿
？
？

龍泉窯
景徳鎮窯
肥前
有田
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前
肥前系

内野山窯
肥前
中国地方

（◯は実測図を掲載したものである）

青磁
瑠璃釉
染付
染付
染付
染付
染付
染付
白磁
染付
白磁
白磁
染付
染付
型紙刷り
銅緑釉
刷毛目
鉄釉

14C中～15C中
16C前～16C中

？
？

（（（（（注注注注注）））））破線より上が磁器、破線よりしたが陶器である。なお、ここに掲載したものは生産年代の明らかな陶磁器にみであって、その遺構から出土した

全陶磁器ではない。
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